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論文要旨

倉俣史朗(1943-1991)は､日本を代表するインテリアデザイナーとして､商業室内空間､

家具､照明などを辛がけ､既成概念を否定した本質追求的態度､浮遊感がともなう空間性の作品

群は､デザイナー､アーティスト両面にて日本､海外で高く評価され､毎日産業デザイン賞､日

本文化デザイン賞､フランス文化省芸術勲章などを受章している｡

倉俣史朗のインテリアデザインは斬新であり,多くのデザイナーに多大な影響を与え続けてき

た｡倉俣のデザインについて主観的,感覚的な評論,対談,エッセイは多く見られるが,研究方

法を明確にしたデザインの空間構成,創造手法についての研究は極めて少ない｡そこで,本研究

は倉俣史朗のインテリアデザインに対して､インテリア･シェルターの離隔性による空間分析方

法を用い､空間創造に関する手法の一端を明らかにしようとするものであるo具体的には4 2作

品の商業室内空間の作品を対象として､平面図と断面図を基に,与えられたすでに存在する空間

あるいはインテリアを構成する元の構造体である原室内空間とその原室内空間に新たに構成さ

れた床,壁,天井であるインテリア･シェルターとの位置関係と形状を比較し分析を行い､イン

テリア･シェルターの面の離れの理由である離隔要因､面の空間的離れ方である空間的離隔性､

面の中に現れるフォルム､パターン､マテリアル､カラーおよび照明の特徴を抽出し､ KJ法を

用い13の空間的特徴のグループに分類された結果との関係で､空間の特徴および空間創造手法

を明らかにすることを目的としている｡

本論文は以下の6章により構成されている｡

第1章｢序論においては､本研究の背景､目的､既往の研究､本研究の位置づけについて述べ

ている｡

第2章｢研究計画｣においては､本研究を進めるにあたり研究方法を述べている｡倉俣史朗の

研究対象作品として､インテリアデザインの商業空間42作品を選定した｡原室内空間に対して､

新たに構成された床,壁,天井であるインテリア･シェルター面の離された離隔寸法dを読み取

り､インテリア･シェルターの離れ理由である離隔要因D
′

､離れ面の多層性である多重性Dm

を求めた.また､その面の空間的離隔性である面の離れ方D､面のフォルムF､面のパターンP

を求め､次に面のカラーC､面のマテリアルMおよび面の照明Lを求め､これをインテリア･

シェルターの離隔性による空間分析方法と位置付け､それらの抽出方法について述べている｡

第3章｢分析結果｣においては､第2章で述べた分析方法をもとに､インテリア･シェルター

の離隔要因､多重性､空間の特徴等について抽出項目を整理し､空間的離隔性､面のフォルム､

面のパターンについてデータ･シート2としてまとめ､および面のカラー､面のマテリアル､面

の照明について､同様に抽出項目を整理して､データ･シート3としてまとめた｡これを基に､



インテリア･シェルターの各種の離隔性の要素についてこれらの出現頻度分布を求めデータ化し

た｡

第4章｢考察｣においては､ 3章で作成した､ 3種のデータ･シートおよび各種の離隔性の要

素の頻度分布から､時付噺こ及び､空間的特徴グループ毎に整理した一覧表を基に考察を行い､

インテリア･シェルターの離隔性(離隔要因､多重性､空間的離隔性､離隔面のフォルム､パタ

ーン､カラー､マテリアル､照明)の観点から空間構成の生成過程の操作を明らかにしている｡

ここでは1976年以前の作品では､直線的空間構成が多く､ 1977年以後の作品では､曲線､曲

面の形態が出現し､多重性も増加した｡これらには空間的､用途的､精神的離隔要因が複合され､

多様な空間的離隔性(斜め離隔､曲面離隔など)､透過性のマテリアル等の融合があり､室内空

間の周囲部に従的表現､中央部に主体的表現が多くなり､中央の空間での構造的換作(キヤンテ

ィレバー､吊り構造)､光の操作によって､より浮遊性が協調され､浮遊感が創出されたことを

明らかにしている｡

第5章｢結論｣においては､第2章から4章までに得られた分析と考察により得られた知見を

総括して結論としている｡さらに今後の研究に対する課題と将来の展望について述べている｡
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第1章 序論



1.1研究の背景と目的

倉俣史朗は､1960年代から1991年において､極めて繊細で感覚的かつ知的操作による家具､

照明､インテリアデザインなどの作品を辛がけている｡日本､世界を代表するインテリアデザイ

ナーであり､多くのデザイナーに多大な影響を与え続けてきた｡倉俣のデザインについて主観的,

感覚的な評論,対談､エッセイなど雑誌等に掲載された評論記事がほとんどを占め､主要なもの

として倉俣･多木(1975)4)など多数存在する｡川崎(1999)3)､橋本(2007)7)､沖(2011) 1)など

がデザインの思考方法,デザイン論についての研究をおこなっているが､分析方法を明確にし､

空間生成操作､空間構成､空間的特徴を明確にした研究論文は極めて少ない｡

従来のインテリア研究一般には､平面的プランニングや､構成面の意匠性や照明､家具配置を

それぞれの要素として捉え､室内構成論じる場合が多かった｡室内空間の空間構成､空間形態､

創造手法を全体的､一体的に捉えるために以下のような概念を導入することとした｡

本研究は倉俣史朗の観念的かつ感性的アプローチで､既成概念にとらわれず､自由に､夢のよ

うな感覚でデザインに挑戦したインテリアデザインに対して､インテリア･シェルターの離隔性

による空間分析方法を用い､空間生成操作とそれによって生み出された空間構成､空間的特徴､

特に浮遊性のある空間の創造に関する手法を明らかにすることを目的とする｡

倉俣史朗の観念的､感覚的な思考性を考えた時､できる限り客観的に分析､考察する態度に恐

縮する思いが常に付きまとったが､現室内空間とインテリア･シェルターの離隔性を用いて分析

手法によって､感覚上での認識されるデザインを､再確認し､客観的かつ事実について､質的､

量的な側面から､その要因を抽出により､従来気づかれていない新たな視点､観点が発掘できれ

ばと考え､今後のインテリアデザインの空間生成､空間創造を理解する上で重要であり､原室内

空間に対する､インテリア･シェルターの離隔性を用いた空間分析手法を用いた本研究は､イン

テリアの空間創造手法に関する研究として意義あるものであると位置づけられると考えられる｡

具体的には4 2作品の商業室内空間の作品集2)
6) 8) 9) 10)を対象とし図面等(図面がない作品

については作品写真と基に平面図､断面図を書き起こした)を基に,デザイン対象として､与え

られたすでに存在する空間あるいはインテリアを構成する元の構造体(原室内空間と呼ぶ)とそ

の原室内空間に対して､デザイナーの意図で新たに構成された床,壁,天井をインテリア･シェ

ルターと呼び,原室内空間と新たに生成されたインテリア･シェルターとの離れ距離(離隔寸法

と呼ぶ)を捉え､そこで抽出された結果を基に､離れの理由(離隔要因と呼ぶ)､インテリア･

シェルターの面の離れ方(空間的離隔性と呼ぶ)､離れた面の多層性(多重性と呼ぶ)､床､壁､

天井の面の中に現れるフォルム､パターン､マテリアル､カラーおよび照明(これら全体を離隔

性と呼ぶ)を求め､空間的特徴との関係を考察し､空間構成､空間創造手法を明らかにすること

を目的としている｡
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1.2先行研究の概要

倉俣史朗に関する先行研究は､美学的な形態論､デザイン論の研究があり､またほとんどが雑

誌等に掲載された評論や対談であり､数多く存在する｡主要なものとして､以下のような既往研

究が上げられる｡

岡田栄造は｢クラマタデザインの精神的機能に関する論文｣ (九州芸術工科大学芸術工学部奉
業論文) 1993では､精神性に着目し室内空間を述べている｡

多木浩二と倉俣史朗の対談｢事物の逆説｣ 4)
1975では､対談により作品創造における､思考

性､デザイン論がエッセイ的に述べられている｡

川崎和男は｢夢を形見に倉俣史朗のデザイン論｣ 3)
1997-2001,AXIS no70-73,75-90の中で､

倉俣の作品､特に家具､照明､等のプロダクトについて､形態的､美学的､詩的､文学的アプロ

ーチで､デザイン論､思考性､形態性､意味性､使用性について述べられ示唆するところが多い

デザイン論であるが､空間分析方法を明確にした倉俣史朗のインテリアデザインの空間構成､空

間生成っいては論述されていない｡

橋本啓子は｢倉俣史朗の1970年代のインテリアデザインにおける感覚的なものについて｣ 7)

2007意匠学会､ ｢倉俣史朗による表層のデザインについて｣ 2008,神戸大学表現文化研究会の中

で､倉俣の感性､表層のデザインの観点から､マテリアル､光､オブジェに対し造形感覚の背景

を鋭く考察し､倉俣史朗の繊細な造形性､造形感覚を明らかにしている｡また｢倉俣クロニクル｣

2011 (倉俣エツトレ･ソットサスの21_21 DESIGN SIGHTEXHIBIONBOOK) P162,172,186

の中で､倉俣の作品と現代美術との関係､影響を受けた背景-交友関係を述べ､倉俣の作品を創

造するうえでの思考性､感覚的操作､知的空間操作について述べている｡

倉西幹雄は､ ｢クラマタエピソード｣ 5)2011 (倉俣エツトレ･ソットサスの21_21DESIGN

SIGHTEXHIBIONBOOI() P170,184,204の中で､デザイン･ジャーナリストの観点から

倉俣の作品にまつわる出来事､人柄､思考性をエッセイ的に描いている｡

沖健次は｢倉俣史朗が追い求めたイメージと素材｣ 1)2011(倉俣エツトレ･ソットサスの2し21

DESIGN SIGHTEXHIBIONBOOE) Pl14-125の中で､主に素材､技術､方法論の観点から

作品の主観的考察は述べられているが､分析方法､結果､考察の過程を経たインテリアデザイン

の空間構成､空間生成については､明確に述べられていない｡

以上このように私的な批評､美学的､詩的な空間論､形態論､意味論等は見られるが倉俣史朗

のインテリアデザインの空間構成､空間生成について､分析方法を明確にした研究論文は､極め

て少ない｡
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1.3本研究の位置づけ

倉俣はインテリアデザイナーとして商業空間､家具･照明など辛がけた｡倉俣の作品にお

いて､家具デザインでは｢自分の思考の原点､確認するための手段｣と考え180点余りの優れ

た家具デザインを生みだている｡またその実験成果をインテリアデザインの領域で実践化､応用

化している｡倉俣が生涯追求したのは､多くのデザイナーが指摘するように､日常の空間に重力

から解放されたかのような浮涼感覚を導入し､本研究ではこれを浮遊性と呼ぶ｡ ｢夢の世界､夢

心地｣の空間を創出させることであったとよく語られている｡倉俣日く｢商業デザインの魅力は､

-B]J性､消滅性､実験性､つまり幕間劇o｣と自ら語っている｡このことはデザインする際に､

既成概念を否定し､本質を追究する態度､アイロニカルな視点､独創性を大切にしていることが

うかがえる.倉俣に関する､思考､感覚等のエッセイ､対談､美学的空間論-のアプローチは少

数ではあるが､研究されている｡本研究では､倉俣史朗のインテリアデザインにおいて､量的､

s学術的に､空間生成の過程､空間構成を明らかにしたいと考えた｡そのため､デザイナーがデ

ザイン対象としてデザインする前に､既に存在する与えられた空間である現室内空間に対し､あ

らたに構成される床､壁､天井の生成される空間であるインテリア･シェルターの生成結果を比

較すること.で､倉俣のインテリアデザインの空間創造の手法を明らかにすることを試みた｡これ

により従来のアプローチでは得られない発見､知見を得ようとするものであり､今後この分析手

法は倉俣以外のいろいろなインテリアデザイナーの作品分析に対しても有効であると考えられ

本研究では､ ｢インテリア･シェルターの離隔性による空間分析方法｣という､新しい分析方法

を開発した研究であり､倉俣史朗のインテリアデザインの空間構成､空間創造の本質を明らかに

した研究として位置づけられると考えられる｡

3



4



第2章 研究計画



2.1研究方法

倉俣の略歴､作品選定､用語の説明､分析方法を以下に述べる｡

2.1.1研究対象作品の選定

本研究にあたり､倉俣史朗についての略歴6)を表-2.1.1にまとめ､研究対象である4 2のイ

ンテリア･デザイン作品を選定し､方法における用語の説明を以下に述べる｡

表-2.1.1倉俣史朗の略歴

倉俣史朗の略歴

1943年東京生まれ

1953年(19歳)東京都立工芸学校木材科卒業

1954年(20歳)柳宗理､山口文章の作品に啓発されデザイナーを志向

1955年(21歳)桑沢デザイン研究所リビングデザイン科入学

青山の小原会館での具体美術展に強い衝撃を受けるQ

1956年(22歳)桑沢デザイン研究所卒業

イタリアのデザイン誌｢ドムス｣に認められるデザインを志

す｡

1957年(23歳)樵)三愛宣伝課入社､主に店舗設計､ショーケース､ディスプレイの仕事

に携わるQ

1965年(31歳)クラマタデザイン事務所設立

1966年(32歳)マルセル･ジェシヤンの存在に大きく概念を変えられたD

1967年(33歳) コンセプチュアルアート､ミニマムアート､ドナルド･ジャ

ドに影響を受けるQ 1967年頃から前衛美術家､高松次郎やグラフィック

デザイナー横尾忠則とのコラボレーションした内装などで､倉俣は時代の寵児として注目を浴びはじめ

るQ 1969年に自らの作品を持ちイタリアの｢ドムス｣誌を訪れるo後にその時の作品が｢ドムス｣に

掲載されるQ 15名の若手クリエーターでデザイン集団｢サイレンサー｣結成o 1970年日本万博博覧会

(EXPO'70)に参加Q この頃､変形の家具など収納家具を多く発表する｡

1972年(38歳)毎日産業デザイン賞受賞

1981年(47歳)エツトレ･ソットサスの誘いで80年代前半を席巻する事になる革命的デザイン運動｢メンフィス｣に

参加するQ ソットサスからの手紙はスケッチ2枚だけであったというb この年､新設された第1回日本

文化デザイン賞受賞Q

1983年(49歳)北イタリア､南フランス､パリを旅行｡工場で大量に出るくずガラスを人工大理石に混ぜ｢スターピー

ス｣という素材を作るQ また､エキスバンドメタル(金網材)を内装や家具に全面的に使い｢ハウ･

ハイ･ザ･ムーン｣など傑作を生む｡

1990年(56歳)フランス文化省芸術文化勲章受章
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研究対象作品

倉俣はインテリアデザイナーとして商業空間､家具･照明など手がけたo倉俣の作品において､

家具デザインでは｢自分の思考の原点､確認するための手段｣と考え180点余りの優れた家具

デザインを生みだている｡またその実験成果をインテリアデザインの領域で実践化､応用化して

いる｡

本研究では､倉俣史朗の設計した商業室内空間について､ 1967-1991年における4 2のイン

テリア･デザインの作品を研究対象とする｡研究対象作品リストを表-2.1.2に示す｡

表-2.1.2 研究対象作品リスト

倉俣史朗のインテリアデザイン.研究対象作品リスト

作品番号 完成年 読 作品名(用途) 作品番号 完成年 逮 作品名(用途)
K-1 1967年 33歳 クラブカツサド-ル(カフェ) K-22 1979 45歳 力クティー(美容室)

K-2 1968 34 レストランサーカス(レストラン) K-23 1980 46 第一紙行(オフィス)
K-3 1968 35 黄金屈タカラ堂(貴金属) K-24 1983 49 ヤマギワ小会議室.東京(オフィス)

K-4 1969 35 クラブジャド(クラブ) K-25 1983 49 イッセイ.ミヤケr/iリ(ブティック)

K-5 1969 35 エドワード本社ビル(ショールーム) K-26 ー983 49 イッセイ.ミヤケ.皐艮座松屋(ブティック)

K-6 ー970 36 マーケットワン(メンズ.ファション) K-27 1984 50 イッセイ一ミヤケ.ニュー∃-ク(ブティック)

K-7 ー970 36 エドゥーズ.アトリエ.東京(フ7ウシ∋ン.アトリエ) K-28 1984 50 ESPR汀.香港(ブティック)
K-8 1970 36 ショップⅠ神戸(レディーズ.ファッション) K-29 1984 50 DESIGNST∪DⅠOESPRIT(オフィス)

K-9 1970 36 ショップウオ-ク(L'デイ-ズ.ファッション) K-30 1987 53 イッセイ.ミヤケ渋谷西武百Jj店(メンズ.ブティック)

K-10 1970 36 カネボウ化粧品ディスプレイ(化粧品) K-31 ●; 53 イッセイ.ミヤケ.神戸(ブティック)

K-ll 1971 37 カリオ力ビル.1F(カフェ) K-32 1987 53 L∪CCHⅠNOBAR(バー)
K-12 1971 37 カリオ力ビル.BIF(パー.レストラン) K-33 1987 53 CAFEOXY乃木坂(カフェ)
K-13 1971 37 ショップファション.イン(レディーズ.フ7ツション) K-34 1987 53 イッセイ.ミヤケ.MEN雨青山(ブティック)

K-14 1972 38 プロジェクト.ルミ.サーフェス(計画案) K-35 1988 54 きよ友(バー.レストラン)

K-ー5 1972 38 ミューズ(パンクロン.ショップ) K-36 1988 54 BARCOMBLE.静岡(バー)
K-16 ー973 39 キロニー.インテリア.イン(テキスタイル.ショールーム) K-37 1988 54 パー.レストランセール(パー.レストラン)

K-17 1974 40 四季ファブリック(テキスタイル.ショール-ム) K-38 1989 55 オブローモフ.福岡(バー)

K-18 1974 40 ミルクボーイ(ファツシ∃ン.ブティック) K-39 1989 55 YOSHⅠKIHⅠSⅠN∪MA(ブティック)

K-19 1975 41 山正T(別荘) K-40 1990 56 リビナヤマギワ(シ∃-ル-ム)
K-20 1976 42 イッセイミヤケフロムファースト K-4ー 1990 56 スパイラル(シ∃--ルーム)
K-21 ー977 43 スーパーヘアーコイケ(美容室) K-42 1991 56 LUPUTA(バー.クラブ)

以下の文献から､写真､図面を参考にし､図面がないものについては写真から平面図もしくは

断面図を作成し､原室内空間に対して､インテリア･シェルターの離れ距離を読み取り､インテ

リア･シェルターの離隔性による空間分析方法にて､空間構成､空間生成を明らかにする｡

文献資料一覧

増田通二(発行)1981 :倉俣史朗 1967-1987､ PARCO出版局8)

田中一光(監修) 1996:KURAMATA SHIRO､原美術館､クラマタデザイン事務所6)

大副敬二郎(発行) 1984:JAPAN INTERIOR デザインNO･308､インテリア出版2)

村上末吉(発行) 1989:WIND NO･8､商店建築社9)

村上末吉(発行) 1991 :WIND NO･16､商店建築社10)
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2.1.2用語の説明

用語の定義と記号を下記に説明する｡

(1)原室内空間とインテリア･シェルター

･原室内空間Io (Original indoor space) :デザイン対象として既に存在する与えられた空間､

あるいは元の構造体｡

床の既に存在する与えられた空間はFo､元の構造体はf

壁の既に存在する与えられた空間はWo､元の構造体はw

天井の既に存在する与えられた空間はCo､元の構造体はc

と記号づけする｡

･インテリア･シェルターIs (Interior shelter) :原室内空間に対して､新に構成された床､

壁､天井からなるもっとも内側にある表面から成り立つ空間｡

床のインテリア･シェルターは､室内の中央手前に向かってFl,F2,F3･一･ ･

壁のインテリア･シェルターは､室内の中央手前に向かってWl,Ⅳ2,W3･ ･ ･

天井のインテリア･シェルターは､室内の中央手前に向かってCl,C2,C3･ ･ ･

と記号づけする｡

･離隔寸法d (Parting length) :原室内空間からインテリア･シェルターの離れ距離｡

これを基に､インテリア･シェルターの離隔性を以下のように用語を定義する｡

･インテリア･シェルターの多重性D皿(Multiplexnature) :原室内空間から､内側から手前に

向かってインテリア･シェルターが何層になっているかということ｡手前にあるインテリア･

シェルターほど番号が大きくなる｡

床のインテリア･シェルターは､室内の中央手前に向かってFl,F2･ ･Fn (n重床と読む)

壁のインテリア･シェルターは､室内の中央手前に向かってWl,W2･ ･恥(n重壁と読む)

天井のインテリア･シェルターは､室内の中央手前に向かってCl,C2･ ･Cn (n重天井と読

む)と記号づけする｡

･起伏インテリア･シェルターF′, W′, C′ : (Multiplex nature of the irregularity)

同一のインテリア･シェルターにて､原室内空間からの離れ方が一定でなく､斜め､曲面､凹

凸になっているインテリア･シェルターのこと｡床の起伏シェルターF′､壁の起伏シェルタ

ーw′､天井の起伏シェルターC′と記号づけする｡

･離隔要因D′ (Separation Factors) :原室内空間に対してインテリア･シェルターの離れて

いる理由｡
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(2)インテリア･シェルター面の空間的離隔性とフォルムとパターン

･空間的離隔性D (Spatial characteristic) :インテリア･シェルターの原室内空間からの空

間的離れ方｡ Dl並行離隔､ D2-1斜め離隔､ D2-2曲面離隔､ D3-1直角離隔､ D3-2段差離隔､

D4-1多重離隔､ D4-2中央離隔の7種類があり､記号づけをする｡

･面内フォルムF (Form of the aspect) :インテリア･シェルターの床､壁､天井の面内の形

態のこと｡

･面内パターンP (Pattern of the aspect) :インテリア･シェルターの床､壁､天井の面内の

模様のこと｡

(3)インテリア･シェルター面のカラーとマテリアルと照明

･面内カラー{ (Color of the aspect) :インテリア･シェルターの床､壁､天井の面内の色彩

のこと｡

･面内マテリアルM(Material of the aspect) :インテリア･シェルターの床､壁､天井の面内

の素材のこと｡

･面内照明L(Lighting of the aspect):インテリア･シェルターの床､壁､天井の面内の照明

のこと｡

以上のように定義づけ､記号づけをする｡
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2. 1.3研究方法

分析対象の文献としては作品集,デザイン誌(倉俣1981,大副1984,村上1989,村上1991,

田中1996, PEN 2008)を用い,前述のように42作品を抽出した｡その結果は前節の表-2.1.2

に示す,時系列的に作品をK-01からK-42と表した｡ 42作品について作品写真,図面,図面の

なし＼ものついては作品写真から平面図,断面図を起こし図面化した｡原室内空間と新たに構成さ

れた最も内側にある床,壁,天井の表面からなるインテリア･シェルターとの離れ方とその距離

を離隔寸法dと呼び,これを読み取り,データ･シートとして作成した｡これらの読み取り方法

と記号の付け方の詳細は､後述の図-2.2.1に示す｡インテリア･シェルターの離れ方,多重性

を平面的,断面的に量的把握し､原室内空間とインテリア･シェルターの関係性(インテリア･

シェルターの離れ方､多重性)のデータおよび作品名,完成年代,作者の年齢,インテリアの仕

上げ,作品の空間特徴をデータ･シートとしてまとめ､これを基本データとした(これをデータ･

シート1と呼ぶ)｡また作成事例を表-2.2.2､表-2.2.3に示す｡

すでにある原室内空間とそこに新たに構成された床､壁､天井-インテリア･シェルターとの

離隔距離に着目し､なぜ離隔されたのかを考察し､これを離隔要因D′と呼ぶ｡どのような空間

的特性で離隔されたのか､これを空間的離隔性Dと呼ぶ｡その面の中に現れる立体的な形態特性､

これを面内フォルムFと呼ぶ｡その面の平面的形態特性､これを面内パターンPと呼ぶ｡原室内

空間とインテリア･シェルターとの関係を基に､インテリア･シェルターの床､壁､天井におけ

る空間を作成するための操作である離隔要因､空間的離隔性､面内フォルム､面内パターンを作

品毎にまとめ､データ･シートとして作成した(これをデータ･シート2と呼ぶ)｡作品K-31

の例を表-2.3.4に示す｡またインテリア･シェルターの床､壁､天井の面内マテリアル､面内

カラー､面内照明にって､作品毎にまとめデータ･シートとして作成した(これをデータ･シー

ト3と呼ぶ)｡作成基準を表-2.4.2に示す｡

インテリア･シェルターの多重性Dmは､床についてはFl,F2,F3-､壁についてはWl,W2,W3-､

天井についてはCl,C2,C3･ ･のように､番号が多くなるほど原室内空間から室内の内側方向､

内側手前にあるように順を付けた｡また同一シェルターの凹凸性を､ F′､ W′､ C′と記号づけ

をした｡多重性Dmの分析基準を図-2.2.3に示す｡

離隔要因D′は､空間的､用途的､精神的観点があると考え､それぞれ次のように6項目に分け

た｡空間的な要因として､ a l仕上げ的離隔要因･ a2空間的離隔要因･ a 3設備的離隔要因･

a 4構造的離隔要因､用途的な要因としてb用途的離隔要因､精神的な要因としてc精神的離隔

要因をあげた｡

空間的離隔性Dは､以下の7項目に分けた｡すなわちDl並行､ D2-1斜め､ D2-2曲面､ D3-1直

角､ D3-2段差､ D4-1多重､ D4-2中央･空間的離隔性である｡
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面のフォルムFは､以下の4つの項目に分けた｡すなわちFl平面･線･点､ F2折れ面･直線･

波型･段差･階段､ F3曲面･曲面･波型､ F4凹凸面である｡

面のパターンPは､以下の4項目に分けた｡すなわちPl無地､半透明･半透明･照明･透明､

P2スリット･タテ､スリット･ヨコ､P3グリット､P4ドット･四角形､ドット･円形である｡

面のカラI-iは､無彩色を白w,グレーGy,ブラックBk3項目に分け､また有彩色を次の1

0項目に分けたo赤色R,檀色0,黄色y,黄緑色yG,緑色G､青緑色BG,青色B,青紫色

PB,紫色P,赤紫色RP｡その他2項目に分け､メタリックM､ト-メイとした｡

面のマテリアルMは､以下の1 0項目に分けた｡ Mlコンクリート系,M2石一夕イル系,M3樹脂･

ゴム系･M4繊維･布系､ M5ペイント系,M6木質系,M7金属系･M8アクリル系,M9ガラス系,MIO

オープン系である.

面の照明Lは､一般的な照明分類を用い､ Ll配光形式は直接照明､半直接照明､全拡散照明､

半間按照明､間接照明の5項目に､ L2器具種類はダウンライト､スポットライト､埋め込み器

具､シーリング､ペンダント､ワイヤー･コード､シャンデリア､ブラケット､スタンド､ FL

蛍光灯垂直､ FL蛍光灯水平の1 1項目に分け､ L3光形状は点光源を単独的､直線的､曲線的､

格子的､群的の5項目に分け､線光源を直線的､格子的の2項目に分け､面光源を無地的､スリ

ット的､格子的の3項目に分けた｡ L4光源は白熱球､ -ロゲン球､ FL蛍光灯の3項目に分け

た｡

カラー､マテリアル､照明について､床､壁､天井の状況を同時に可視的に認識できるように､

単純化した図形で表示するダイアグラムを作品ごとに作成した｡カラーについては1 0分類に

記号化し､マテリアルについては5分類に記号化し､照明については1 3分類に記号化したダイ

アグラムを作成した｡これを表-2.4. 1に示す｡
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2.2 原室内空間とインテリア･シェルターの離隔寸法､離隔要因､多重性

原室内空間とインテリア･シェルターとの離れ距離である離隔寸法d､離れの理由である離隔

要因D
′

､面の多層性である多重性Dm､面の起伏性である起伏インテリア･シェルターF,
W,

Cについての定義と記号化を図- 2.2.1に示す｡

原室内空間,インテリアーシェルター､離隔寸法､離隔要因の定義と記号化

c.､c平面図 cIJcl

Fo､ ′ Fl

断面図 d離隔

■■■一:原室内空間
:インテリア･シェルター~

:離隔寸法

d

● r原室内空間の定放と記号化｣

元からある室内空間の床､壁.天井からなる内表面
あるい元からある構造体の内表面

原室内空間の内表面の床 :Fo

構造体の床 : ∫

原室内空間の内表面の壁 :Wo

構造体の壁 : uJ

原室内空間の内表面の天井 :Co

構造体の天井: c

● ｢インテリア.シェルターの定義と記号化｣

新たに構成された珠､壁､天井からなる内表面

床のインテリア･シェルター
:F

壁のインテリア･シェルター :W

天井のインテリア･シェルター :C
注)

l.インテl)アシェJL,タ一に多並性がある時､室内の内側にある

インテリア･シェルターほど番号が大きくなり床.聖､天井のイン

テリア･シェルターをFn. Wn.Cn,と表記する

2･同一インテリア･シェルターの起伏をF~. w一. c′と表記する｡

●離隔寸法:原室内空間からインテリア･シェルターまでの

離れた距離でdと表記する｡

● r壮隔要因の定放と記号化｣

原室内空間からインテリア･シェルターまでの離れ理由で

6要因に分けた｡

物理的要因aとして

al :仕上げ的離隔要因(下地､仕上げ)

a2:空間的離隔要因(意匠性)

a3:設備的離隔要因(コンセント､埋め込み設備器具等)

a4:構造的離隔要因(吊り､片もち構造等)

b:用途的離隔要因(売り場､客席､厨房等)

c:精神的離隔要因(雰囲気･Ib理性一期待感､緊張感等)

図-2.2.1原室内空間とインテリア･シェルターにおける離隔性の方法の図
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原室内空間とインテリア･シェルターの離隔性の定義､離隔寸法､離隔要因､インテリア･シ

ェルターの多重性､起伏インテリア･シェルターの表示記入例を図-2.2.2
-

6に示す｡

J京室内空間とインテリア

原:室内空間 デザイン対象として､既に元からある床､壁一天井

で構成される内表面､
あるいは一元からある構造体の内表面のこと｡

インテリア･シェルター:新たに構成された床､壁､天井からなる内表面のこと｡

Io

INo

平面図

山｡

Io :原室内空間

IS ‥新たに構成されたインテリア.シェルタ_

INo :原室内空間とインテリア.シェルタ_との問の空間

IN
:新たに構成されたインテリア.スペ_ス

d :原室内空間とインテリア･シェルタ_との間の離隔寸法

インテリア･シェルターの離隔性分析･着眼点

倉俣史朗のインテリアデザインの作品について､原室内空間Ioとインテリア･シェルターⅠ

Sと離隔性に着目しd､ INoの離れ理由(離隔要因)､空間的な離れ方(多重性､空間的離

隔性)それを基に､離れた面のフォルム(形態)､パターン(模様)､マテリアル(素材)､カラー

(色彩)
､照明の状況を求め､結果､考察により空間構成､空間創造の特徴を明らかにする

ことを目的としている｡

図-2･2･2 インテリア･シェルターの離隔性の用語の定義と記号化
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原室内空間とインテリア･シェルター_離隔要因ー多重性,起伏インテリア･シェルター

勺

∠二ゝ

W1'

W1

て:7

平面図 断面図
Fo

f

Is:インテリア･シェルターを 床:F､壁‥W､ 天井‥Cと表記する｡

Io:原室内空間の内表面を床:Fo､壁:Wo､天井:Coと表記する｡

元の構造体を床:f､ 壁:比し 天井:Cと表記するo

離隔要因Dー
インテリア･シェルターーの離れの理由

al :仕上げ的

a2:空間的

a3 :設備的
a4 :構造的
b :用途的
c
:精神的､意味的

インテリア.シェルターの多重性D…
床のインテリア･シェルタ1ま室内手前I=向かって Fl, F2, F3-Fn (n重l末と呼ぶ)

壁のインテリア･シェルターは室内手前に向かって Wl. W2. W3=Wn(∩玉堂と呼ぶ)
天井のインテリア･シェノレターは室内事前に向かってCl , C2. C3-Cn (∩重天井と呼ぶ)

起伏インテリアーシェルターF′′W′′C′
F′
:原室内空間から離れた同一J宋のインテリア･シェルターの起伏面のことo

Wー:原室内空間から離れた同一壁のインテリア.シェルターの起伏面のことQ
C'
:原室内空間から離れた同一天井のインテリア･シェルターの起伏面のことo

図-2.2.3 インテリテ･シェルターの離隔性の用語の定義と記号化
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l頁室内空間とインテリア･シェルターとの 離隔性

表示記入例

< w

< w.

< w.,

W
:原室内空間､構造体の素地をそのまま壁面

Wo:原室内空間､構造体に直仕上げ･壁面

d=o､d≒o

第1 ･インテリア･シェルター
Wl al :原室内空間から仕上的に離れて壁面

Wl
a2‥原室内空間から空間的に離れて壁面

Wl a3 ‥原室内空間から設備的に離れて壁面

Wl
a4‥原室内空間から構造的に離れて壁面

Wl b‥原室内空間から用途的に離れて壁面

WI
c‥原室内空間から精神的に離れて壁面

第1 ･起伏インテリア･シェルタI
Wl

'｡1

:原室内空間から仕上げ的に離れて壁面

Wl 'a2:原室内空間から空間的に離れて壁面

Wl '｡3‥原室内空間から設備的に離れて壁面

Wl '｡4:原室内空間から構造的に離れて壁面

Wl 'b‥原室内空間から用途的に離れて壁面

Wl '｡=原室内空間から精神的に離れて壁面

第2･インテリアtシェルター

W2al
:原室内空間から仕上げ的に離れて壁面

W2a2
:原室内空間から空間的に離れて壁面

W2a3
‥原室内空間から設備的に離れて壁面

W2a4
:原室内空間から構造的に離れて壁面

W2b
:原室内空間から用途的に離れて壁面

W2c‥原室内空間から精神的に離れて壁面

d>o

図-2.2.4 インテリア･シェルターの離隔性の用語の定義と記号化
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J京空間とインテリア･シェルターとの離隔性

表示.記入例

VVI D

Wl' D, tlJ

第1 ･インテリア･シェルター
Wl
:原室内空間に沿って壁面
Dー 離隔要因

al :仕上げ的

a2:空間的

a3:設備的

a4:構造的
b
:用途的

c
:精神的

第1 ･起伏インテリア･シェルター
Wl '=原室内空間から意図的に離れて壁面

D′離隔要因

al :仕上げ性(内装仕上げ)

a2:空間性(桂一前面までふかす)
b:用途性(収納)

Wl '=原室内空間から意図的に離れて壁面

Dー離隔要因

al :仕上げ性(内装仕上げ)

a2:空間性
b:用途(収納､商品展示)

第2･インテリア･シェルター

W2:壁(第1の壁)から意図的に離れて壁面

D′ 離隔要因

a2:空間性
b:用途

c:精神的､意味的

図-2.2.5 インテリア･シェルターの離隔性の用語の定義と記号化
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l〟

図-2.2.6 インテリア･シェルターの離隔性の用語の定義と記号化
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離隔要因は6分類に分け､空間的離隔要因､用途的離隔要因､精神的離隔要因の分析基準

を下記､表-2.2.1に示す｡

表-2.2.1離隔要因の分類､定義と記号化

離隔要因.D′

空間的

形態的

D′-a1

1一意匠的､設備的､構造的､意図性が弱い.仕上げ離隔

仕上げ的離隔

2.床､壁､天井に対して直設的仕上げ
3.床､壁､天井に対して下地+仕上げ(仕上げ材料の下地､断熱材など)

D′-a2

1.空間的意図性が強い離隔

空間的離隔

2.面の空間的離隔性-並行､斜め､曲面､直角､段差､多並､中央離隔

3.面内のフォルム､パターン､マテリアル､カラー､ライティング

D′-a3

1.照明

設備的離隔

2.換気､空調

3.電気､通信､情報､防災

4.給排水
その他

D′-a4

1.キヤンティレバー(床､壁､天井からの)

構造的離隔

2.吊り構造(天井からの)
その他

用途的

D′-b

1.展示､売り場､収納､試着､後方

用途的離隔

2.アプローチ､客席､カウンター､厨房､トイレ､スタッフ.ルーム

3ー待合､カットスペース､シャンプー.スペース､収納
その他

精神的

D′-c

1.気持ちの変化(期待感､開放感､緊張感.安らぎ感､浮遊感など)

精神的離隔

2.意味性(既成概念の否定一時示性一本質性､観念性､感性など)

その他
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インテリア,シェルターの離隔要因､多重性､仕上げ､空間的特徴を求めるデータ･シー

ト1について作品｢K-02｣の記入事例を下記､表-2.2.2に示すo

表-2.2,2 データ･シート1 (K102｢レストラン サーカス｣記入事例)

原室内空間とインテリア･シェノ レターとの離隔性 データ･シート1

｢レストランサーカス｣東京K-02

1968年･34歳

~1 . [仕上げ｣

;霞垂i喝床
壁

アイソメ

事中共血r書伐史桝1967- 1987J発布人=稚13i&=. PARCOtt:広尾18Jn耳

●与空間

天井スラブ

C

壁･構造体

VV

床スラブ
千

断面l望】

,___i____ __-_王_

Cl

一カーペットt-4…m

(チャコールグレー)

-75×75……白タイル､目地黒
1……

天井-75)く75m…白タイル､目地黒
1……

照明-チ-ブル上にコード.ペンダント照明

一部天井･シーリング･照明

r空Ⅰ司の特徴｣

1
･壁.天井75 X75rTlmのグIJット_格子月犬の表
fiiになっているB

2･凹壁面化収納

3 I

5辛i漣する半円‡来光のコ-ドペンダント

｢原室内空間とインテリア･シェルタ-との#隔要田と

多重性J

●インテリア･シェノレター

天井- 1
1構造体から空間的に,牲して天井面C1

2･柵連体から照明.喜受債分詫生して天井面

Cl

壁-1 ･構5主体から空間的に!推して壁面Wl

･左面･カウンター側:構造体から収納.

用途的r=声推して壁面(旅明内設)wl
-

Wl,Wl

上宗一1 1構造体に直･仕上げ･床面F1

2･厨房区画IJ拾‡非水･設備分声醸して房ミ面Fl
I

Fl_Fl~
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インテリア･シェルターの離隔要因､多重性､仕上げ､空間的特徴を求めるデータ･シー

ト1について作品｢K-31｣の記入事例を下記､表-2,2.3に示すo 42作品のデータ･シート

は資料編にまとめて記載したo

表12,2,3 データ･シート1 (K-31｢ISSEY MIYAKE神戸｣記入事例)

J頁室内空間 とインテリア･シェノレターとの耳鮭隔1生 デ-ラ

事■叫又#r】■伐史Lq TO87- 1987J允!千人:iせFZIiaニ. PARCO出r丘局18Bl年

｢

L t=-j
平面t衰】

｢1SSEY
MIYAKE神戸リンズゲイト｣ K-31

1987年･53歳

｢仕上げ｣

戻-現場研ぎ出しテラゾ(白)

壁･天井-≠担体手持‖l歩後･ラフトンD欠き付け

院明一天井-配線タ■クト･スポットライト

曲面天井書β間接光

肘l仕切り壁一木空地下地,カラーアJしミ抜練り付け

ガラス･スクリーン ー3牧舎≠つせ･ガラスヒビワレ

カE]工

Jヽンガー′くイブ:スチール角′(イブショットブラスト
カロ工.ク⊂コムメッキ

スチール板=ポンスエード焼きi寸け塗装
r壁間の特thj

1.工レノく-ラ-r=よるアプローチで気分の変化を

大切lこしてしヽる｡

2･凪い空費モ岳展示イ十暑邑(控えめな表羊見_主弓艮)
3,ト-メイ･ガラスく消去) ､ 3枚のひび官りれガ=/ス

(圭弓長)

圭イ本(3玉ひび割れガラスの自立壁)

サブ主体(JRい壁面展示什暑昏)
消去(トーメイ･ガラス)

r原室内空FWとインテリア･シ工Jしターとの触r編き野l司と

多丑†生｣

●インテリア･シェノレター

天井-1
1桝;皇†本から空間的に離して天井面CI

c -その面がjtE匠･空TW自勺lこ上方-曲面8勺

(=触れた天井面Cl
I

2･捕i生体カヽら蓋史(蘭分離して天井面

cl. Cl~(曲面軌F将)

壁-1
･‡■;立体から空間的に赦して壁面W1
2･W1の面よl･)空FVl的に触九て壁面vV2

･ヒビワレ･ガラス面一昭明内名隻･透過光

3･Wlの面より邑武者分(用途)恥九て壁面vV2
4･W2の面より棚. i喪路分触れて壁面W3

(中央にエレ′く-クーの壁面)

wl. W2. W3(多董≠鮭隔)
戻- 1

･‡■ieE体力､ら空Fyl的に触Lてl夫面F1
2･榊造i本から取l･)付け金物タ}概して床面

Fl
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2.3 インテリア･シェルターの床､壁､天井における空間的離隔性と面のフォルム､パタ

ーン

原室内空間に対して､インテリア･シェルターが空間的にどのような離れ方(空間的離

隔性)をしているのかの,空間的離隔性Dの分析基準を表-2.3.1に示す

義-2.3.1インテリア･シェルターの空間的離隔性･D

インテリア.シエ}レターの空間白勺離P吊'性.D

D1

D1
｢>.

並行離円高

di冨芸宗蓋胃だ㌫諾'!folシェルタ十n
H

i

【】

l■■lll■■llllllllll臥

D2

D2-1 亡==ヨ

斜め離P吊

d一遍壷占壷高ふらJし与.L,≠.シェルター

lの面が斜めに軌ている○
1

D2-2 ⊆品

曲面離P吊

d【原室内空間からインテリア.シェルター

!の面が曲線的に離れている○
■
1

】

D3

D3-1 n

ヽoi冨芸諾買㌫謡設エタ-
直角離隔 一

【
u

‖
ll

D3-2 -~→

段差離β扇

d2t原室内空間からインテリア一シエタ-の≡
E面が段差的に離れている.～

b

B
■

d15
E)

D4

D4-1 一-■

多重離隔

d2原室内空間からインテリア.シエタ-≡

の面カキ多重自勺に離れている.≡
■

+d1
D4-2

iii

中央離隔

:d
■

卜霊票冨≡竺盗諾=i'.ア.シターの套
I
l≧

【■■■■■■lllllllllllllllllllllllllllllllllllll■
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インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のフォルムFの分析基準を表-2･3･2

に示す｡

表-2.3.2 フォルムの分類と記号化

面内のフォルム.F

F1

F1-1平面 F1-2線 F-3点

●

F2

F2-1a折れ面.タテ F2-2a直線波型.タテ F2-3a段差型.タテ F2-4階段型

/

F2-1b折れ面.ヨコ F2-2b直線波型.ヨコ F2-3b段差型.∃コ

R

I

u

F3

F3-1a曲面.タテ F3-2a曲線ー波型.タテ

J
F3-1b曲面.ヨコ F3-2b曲線.波型.∃コ

F4

凹面 凸面

@
I
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インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のパターンPの分析基準を表-2.3.3

に示す｡

表-2.3.3 パターンPの分類と記号化

面内のパターン.P

P1

P1-1無地 P1-2a半透明 P1-2b半透明.照明内壱 P1-3透明

P2

P2-1スリットタテ P2-2スリット∃コ

■

P3

p3グリツ卜

P4

P4-1ドット四角形 P4-2ドット円形 p4-2ドットランダ

召′呂
id
0

0

OJ

I.

I-r

▲.I.-

■一

.-.ll...

I-●

′
I-ヽ一

ヽ一.

一′､'

L---.:I
-一一

rtI

●.
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空間的離隔性D､フォルムF､パターンPのデータ･シート2の記入事例を下記,表-2.3.4

に示すo 42作品のデータ･シートは資料編にまとめて記載した.

義-2.3.4 データ･シート2(K-31 ｢ISSEYMIYAKE神戸｣作成事例)

離隔要因D′､空間的離隔性D､面内フォルムF､面内パターンP

インテリア.シェルターの離隔性と床､壁､天井における空間生成操作.データ.シート2
作品名､空間の特徴 K-31 ssEYMIYAKE神戸 壁の多重性､斜め盤 棚の…字適性 丑力の解放

空間の特徴グループ H 光る壁 エレベーター.アプローチ 光る出.不透明ガラス 消去感

記号 ダイアグラム 戻-F 壁.w 天井.C

離隔要因
D′

a1 仕上げ 仕上げ的

a2 空間的 空間.意匠的 0 ○ ○

a3 設備的 照明､換気.空調.電気.給排水 ○照明 ○スポットライト

a4 構造的 片持ち.吊り 0

b 用途的 展示､売リ土島､収納.吉武兼.客席.厨】芳.トイレ ○

C 精神的 気持ち､心理

面の

空間的

離隔性
D

D1

晦d
並行離隔 ○ ○ 0

D2

W811V2
斜め離隔1 0

曲面離隔2 ○

D3

醍. trJ2
1直角離隔S1 ○.

段差離隔2

D4 ･::..I._ 4if!,
ー→2

多二盤離隔1

中央離隔2

面内の

フォノレム

F

F1

医一l2 ●3

平面1

線2

点3

0 ○

F2 A
lJ
a,. @3.I

r

l斤れ面1a.1b

吐捻.ま皮聖2a.2b

段差聖3a,3b

声音段型4

0

91b'@2b

F3 ･P1■
~♂..

節
2JL

¢
2b

曲面1a,1b

曲面.三度聖2a.2b

○

F4

#. '#2
凹面1

凸面2

面内の

パターン

P

P1

l印
♂2a

O2b 03
無地1

半透明2a

半透明.照明内亘受2b

透明3

0

○

○

P2

伊一.@2
スリット.タテ1

スリット.ヨコ2

P3

@._
グリツト1 0

P4

価.
･@2

ドット.四角形1

ドット.円形2
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2.4 インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のカラーとマテリアルと照明

インテリア･シェルターの床､壁､天井の状況のカラー･ダイアグラム､マテリアル･

ダイアグラム､照明･ダイアグラムの分析基準を下記､表-2.4.1に示す｡

表-2.4.1カラーC､マテリアルM､照明Cの床､壁､天井面のダイアグラムの記号化

カラー､マテリアノレ.照明-床ー壁､天井のターイアグラム
ダイアグラム 言己号 面内.力ラ一--トーン.C

I 団 1
床ー壁_ヲミ井の3面力くB]Jのトーン

2 匡ヨ 1f
床カ{ダーク-ト-ン

3 匝∃l 1…
壁カくター-ク-ト-ン

4 !■iJ 1c
ヲミ井力くタ■-ク-トーン

5 団 2f…
床､壁の2面力{同.ト-ン

6 匡】 2wG
壁ーヲ己井の2面カく同一トーン

7 匡g 2fG
床､ヲ∈井の2面力く同一トーン

8 匿ヨ 3■1
床_壁.天井カモ同一トーン

白.…

9 国 3-2
床､壁､天井力{同一トーン

ゲし′--G>

10 匝リ 3●3
床_壁､天井力く同一ト-ニノ

=ブラ､ソク.Bk
ターイ7'ク■ラム 才己号 面内マテリアノレ-M

ー 匡司 I
床､壁.天井､3面力{男lJのマテリア}レ

2 囲 2fw
床､壁の2面.同マテリアノレ

3 国 2>>¢
壁､天井の2面.同マテリアノレ

4 匡司 2fc
床_ヲミ井の2面一同マテリアJレ

5 国 3
床､壁_天井の3面カギ同マテリア}レ

タ'イフ'グラム 吉己号 面内-ライティング-L

ー 国 1f
床面力く点光､寿泉光､面光

2 匡司 1…1
壁面力ヾ点光

3 匡司 1VV2
壁面カモ繰光

4 匡司 1w3
壁面力ヾ面光

5 匡q 1c1 天井面力ヾ点光

6 匡司 1c2
天井面カモ線光

7 匡司 1c3
天井面カギ面光

8 団 2wlc1
壁_天井の2面カヾ点光

9 団 2VV2く≡2
壁カヾ線光_天井カヾ点光

10 匪司 2vv2⊂>2
壁線光一天井カヾ線光

E) 圏 2w3¢1
壁力ヾ面光_天井カキ点光

12 団 2f3c1
f末力{面光_天井舟ミ点光

ー3 囲 3f2w2c2
f末､壁一天井カギ線光
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インテリア･シェルターの床､壁､天井の面のカラー､面のマテリアル､面の照明のデ

･一夕･シート3の分析基準を表-2.4.2に示す｡ 42作品のデータ･シートは資料編にまと

't/)r記載した｡

-,a-2.4.2データ･シート3 (面内カラー-ーて､面内マテリアルM､面内照明Lの分析基準)
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第3章 結果



3.1原室内空間とインテリア･シェルターの離隔要因と多重性の結果

前章の図-2.2. 1の分析方法に基づき, 1967年以後における倉俣史朗のインテリア･デザイン

42作品において,データ･シート1(資料編を参照)より床,壁,天井の仕上げ,照呪 空間の

特徴,原室内空間とインテリア･シェルターとの関係から離隔要因､多重性を抽出し,離隔要因

では原室内空間から,仕上げ的,空間的,設備軌構造的,用途的,精神的のどの理由によって

離れたかを検討した｡インテリア･シェルターの床F,壁W,天井Cが何層になっているかとい

う多重性については,各部位について床Fl.F2-,壁Wl.W2-,天井Cl.C2･ ･のように外

側から内側-インテリア･シェルター数が増える場合に,数値が大きくなるように番号付けをし

た｡床,壁,天井の面の起伏がある場合は,その部分についてはダッシュ用いてをFl

′
,

Wl

′
,

cl ′のように記号化した.データ･シート1には図-2.2.1および図12.2.2-2.2.6のよ

うに､これらの記号を平面図,断面図に表示した｡

ここでは1970年, K-09 ｢ショップ ヴォーグ｣の事例を図-3.1.1に示す｡前述の空間分析手

法に従って,床では,原室内空間に沿って,下地と仕上げ分離れた床がF lであり,壁では,原

室内空間に沿って,下地,仕上げ分離れた壁あるいは原室内空間に沿って,空間的に離れた壁を

wl, Wlから収納分離れた部分をWl ′と表し,天井では,原室内空間に沿って,照明設備分

離れた天井がC lである｡このK-09作品でのWl ′の凹凸性の壁,あるいは壁面化された収納

壁面の空間的特徴が読み取られた｡

図-3.1.2に1970年K-36 ｢BARCOMBLE･静岡｣の事例を示すo床では,原室内空間に沿って

下地,仕上げ分離れた床F lがあり,壁では,原室内空間に沿って,下地,仕上げ分離れた壁W

1,その壁から斜めに空間的に離れた壁Wl

′
,

Wlから空間乱用途的(厨房)に離れた壁W

2,その壁から離れた壁W3があり,天井では,原室内空間に沿って,仕上げ分だけ離れた天井

をCl,その天井から,空間的,設備的(照明器具の内設),精神的に離されたC2がある｡こ

のようにして離隔性が読み取れたo

3.1.1インテリア･シェルターの床､壁､天井における離隔要因D ′について

インテリアデザイン42作品について,以上の離隔性を基に,インテリア･シェルターの離隔

要因をまとめ,作品の時代順にまとめ,インテリア･シェルターの離隔要因を｢仕上げ的｣, ｢空

間的｣, ｢設備的｣, ｢構造的｣, ｢用途的｣および｢精神的｣に6分類し,表-3.1.1を作成した｡

表-3.1.1
､図-3.1,3より床では,空間的離隔要因は40作品に,構造的離隔要因は24作

品に,設備的離隔要因は2 0作品に,用途的離隔要因は1 6作品に,精神的離隔要因は6作品に,

仕上げ離隔要因は4作品に現れた｡
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原室内空間とインテリア･シェノ レターとの離隔性 データ･シート

･,:..i:...:.
l･

｣

L

｢ ＼ノ.｣
1l

4I91又MLr書戊史庁1 1uCL7- tO87J允Ii.人. 1■P洩=. PAFZCOIIIFZl句1EJBl
fr

｢BAR COMBLE｣静岡K-36

1988年･54歳

rtt上げ｣

氏-ち現場研ぎテラゾ･乳自アクリル白土也椿t3mry.

j蓋明アクリル特注カット発光ダイオード埋め

込み

一OSB(チップボード)染色≡塗装突きつけ貼り
壁･天井-OSB(チップボード)染色塗装突きつけ

艮占り

-アJレミスバンドレJL,研磨アルマイトイ士
上げ

且頓明-光天井･スチールFBフレーム-ポリカーポ

ネイト2五弓長り

天井･巨己棟ダクト･スポットライト(.ヽロケン)

ワイヤーコード･Jヽロケン

開明館具:YA YA HOシステム(インゴー･マウ

ラー)

カベ･ドアー:OSB(チップポ-ド)染色公法突きつ

け日占リ

カウンクーこ甲板ポリエステJL,1封脂

脚一遇明ガラス.t1 5mm曲け加エ

テーブル脚:アルミパイプ研磨アルマイト!史色イ士上
げ

r空間の牛存故｣
1
1斜d)ホ僅障汚の外から内への!空(多正壁)
2･5廷から天井-の光曲面(i丑過光)

3･斜め1吐からJ推稲されf=曲面のカウンタ1

4･連立すつテーブル

5･ファサード壁の消去(自立するドア･フレーム)

6･奥の壁面内開口舶･s曲面蟹

インテリア･シェJL,タ-の多血性

空間のf早遊I生

白EZltj:レイアウト

r原室内壁間とインテリア･シ=ルターとの触隅!匹因と多並

●インテリア･シ工ノレター

天井一1 1輔)生体から仕上げ的に六tEして天井南C1
2･1の面から空間的.相神的にItEして

スチールF白フレーム･ポリカーボネイト

2皿弛L)吊り天井c2(開明内】担)
Cl. C2

壁-1 ･捕逸体から内生寸土上けチ}稲fして盤面WI

･1の面から斜めにl出れて吐面w1

'

2･Wlの面から斜めに空間的.用途的.
稚神的に触れて壁iilW2

3･2の●空Fi1から通路分離れてカウンターの

曲面･壁面VV3
vvl. Wl■ーW2_VV3(多足舶!稲)

l宗一1 ･ヰ兼遊休から空間的に概して床面F1
2･榊コ生体から柵通が】にl払してl末面

3･1野津区回･給f3F7K内害没･床面
Fl

図-3.1.2 データ･シート1 (K-36)の読み取り事例
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壁では,空間的離隔要因は4 2作品に,用途的離隔要因は3 6作品に,精神的離隔要因は3 0

作品に,構造的離隔要因は1 3作品に,設備的離隔要因,仕上げ的離隔要因共は1 2作品に現れ

た｡

天井では,空間的離隔要因は3 7作品に,設備的離隔要因は3 4作品に,精神的離隔要因は1

1作品に,仕上げ的離隔要因は1 0作品に,構造的離隔要因は9作品に,用途的離隔要因は1作

品に現れた｡

図-3･l.4より､床､壁､天井全体でみると､空間的､設備的､用途的､精神的､構造的､仕

上げ的離隔要因の順であった｡

3.1.2インテリア･シェルターの床､壁､天井における多重性Dmについて

図-3.1.5より､床では､第1の床面であるFl,その起伏インテリア･シェルターであるFl

′が現れた｡壁では､第1､ 2､ 3の壁面であるWl,W2, W3が多く､起伏インテリア･シェルタ

ーのWl′,W2′も見られ､後半に第6の壁であるW6が現れた｡天井では､第2, 3の天井面C2,C3

が多く､起伏インテリア･シェルターCl′も現れたo

時代順に着目すると,義-3.1.2に示すように, 1967-1976年では, K-2,6,9,12,17では,

同一壁面の凹凸のある壁wl ′が現れる. 1969年K-4 ｢クラブ･ジャド｣にて,原室内空間から

離れたステンレス･パイプの壁面の3重壁の多重性が現れる｡ K-5,K-10では光の列柱のインテ

リア･シェルターが用いられ, K-7では収納壁の2重壁があるo 1977年以後, K-21, 22, 29以

外すべて2重壁のW2であり, K-21, 22, 24, 26, 28, 29, 34, 41以外すべて3重壁のw3で

ある｡ K-23, 32, 37, 40は4重壁のW4である｡特にK-40ヤマギワリビナ本館においては,照

明フロアで壁面がwl, W2, W3, W4, W5, W6の6重壁となる最多6枚のインテリア･シェルター

が構築され多重性が抽出された｡天井の多重性では, K-24, 28, 35, 36, 41の作品に2重天井

が現れ,特にK-30 ｢ISSEY MIYAKE渋谷西武｣では, 3重天井が現れた｡
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表-3.1.1インテリア･シェルターの離隔要因D′ (時代順)

インテリア.シェルター床､壁,天井における- 離隔要因D′(時代順)

日
こ=::.

間

特

撤

の

グ

ル

プ

作
⊂コ

口R

香
!∃
ーヲ■

完

成

年

代

作品名

床.F 壁.w 天井.C

ノゝ
Eコ

計

離隔要因D′ 離隔要因Dー 離隔要因D′
仕

上

げ

的

ワb

E3

間

的

読

備

的

棉

追

的

用

逮

的

精

神
的

仕

上

げ

的

空

間

的

設

備

的

捕

追
的

用

追

的

精

神
的

仕

上

げ

的

空

間

的

設

備

的

棉

追

的

用

逮

的

精

神

的

a1 a2 a3 a4 b C a1 a2 a3 a4 b C a1 a2 a3 a4 b C

A K-01 1967 クラブカツサド-ル 1 1 1 1 1 1 1 1 8

C K-02 1968 レストランサーカス 1 1 1 1 1 1 1 1 8

B K-03 1969 貴金属タカラ堂 1 1 1 1 1 1 6

D K-04 1969 クラブジャド 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

G K-05 1969 エドワード本社ビル 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ー2

C K-06 1970 マーケットワン 1 1 1 1 1 1 6

D K-07 1971 エドゥーズアトリエ.東京 1 1 1 1 1 1 6

B K-08 1971 ショップⅠ神戸 1 1 1 1 1 1 1 1 8

C K-09 1971 シ∃ツプヴォーグ 1 1 1 1 1 1 6

G K-10 1971 カネボウ化柾品ディスプレイ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 En

E K-ll 1971 カリオ力ビル.1F 1 1 1 1 1 1 1 1 8

C K-12 1972 カリオ力ビル一BIF 1 1 1 1 1 1 1 1 8

B K-13 1972 ショップファシ∃ン.イン 1 1 1 1 1 1 1 1 8

G K-14 1972 プロジェクトルミ一サーフェス 1 1 1 1 1 1 1 7

G K-15 1972 ミューズ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

B K-16 1973 キロニー.インテリア.イン 1 1 1 1 1 5

C K-17 1974 四季ファブリック 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

E K-18 1974 ミルクボーイ 1 1 1 1 1 1 6

A K-19 1975 山荘T 1 1 1 1 1 1 1 7

F K-20 1976 イッセイミヤケ.フロムファースト 1 1 1 1 1 1 1 7

F K-21 1977 スパーヘアーコイケ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

L K-22 1979 力クティー(美容室) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

H K-23 1980 第一紙行ショールーム 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

I K-24 1983 ヤマギワ小会…毒室.東京 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 En

D K-25 1983 ⅠssEYMⅠYAKEリヾリ 1 1 1 1 1 1 6

K K-26 1983 ⅠssEYMIYAKE.銀座松屋 1 1 1 1 1 1 1 1 8

K K-27 1984 ⅠSSEYMⅠYAKE.NY 1 1 1 1 1 1 1 1 8

D K-28 1984 ESPRIT.香港 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

J K-29 1984 DESⅠGNSTUDlOESPRn~ 1 1 1 1 1 1 6

D K-30 1987 【ssEYMⅠYAKE渋谷西武百貨店 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

H K-31 1987 ⅠssEYMⅣAKE神戸 1 1 1 1 1 1 1 7

M K-32 1987 L∪CCHtNOBAR 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

H K-33 1987 cA砧oxy乃木坂 1 1 1 1 1 1 1 1 8

F K-34 1987 lSSEYMⅣAKEMEN南青山 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

H K-35 ー988 きよ友 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ー2

H K-36 1988 BARCOMBLE.静岡 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 15

M K-37 1988 バーレストランゼ-ル 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

｣ K-38 1989 オブローモフ.福岡 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

｣ K-39 1989 YOS川KⅠHⅠStNUMA 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

M K-40 1990 リビナヤマギワ 1 1 1 1 1 1 1 7

M K-41 1990 スパイラル 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

M K-42 1991 LAP∪TA 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

合計 4 40 20 24 16 6 ー2 42 ー2 ー3 36 30 10 37 34 9 ーEEL 357
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図-3.I.3 インテリア･シェルターの床､壁､天井の離隔要因D′
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図-3.1.4インテリア･シェルターの床､壁､天井の離隔要因D′
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義-3,1.2 インテリア･シェルターの多重性Dm (時代順)

床､壁､天井のインテリア.シェルターの多重性(時代順)

E]
川

E]
E]
グ

ル

プ

作
ロ
PJ)

E]
I丁

完

皮

辛
代

作品

蘇.F 壁ーW 天井.C

.A.El
計

f

Fo Fー F1 計

W

Wo Wー W1 W2 W2 W3 W4 W5 W6 計

C

Co C1 Cー C2 C3 計

A K-01 1967 クラブカツサド-ル 1 1 1 3 ー 1 2 1 1 6

C K-02 1968 レストランサーカス I 1 1 3 I 1 1 3 1 ー 2 8

B K-03 1969 貴金属タカラ堂 ー 1 2 I 1 ー 3 1 ー 2 7

D K-04 ー969 クラブジャド 1 1 2 ー 1 1 1 1 5 1 1 2 9

G K-05 1969 エドワード本社ビル 1 ー 2 1 1 1 3 1 1 2 7

C K-06 1970 マーケットワン 1 1 1 3 I 1 ー 3 1 I 1 3 9

D K-07 ー971 エドゥーズアトリエ.東京 I 1 2 1 1 1 3 1 1 2 7

B K-08 1971 ショップl神戸 1 1 2 1 1 2 ー 1 2 6

C K-09 197ー ショップヴォーグ I ー 2 1 1 1 3 1 1 2 7

G K-10 ー971 カネボウ化粧品ディスプレイ ー ー 2 1 1 2 1 1 5

E K-1ー 197ー カリオカビル.1F 1 ー 1 3 1 1 2 1 1 2 7

C K-12 1972 カリオ力ビル.BーF 1 1 ー 3 1 ー 1 3 I 1 1 3 9

B K-ー3 1972 ショップファションイン 1 ー 2 1 ー 2 ー 1 2 6

G K-14 1972 プロジェクトルミ.サーフェス 1 1 2 1 ー 2 ー 1 2 6

G K-15 1972 ミューズ 1 1 2 1 1 1 3 1 ー 2 7

B K-16 ー973 キロニー.インテリア.イン 1 1 1 3 1 1 2 1 1 2 7

C K-ー7 ー974 四季ファブリック I 1 2 1 1 1 3 1 1 2 日
E K-18 1974 ミルクボーイ 1 1 2 1 1 2 1 1 2 6

A K-19 ー975 山荘T 1 1 2 1 1 2 1 ー 2 6

F K-20 ー976 イッセイミヤケ.フロムファ-スト 1 1 2 I 1 2 1 1 2 6

F K-21 1977 スパーヘアーコイケ 1 1 2 ー 1 1 3 1 1 2 7

L K-22 1979 カクティー(美容室) 1 1 2 1 1 2 ー I 2 6

H K-23 1980 第一紙行ショールーム 1 1 2 1 1 1 1 1 5 1 1 2 9

I K-24 1983 ヤマギワ小会議室.東京 1 I 2 ー 1 1 3 1 1 ー 3 8

D K-25 1983 【ssEYMⅣAKE.パリ 1 1 2 1 1 1 1 4 6

K K-26 1983 lSSEYMⅣAKE.銀座松屋 1 1 2 1 1 1 ー 4 1 I 2 8

K K-27 1984 ⅠSSEYMⅠYAKE.ニューヨーク 1 1 2 1 ー ー 1 1 5 1 1 2 9

D K-28 1984 ESPR汀.香港 1 1 2 1 I 1 1 4 1 1 1 3 9

J K-29 1984 DES[GNSTUD[OESPRrT 1 1 2 1 1 1 3 I 1 ー 3 8

D K-30 1987 ⅠssEYMIYAKE渋谷西武百貨店 1 1 2 1 1 1 1 4 1 ー ー 1 4 10

H K-31 ー987 lSSEYMIYAKE神戸 1 1 2 1 1 1 ー 4 1 ー 1 3 9

M K-32 1987 LUCCHⅠNOBAR 1 1 2 1 ー 1 1 4 I 1 2 8

H K-33 ー987 cAF∈OXY乃木坂 1 1 2 1 1 1 1 4 ー 1 2 8

F K-34 1987 lSSEYMⅠYAKEMEN南青山 1 ー 1 3 1 1 1 ー 4 1 1 2 9

H K-35 1988 きよ友 1 1 2 1 1 I 1 1 5 1 1 1 3 10

H K-36 1988 BARCOMBしE.静岡 I 1 2 1 1 ー 1 ー 5 1 1 ー 3 ー0

M K-37 1988 バーレストランゼ-ル 1 1 2 1 ー 1 1 1 1 6 ー 1 2 10

L K-38 1989 オブローモフ.福岡 1 1 2 1 ー 1 1 4 1 1 2 8

L K-39 1989 YOSHⅠK一日ⅠStNUMA 1 1 2 1 1 1 1 4 1 1 2 8

M K-40 1990 リビナヤマギワ 1 ー 2 1 1 1 I 1 I I 7 1 1 2 Eq
M K-41 1990 ス′くイラル 1 1 2 1 I ー 1 4 I 1 ー 3 9

M K-4 1991 LAPUTA 1 1 2 1 ー 1 1 1 5 ー 1 2 9

合計 42 42 a 91 4ー 41 18 23 1 ー5 4 ー 1 l4 41 39 4 6 1 9ー 327
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床_壁_天井のインテリア.シェルターの多重性
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図-3. 1.5 インテリア･シェルターの床､壁､天井の多重性Dm
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3.2 インテリア･シェルターの空間的離隔性とフォルムとパターンの結果

インテリア･シェルターの空間的離隔性､フォルム､パターンをまとめて代表事例を表-3.2.1

に示す｡

3.2.1インテリア･シェルターの床､壁､天井における空間的離隔性D

表-3.2.2､図-3.2.1より､原室内空間とインテリア･シェルターとの間の離隔性Dをまと

めると以下のようになる｡

･床では､並行(42作品)､段差(6作品)､直角((1作品)の順に多い｡

･壁では､並行(40作品)､斜め(18作品)､多重(15作品)､曲面(14作品)､中央(1

3作品)､直角(12作品)､段差(6作品)の順に多い｡

･天井では､並行(38作品)､曲面(7作品)､多重(3作品)､斜め(2作品)､直角(1作品),

段差(1作品)の順に多い｡

3.2.2 インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のフォルムF

表-3.2.3､図-3.2.2より､離隔したインテリア･シェルターと床､壁､天井における面内

フォルムFをまとめると以下のようになる｡

･床では､平面(42作品)､階段(3作品)､段差タテ(2作品)､凹面(1作品)の順に多い｡

･壁では､平面(37作品)､曲面(16作品)､線(lo作島)､凹凸面(7作品)､折れ面(6

作品)､階段(3作品)､段差(2作品)､点(1作品)の順に多い｡

･天井では､平面(37作品)､曲面(7作品)､点(6作品)､線(3作品)､折れ面(3作品)

の順に多い｡

3.2.3 インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のパターンP

表-3.2.4､図-3.2.3より､離隔したインテリア･シェルターと床､壁､天井における面内

パターンPをまとめると以下のようになる｡

･床では､無地(39作品)､
作品)の順に多い｡

･壁では､無地(2･4作品)､
品)､透明(4作品)ドット･

･天井では､無地(33作品)､

透明･照明(5作品)､透明

グリット(9作品)､ドット･円(2作品)､半透明･照明(1

スリット(17作品)グリット(9作品)､半透明･照明(8作

円(4作品)の順に多い｡

グリット(1作品)､ドット(10作品)スリット(5作品)辛

(1作品)の順に多い｡

表-3.2.1に1970年K-36 ｢BAR COMBLE･静岡｣の読み取り事例を示す.
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義-3.2.1データ･シート2 K-36 ｢BAR COMBLE静岡｣読み取り事例

インテリア.シェルターの離隔性と床､壁､天井における空間生 成操作.データ.シート2

作品名､空間の特徴 K-36 BARCOMBLE.静岡 壁の多重性_斜め壁 光格子.天井.乳白アクリル 浮遊感

空間の特徴グループ H 光る壁,天井 壁ドア.切る.差し込む ファサードの消去 遺構するテープ/L, 消去惑

言己号 ダイアグラム 床.F 壁.w 天井.C

離隔要因
Dー

a1 仕上げ 仕上げ的 ●L_J.主- 0血の貢♯

a2 空間的 空間.意匠的 ○ ○曲面申 0曲面天井

a3 設備的 照明､換気､空調､電気､給排水 ○i秀渦うヒ ○;秀渦#

a4 構造的 片持ち､吊り (⊃ ○吊り申 ○品り天井

b 用途的 展示.売り場.収納.舌鼓ホ.宅:席.厨房､トイL./ ○客庶_厨房 ○客庶

C 精神的 気持ち､心理 (⊃淫;肘生 0三笠韻事性

面の

空間的

離隔性
D

D1 ira:1
並行離隔 0 0

D2
Lil.,..I.V2

斜め離隔1 ○

曲面離隔2 ○

カウンター

○

D3

醍. t!2
直角離隔1

段差離隔2

D4

Il..I～2

多重離隔1 0

中央離隔2

面内の

フォノレム

F

F1

医一l2 ●3

平面1

線2

点3

○ 0 ○

F2- A
ー●
d2.@

3A

折れ両1a.1b

直線.波型2a.2b

段差聖3a.3b

階段型49.ら'@2.,..
F3

.-:巨61T'b
節

2JI

¢
EZ!b

曲面1a,1b

曲tE7.波型2a,2b

00 ○

F4

#. '#2
凹面1

凸面2

面内の

パターン
P

P1

●U.
02a

ロ2b 03
無地1

半透明2a
半透明.照明内設2b

透明3

○ 0

○

0

○

P2

タ1 ･@,

スリット.タテ1

スリット.∃コ2

○

透過光

0

透j且光

P3

@1_
グリツト1

P4

@.
･@2

ドット.四角形1

ドット.円形2
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表-3.2.2 インテリア･シェルターにおける床､壁､天井の空間的離隔性D (時代順)

インテリア.シェルター床､壁､天井にお ､ける-空間的離隔性.D (時代順)

日
I-

て■■

I

＼t
曲

作品番号.作品名

床.F 壁.w 天井.c

空間的離隔性.D 空FZ
E)l的離隔性.D 空間的離隔性.D

田
諸
?
罰

塗
eF

翠
罰

昏

矧

･.I..

義

耐
:め

群
罰

同
帆
#
罰

l恥

糊

El
罰

令

E1
津
罰

幹

E】
E]
罰

丑
き

Ea
覇

E】
B1
#
罰

料
こ曲

国
覇

節
M8

国
罰

W

料

El
罰

令

沖
#
罰

除

E】
E]
罰

塗
昏

翠
罰

lヨ
艮l

E】
罰

耐
:め

El
罰

同
附

臼
罰

1餅

料
罪
罰

令

E3
課
罰

Dー D2 D3 D4 Dー D2 D3 D4 Dー D2 D3 D4

1 2 ■ 2 1 2 1 2 1 a 1 2 1 2 1 2 q 2

A 1 クラブカツサド-ル 1 1 2

C 2 レストランサーカス ー 1 1 1
･4

B 3 貴金属タカラ堂 1 1 1 1 4

D 4 クラブジャド 1 1 1 1 I 1 6

G 5 エドゥ-ド本社ビル 1 1 1 ∩ 1 5

C 6 マーケットワン 1 I 1 ー 1 1 8

D 7 エドワ-ズアトリエ.東京 1 1 1 1 1 5

B 8 ショップⅠ神戸 1 1 1 1 4

C 9 ショップヴォーグ 1 1 1 1 4

G 10 カネボウ化蛇品T-イスプレイ(什器FK開) 1 1 1 1 4

E En カリオ力ビル.1F 1 1 1 1 4

C 12 力t｣オ力ビル.BIF 1 1 I ー 4

B 13 ショップファション.イン I I 1 3

G 14 プロジェクト/.レミ.サーフェス 1 1 1 3

G 15 a-ズ 1 I ー 1 1 ー 6

B 16
キロニーインテリアイン 1 1 1 1 4

C 17 四季ファブリック 1 1 I ー 4

E 18 ミルクボーイ 1 1 ー 1 1 5

A 19 山荘T 1 1 1 1 ー 1 1 7

F 20 イッセイミヤケ.フロムフγ-スト 1 ー 1 1 4

F 21 イッセイミヤケ.フロムファースト 1 1 1 1 1 5

L 22 力クティー(美容室) ー 1 1 ー 4

H 23 第一紙行ショールーム 1 1 1 ー 1 5

Ⅰ 24 ヤマギワ小会議室.東京 1 1 1 1 1 5

D 25 tssEYMⅣAKE.バリ 1 1 1 1 4

K 26 [ssEYMrYAKE.銀座松屋 1 1 1 1 4

K 27 lSSEYMⅠYAKEーニュー∃-ク 1 1 1 1 4

D 28 ESPR汀.香港 1 1 1 ー 1 1 6

J 29 DEしGⅠNST∪DⅠOESPR汀 1 1 1 1 4

D 30 lSSEYM[YAKE渋谷西武百貸店 1 1 ー 1 1 ー 1 1 8

H 31 ⅠssEYMIYAKE神戸 1 1 I 1 1 1 6

M 32 L∪CCHINOBAR 1 1 1 1 1 1 1 7

H 33 cAF∈OXY乃木坂 1 1 1 1 1 5

F 34 lSSEYM(YAKEMEN雨音山 ー 1 1 1 ー 1 1 7

H 35 きよ友 1 1 1 1 1 1 1 7

H 36 BARCOMB∪≡.静岡 ー ー 1 1 1 1 1 7

M 37 バーレストランゼ-ル 1 1 1 ー 1 1 6

L 38 オブローモフ.福間 1 1 1 1 1 1 ー 1 1 9

L 39 YOSHIKⅠHⅠSIN∪MA 1 1 1 1 1 1 ー 7

M 40 リビナヤマギワ 1 1 1 1 1 1 1 7

M 4ー ス′くイラル 1 1 1 1 1 1 1 7

M 42 LAPUTA 1 1 ー 1 1
.1
ー 7
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空間的離隔性-D
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表13,2.3 インテリア･シェルタの面内フォルム1: (時代順)

インテリア.シ工朋-床､壁､天井における一面内フォルム.F(*代順)

l

作品番号.作品名
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=1 t+ I =1 + I _1
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表-3.2.4 インテリア･シェ/レタの床､壁､大井の面内′くターンP
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3･3 インテリア･シェルターのカラーとマテリアルと照明の結果

3.3.1インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のカラーーー1

表-3.3.1に時代順の面内カラーの出現を示し､事例として表-3.3.2にK-36 ｢BAR

COMBLE静岡｣の事例を示す｡

表-3.3.3より､

無彩色では､壁･天井に白が多く､床･壁･天井にグレー､床のブラックの順の順である｡

有彩色では､

･床は黄色､檀色系の順である｡

･壁は檀色､'メタリック､ト-メイ､黄色､青色､赤､緑色･青紫色､赤紫系の順である｡

･天井は檀色､ト-メイ､メタリック系の順である｡

カラーについて､床･壁･天井の面によって構成された空間(カラーのダイアグラムと呼ぶ)

についての出現頻度は表-3.3.4より､

床がダーク･トーン(14作品)1f､床･壁･天井が同トーン(7作品) 3･1､床･壁･天井が同

トーン･グレー(7作岳) 3･2､床･壁の2面が同トーン(4作品)2fw､壁･天井の2面が同ト

ーン(3作品) 2wc､天井がダーク･トーン(2作品)1c､床･壁･天井が同トーン･ブラックB

k(2作品)3･3､床･天井の2面が同トーン(1作品) 2fcの順である｡

3.3.2 インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のマテリアルM

表-3.3.5､表-3.3.6より､

･床は､特注テラゾ､カーペットが共に(10作品)､タイル(4作品)､リノリウム(4作品)､

大理石(2作品)､御影石･プラスチックタイル･ラバー･タイル･ゴムタイル･フローリング･

木レンガ･アルミニュウム･ホロータイル･腐食ガラス(各1作品)の順である｡

･壁は､ラッカー仕上げ(6作品)､アルミニュウム(6作品)､ PBエマルジョンペイント塗装

(5作品)､ミラーガラス(4作品)､木板(3作品)､ OSB(3作品)､ステンレス(3作品)､プラ

スター金ごて･特注テラゾ･タイル･リシン吹付け･ラフトン吹き付け(各2作品)の順に多い｡

･天井は､ PBエマルジョン･ペイント塗装(1 1作品)､ラッカー仕上げ(4作品)､ラフトン

仕上げ(4作品)､ OSB (4作品)､アルミニュウム(4作品)､ VP塗装･リシン吹付け(各

2作品)の順である｡

･マテリアルのダイアグラムについての出現頻度は､表-3.3.7より､壁･天井の2面が同マテ

リアル(24作品) 2wc､床･壁･天井の3面が別のマテリアル(11作品) 1､床･壁の2面

が同マテリアル(3作品) 2fwの順である.
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3.3.3 インテリア･シェルターの床､壁､天井における面の照明L

表-3.3.8､表-3.3.9より､

配光形式において､

･床は全拡散光照明(遠過光) (2作品)である｡

･壁は全拡散光照明(遠過光)が(7作品)､間接照明が(4作品)の順である｡

･天井は直接照明(30作品)､全拡散照明(7作品)､半直接照明(2作品)の順に多い｡

照明器具においては､

･床は､埋め込み器具(2作品)である｡

･壁は､埋め込み器具(8作品)､ FL蛍光灯･垂直(2作品)､ブラケット･スタンド･FL･

水平(各1作品)の順である｡

･天井は､ダウンライト(14作品)､スポット･ライト(8作品)､埋め込み器具(8作品)､

シーリング･ワイヤーコード(各3作品)､ペンダント(2作品)の順である｡

光形状においては､

･床は点光の単独的照明(1作品)､点光の直線的照明(1作品)､面光の格子的照明(1作品)の順で

ある｡

･壁は線光の直線的照明が(6作品)･線光の格子的照明(2作品)､面光のスリット的照明(2

作品)の順である｡

･天井は点光の格子的照明(1 1作品) ･点光の単独的照明(9作品) ･点光の直線的照明(7作

品)､線光の直線的照明(6作品)､点光の群的照明(3作品)､面光の格子的照明(3作品)､

点光の曲線的照明(2作品)の順である｡

光源種類においては､

･床は蛍光灯･光源(2作品)である｡

･壁は蛍光灯(1 1作品)である｡

･天井はハロゲン(28作品)､蛍光灯(7作品)､白熱球(4作品)の順である｡

前期･後期を通じ､天井からの配光形式:直接照明､器具:ダウンライト･スポットライト､

光形状:点光･格子状配置､光源:ハロゲンが多くみられる｡

照明のダイアグラムについての出現頻度は､表-3.3.10より､天井面が点光(2 4作品) 1cl､

壁面が線光(4作品) 1w2､天井面が面光(3作品) 1c3､壁･天井2面が点光(2作品) 2wlcl､

天井面が線光(2作品) 1c2､壁が線光･天井が点光(2作品) 2w2cl､壁が面光･天井が点光

(2作品) 2w3cl､壁が線光･天井が線光(2作品) 2w2c2､床が面光･天井が点光(1作品)

2f3cl､床･壁･天井が線光(1作品) 3f2w2c2の順である｡

表-3.3.11にカラー､マテリアル､照明をまとめたものを示す｡

44



秦-3.3.1インテリア･シェルターの床､壁､天井における面内のカラーC (時代順)

一■

面内ナl ~-.c(Bキ LtJIrBー

作&暮号 グループ 作品名

I

1

き
一己号

一■モf_ ∫.)tf.t暮一bー 有ri//.争(.lTF:物t太一五ーメ タリツクト
-?1
it_.__

1

7～LJ=_

ー~ミ､■

JL

Rレ

示,ら

F>

チ.革卓
PR

赤甘色

W 嗣 ヽ′ Y√t 同 R{= R P PP

■ A クラブカツサド-ル 』什1-i二
氏_.‥_

隻ー_.
T■▲

I

1

1
1

1

I

2

3

4

5

6

7

E]

令

1○

ー1

12

13

14

1S

16

17

ー8

19

20

21

C レストランサーカス Lnilロj二仁二
良..."_
I+I
T●一

1

I

I

1

1

1

B 貴金属タカラ:皇 ld:-5::T7.T.
Lt_._._

事一ー___
‡■ー

1

rL

n

D クラブジャド 皿T 至iA-二
Li.=ー_I
史___
T■ー

I:Ll1 ク

1

I.

G エドワード本社ビル 胃. 1[JJ｣
床

生二二
‡■ー I

1l

1
1

1

C マーケットワン 同 ;1Ti二
良
一l

ー一▲

I

I
I.

rl
1

D エドゥーズアトl)エ.東京 Ei)二.i了ニ二二
良"_._
■■

ー■▲

1

I

I
I

rt
I.

B ショップⅠ神戸 団■
.'1-(I.'J.

氏_.__

I_.
T●●

ー

1

I
"

rT

1

C ショップヴォーグ 匝l.lliJ-_二
氏..__.

JL___
7■▲

I
1

1

"
1

1

G カネボウ化粧Ji.f.<スプレイ(什■JLEt) lーー煎■t1_I
良

I-二_
T◆ー

t

I

I

I.

1

1

E カリオ力ビル.1F 匹】..1nr_
氏

i:二
T●■

ー

1

I

n

rl
1

C かノオカピル.BIF 一画l.r/i.-L_
氏__I
I.__

1FJ*

t

I

I
rl

I.

1

a ショップファシ∃ン.イン
.匡己二
-3[rJ-:二

氏､ーN_

V
丁■一

1

1

1

G プロジェクトリレミ.サーフェス 国 .i=-1二

Ei__..._.

I._
‡■■

rl

n

1

G ミューズ ■一ク.ん;■
氏

■∴_
｢r●▲

I

t

"
n

B キロニー.インテリア.イン 四 ILL-二
斥‥

I+
T●●

I

t

I

rl

n

1

C 四季ファブリック 匡司.1て?,.
氏

*:.
T■ー

I

I

I

r▼一l1

rIJ1

n
∩

1

E ミルクボーイ 国 1[-F-_
EM

氏.

t∴.
T●■

1

I

I

■J1

rl

n

1

A 山荘T )iii:1■L'._
良..=

I.."_
tFJLJL

r]

I

I rl
1

1

F イッセイミヤケ.フロムファースト 凹 :17{二
上i.___

■l

T一▲

t
rN1

I_ll

rl
I

I

F ス′く-ヘアーコイケ ■ ?-.Jn-

氏_.

I_.
T●●

I

I

一宮fJ

n

∩

t

′lヽt+ クー ク_1 q rl F1 rt rt Ill

P u 山一■■I■■■■■■巾 lTlll

イ1ノ千りl7r.ミ′ⅠJL,勺-の一汁■月一書

l-lE-

I-F壬_世_買♯

ナ】うーC川キ

r=fミl+る中nJII壬g.tの

ItllrFn

作

yF且I†グループ作品名

I

i
EJ

f己I

缶宰毛fh Ff7.～. メ†'Jツケ

nil

ト-メイ

札半 I+

"

a

l人/

クセ｢

r:TIU

JL

Rレ

一■色

t7

一ー1色

r7l
I色
Y

II色
Yr:

一●色

r=

IJ+也

Rrミ

1色

∩

I†1n

PR

ー色

P

^七色

F7P

22 L 力クティー(共有重) 国 .1.ク_

LA.

七_.
T●ー

一

I

■

n
■l■lI

I.J1

n

rl

23 H 第一紙1テショ-ルーム lil 1'f.
Li_.
I..
T●●

t

t

I E!
ii
I.

24 I ヤマギワ小会l一重.文京 j'i二二
Lキ..‥_

■■.
T■一

I

■一

■
rl

I

I

25 D lSSEYMⅣAKE.′くリ
真二こr_I

仏__.._
l■

T一▲

I

I

I

rl

"
t

2○ K ]ssEYM[YAKE,】岨座松見 ?~F.～

良

■一
t7I I

I

I

n

∩

1

2丁 K lSSEYM[YAKE.=1-3-9 クー品
戊

I+
T●▲

I

I

n

I-
1

28 D ESPRrT.香港 1ト

l▲

I
L,F■ー

1

I.

I

I:H1

I-

ク

∩

29 J ESPRn~2 岡 ーー.
fi..
I
TF◆ー

I

I

■

.] t

n

F1
rI

30 D [ssEYMIYAKE渋谷西武古文店 匝l1f
li

I■

T+

t

I

t

i-111

LJL[1

盟
?

ii

31 H ⅠssEYMIYAKE神戸 l塑1蘇.i■:
良_._
I

T■i

I

l]
I

1

rl
1

32 M L∪CCHINO8AR i[f-.】
Li_._
I.

T▲一

t

t

1
n

n

1

33 H cAFEoxy乃木坂
え-i～占

Ajt

I
I一一

ー

I

I

n

■■
1

34 F lSSEYMIYAK∈MEN雨音山 .1~Tク..

良一.

t
T●ー

t

t

1

1

I

1

35 H きよ友 hl'l?
良

E)
T～

ヽ三H1

LtnF.

I

ク

つ

36 H BARCOMBL丘.II岡 d■.■ケ

fi

tJ'
T●■

i-Ill

LILl1

1

F]

I)

3丁 M バーレストランゼ-ル El クh
良

t

丁一▲ I

I

1

rl

rl
1

38 し オブE)-モフ.椙ー司 ｣l .?wn
t▲_.
+

td
I I

I

I
t

9

I-

3○ L YOSH]rQHIS]NUMA
:1.1

氏

_I_T◆● LIH1

R

I-

I)

rl

40 M リビナヤマギワ .1■i1

良

t
T一●

I
I ■t t

r.

I

n

4ー M ス′くイラル
1F.

戊

一一
T●

I

I

一

t

.I " LL

rl

M LAP∪TA

Ihf+

El 1､〟
良

gJ
T●ー

.I

.I

一ーnll-I Lモ ノ■

1

ll ∩■▼ 1

I

E1

■

1

n

n-
1

LJ^

*T+
r.
Ft1 Q1 1111Et

111
1 l3 ^1LI7
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衣-3.3.2 インテリア･シェルターの床､壁､天井における面内カラーC､面内マテリアルM､

面内照明Cのデータ･シート3

K-36 ｢BAR COMBLE静岡｣の読み取り事例

イ､ノ与り 7.～ノ工JLJ々-の放l蒜†牛′.戻_
_三F∃‡l=fミf十名､中RZ1井J/,能の年甜

i量一乍一面【大1 ナ】う-_面内マ 子りア)し_面内昭E]月T-一々.†ノート3

作,.E)n蛮与 -.-... K-1E; RAF?l｢rーMRIF=..IーF5fl q
西ltJl′n士妄 伽′ナ一l.__｢F H 叫.スFf月‡宇土土 l-■■■■■ー q D

≡ ■■.. E7:.F' 申.w 天♯.C 【中央什器 EE) ゼ.イ7ノ1=i/.

∴■._無彩色ー" N
1
Et)1W

走去
? ノブし-ーr5‥

_.N市′大ー_√n..
j1≡i_-

_亡_.__.,.

.JT_q幼]tよ卓 _1
~ブ=i､.J′フ Rレ

∴コ一,;-,.

三√7j{-/...rl 未年 F7lノ､.JL.

己､二

ク 一曾fb_ o*L}'J.l-} ∩ F] ∩ n

____琴..某†.__._3 昔年_ Yイエロー

____有彩Ifg.,__.JーS一物t表_負_.

FI ∴.■ー`ー Yr1
:.ノー∵こ′//'1.Lニ.

____ー_戻_.一.3.a

El 抽缶 r1ノブり-､ノ

F; 【1.I-. RrT1

7 +負 R~ブJし- ∩
m l

I

PR

q -I-.

pJ{-~プJLJ

一∩
ノ",.-. I?Pr}'J～

__A._.__二____▲_._虫央朋息_二､__.

ーメタリック___ト-メイ

rn rl メ与り.tJ′フ Fl
T ク ト-メイ

l■-I i+

.,面内のマテ_リアノレ
M

コンクリート系 Mー

I *td)

___臥,_I

___床ー__I_._
._".___Lwyc.._._...

ー.‥ヰ央仕農.I_I.

F7 コ†ノ一ウり-Lー
El 羊Jし々Jし.
A -r=ち.}ノb_金一-一一rL+I-Iヰ

石.タイル系 M2

rl ★理7=

I) ("l=l

_1
‡古津●テラ､) ∩

A 々イJしL

樹脂.ゴム系 M3

r] プ=iユキ,.JJ}.々イ一し
? りノり′}ノll

!1 =iJく一々.イJし

A
一丁J_b一′ll_

.総称ニ布系r_. M4
I ナー-ペ､tJト

rl 蘇

ペイント系 M5

r] F=P_IマJし～3ヨ㌧′,ベイ､ノト
? PR_~フし阜..ノブJしポーLIF=P

Fl >P,I
A ニ=､､.■1_

Ei 7=IJ.}*#

m pR●ニえ′フス.辛.J
7 ll～JヽJTT4pJ+I+

Ft うl7トニノPt'きイ寸f十

木質系 M6

1 llr1_l[tJN

? つklノヽノナr

_1 ";..

A (CE) ∩ F]
F= メ=i三､ノイr._虻ヒ応

金属系 M7

rl ス手-)し■′フEコノLメl.J士.
ク スキーJし-メ=i言㌧′t古きイ寸

_1
スキーJLJ'エキスJく?ノrIメ勺)LJ

A 7JLJ=ニュrJ,ム1 n ∩
Ei 一丁;ヽ■l_●丁

m 7k-⊂】_.々J{Jし

アケノル系 M8

n ト-メイ.7ウりJLJ
? 空l_白7ウlJ)LJ†

El 7rfりナl-ポ泉イト
A FF7Pl

ガラス系 M9

F] ト_メ_.ナr=iス
ク l7CF■ー■÷三ち.7

_1
3抽一九､ラス

A ===ミ_.■÷=こ｢一

*_｢FヽJ k^1∩ rl 市大オt_,I-l_
q 言+

面内の
事窄旦R

LJ:

_配うf:_形式.
L1

rl 有I書F召E)月 青書妻琳 ∩

衰凄

基1--I----,:_---i-:I.
..t夫_...2w.3G1

.中央什器

ウ 生TiF捷F召E)F] 有暮皇♯音素;庖*

_1
合おた肋ロ召E)月 請;瓜4tL ∩

A
I-I.::,I;≡ -.-DJr-I:J

r3 RJII書昭El月 I-lニ一

..._由唄器具･._A-; L2

rl JgrJ)モノライト
9 エフだ.tJト.=iイト 1

_1
･=一.■.一_≡ー≡= R串l_器旦 ∩

A
･tノーり二ノJ)'I

_q
J<二ノダ1ノトF

m r7イセ一-コ-L.i
7 ㌧'Jr'㌧′T-り-7i

m づー=i′r,.Jト
q 又々二ノド

t∩ Fl.轟有

ll Fl.フk平

.米形_a

I.:i

占.

■

Fl 出Etb的 1

h 丁古■組的

JIT'
曲集卓酢ー

In 一三=i)
■ヨ 蛙的

】ほ
ク

亡■ 育毛卓肘ー

h 格子的

‥面_...El

Fl き臣td)_.育
h スり､.Jト鮮T n
姑ニー的

=_/尭頭二
L4

rl Ft1熟王圭 芸=:王立

ク
′ヽ口′ブ1ノ ∩
El F]-曽1仁4T Fl

D i盲+
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義-3.3.3 面内カラーC･集計

面内カラー.C

無彩色 有彩色
白 グレー

Gy

黒

Bk

赤色

R

撞色

○

黄色

Y

黄緑色

YG

青緑色

BG

青色

B

赤紫色

W G PB P RP

床 12
三■へ'.'ゴー広.L-∴L(-r='1二

蛋_訣3:f=
L=j..■-メ.'､.I.〟-J.

篭芸主9 0 3 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42

壁
7/,:ltnI.r一之:tJ､

≡.‥瀬三
2 2 5 3 0 1 0 3 1 0 1 4 3 60

天井
Jp.T1.t..

を_芸蓉 2 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 ■ 3 45

計 56 39 13 3 E) 8 0 1 0 3 1 0 1 5 6 ー47

順位 1 2 3 3 1 2 5 4 5 5 2 1

順位 1 2 3 6 4 5

義-3.3.4 床､壁､天井のダイアグラムの面内カラーC ･集計

面内-カラー--ト-ン-C､ダイアグラム

イ乍晶ー-E事. づ′ノL,-=′ Eヨヨヨ i-ミダ一丁グ--
I E3 クラブカツサド-ノし

.1f_..

園

2 【ヨ Lノストランサーカス "I-1,≠=

8 【ヨ ー-ケツトワニ′ 1f..

7 l≡】 エドゥーズアトリ=一束京 i■事

8 lヨ ショップⅠ神戸 jI-f

18 lヨ ミノレクボーイ
i1~f

19 E3 山毒⊆T 1_fl

2こ∋ l王】 第一紙宇テショ-ノレ-ム ■コ

24 I ヤマギワJト会8Z&室-東京
.-1-i

28 l≡】 ESPRr丁一幸港 llf_.

29 J ESPRrr2
_1f._.

30 l≡】 1SSEYIVIIYAKE渋谷西武百壬宅店
_ーf

32 l=】 LUCCHIN(⊃BAR 1j.■.

4ー lEl スノくイラノレ tf

一ーt+1I1^l

5 【ヨ エドワード本社ヒぎJレ
_1ヽ<′.

1V>

.p白
ー8 lヨ ミJLIクポー-イ一 1Ⅵ′

42 匹】 LAP∪TA 1….

lf‡+l′Ir

ーー lヨ カリオ力ピノし-1F EEl
.1ー..q

--匡亘
16 lヨ キロ=--インテリア-イン 1G

t‡+lつ1

15 【ヨ ミューズ
=2fヽ<′.

2fヽハ′

∴二

28 lヨ ⅠssEY…ⅠYAKE一£艮座松屋
,2f.～

27 lヨ ーSSEYMIYAKE■=ユーヨーク
2fヽ∧′

37 l=】 ノく-L′ストラン-七ぎ-ノL/
2fヽ<′

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

～i,.､ii+ttクコ.卜
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表-3.3.5 面内マテリアルM (曙代順)

イコンテリア.シzJレタ-a)#■qlttと床､ 壁.天井l= J1▲一...-I--l,.

面l.勺マ テリア′ レ.M

垂ミ 作品名

4
§
T

a
守

M1 M2 M3 M4 M5 M6 M7 M8 M9 M10

計

⊃ンケリ-ト7t ti-Iイ^'■ 一一■.ゴ▲■ Nー7FA
J<イントR 末†系 I.-′ アクリJL,拓 EZE I-:■ン

∩ 2 F) 4 ∩ 2 F] E1 r1 2 F) E1 ∩ 2 I) 2 3 4 5 6 7 8 ∩ 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 n 2 3 4 F1 2 3 4 ∩

I ミ
I i
汁

;i 1 i
ミ
>

斗

i
i

i
I
ド

ー

書i ; E]
ヨ

守

書

a

i
I

i i
1

i
守

事毒葺蔓i 8
i
i
i i
!

享
; 空育!
i

i i 育
i
斗
～

!!守S !

ー A クラブカツサド-ノレ
..1"

2 C レストランサーカス ■■>p=T.1

E] B E= ■■-S=n-

E] D クラブジャド l可 二二王=

5 G EZm 旺』T

6 C 7-ケツトワン ■■+ラ

7 D EZW I ->-=7

E] B ショップl7+芦
.=ユニ

E] C ショップヴォーグ ■l きこニ=

TO G *●J■ウtt.■†イスブL/イーrrlLJ■○
__■一■.ー

ll E 力'}オ~力ビ}レ.1F EEL
l2 C カリオーカピノL,.E)1F ラ芯

13 a ショップファショ二ノ.イ=ノ
r=-i=

EE] G プロ,}zクトールミ.サ-フェス
ーー■ll

ー5 G E= uコ1二王=_

16 B キE)=-.イ=ノチリア.イン

I-

E】 .クL～_

l一l

インテリア.シエJレタ-0)#lI†土と床.辛_天井(=

lー

お1ナる空rtn1事!■の生J正lI1乍

面l大】マテリアJ L'.P^

i ミ 作品名

4
S?

憂
守

M1 M2 Mこ} M4 M5 M6 M7 M8 M9 M10

計

E= E= 一一IL.ゴ▲■ IH､IJL ペン｢三′ト系 禾†系 ･lJ-.′ アクIJJレ系 ガラスR オー-ブン

t 2 F] E1 t 2 F) 4 I 2 F) E1 rl 2 rl 2 E) E] Fl El 7 E) r[ 2 F) E1 F) rT 2 F] E1 Fl 6 r1 2 F] 4 rl 2 3 E1 rl

I 呈
I i
m

蔓‡I 要i iII
tI
i
I

ヾ

書隻i
S!

I

!

!

書葦
I

S ii
i;

ii iミi
β
i

i

葦

i i
!
;

i

諾至羊ミ
i

圭
き
雪
a i司

I
モ

i

u
守
I
i
I

守
寺
～

■｣けなL

l7 C 四季フTフリック LJ チ_,A.I

18 E 主ノレクボーイ I ニケて=言

EE] A 山一≡T LJ 二うこニニ
20 F ツセイミヤケ.フロムファー.ス 日 -.?_､-o

2ー F ス′く-ヘアーコイケ クヽ●一■

22 L 力クティー1兼亭主) 一室l>-i.i

23 H 一■-I丘†ラショ-ノレ-..LJ.
">d_

24 I ヤマギワ/J､会!▲重.‡京 ■■ ?.､一∩

25 D zssEYMTYAKE./{l)
_rI⊂一_

26 K ⅠsSEYMrY'AIくE.出座松屋 li
_?A.I

27 K JSSEYMrYAKE.ニュ-ヨーク ■一 _9_ー一■,
28 D ESPRrT.8港 ■.

_iuA.-i

29 J DEしG]NSTUDIOESPRrr ■■ _一?,■■_■■
30 D SSEYM)YAP{∈渋谷ー空文百‡店 ｣l ク.i.人
i1 H TSSEYMⅠYAKE71戸 ■ _Sこ■三

32MLUCCHⅠN写t芸ARIIウニ-≡- I)
l7

インチIJ7.シエJレターのl#硝†土と床_畢_天井r-_おける空〃】形兼05生一正l■作

面内マテり丁′レ.M

垂ミ 作品名

頚
良
T

a
守

M1 M2 M3 M4 M5 M6 M7 M8 M9 M1()

言十

コンク●J-ト7t I.ナイル7L ■一■.ゴJA7L E= ノくイント系 末*荊ー 1lLL′ アクl}JL,拓 ガラス系 オーブン

I) 2 3 4 rl 2 F] E1 rI 2 F) E1 rl 2 r1 2
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4 5 6 F7 F) r1 2 F) 4 5 I 2 3 4 5 6 rl 2 3 4 I 2 3 4 r1

I
S
I i
n
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甘

き

i蔓
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i

i

書
i
隻

享
; i育
a
主
3

>
!i司

I
I

守
u
!!守! !

33 H cAF∈OXY乃木攻 匠刃二:〕二二

34 F Ⅰss∈yMーYAlくEMEN甫I山 l⊆l_一>…■′■
35 H きよ友 ■ -_-iJ㌫

36 H 8ARCOME)LE.A+r司 l■ ウ､.■■-

37 M ′く-レストランゼ-ノレ ■■
.≠wム

38 L オープE)-モフ.事trZI ■■ ウ♪■■■■

39 L YOSH)KJH[S[NUMA 1倒 二J二
40 M 'Jビナ一t'マギワ Ⅸ』

_▲_1_ー一_

41 M ス′{イラノL' にーク､J/I.
42 M LAP∪TA 旺』 __1__.__

′lヽー+

全-I+ I)
I
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表-3.3.6 面内マテリアルM･集計

面内マテリアル.M

M1 M2 M3 Nt4 M5 M6 M7 M8 M9 M10

計

コンクリート系 石.タイル系 樹脂.ゴム系 繊維一布系 ペイント系 木質系 金属系 アクリル系 ガラス系 オープン

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 1 2 3 4 1
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日
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読

日
で

∩
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<
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ヾ

汁
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ヒ
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ヾ
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て■■■
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ヾ

斉
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i
ヽ+
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昇
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､■-
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【コ

I

ヽこ

ヾ
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斗
て~

ヾ
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斗

苛

○
∽
〔p

～_

∪l

凹
ゝ
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∩■
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蒲

ゝJ

､≠

u
て■

苫
>

ゝ_
＼!

≠

ゝ｣

､小

u
て~
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Ⅵ
＼′
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白
I-+
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ゝJ

ど
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ゝ

ヽ}
て~

､d

て~

田
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ヾ

て~

ゝJ

チ
I

【コ

I
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1

て■■■

EI
H
EI
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ヽJ

さ
て●

ヽ一8

□}
勺
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t-
I:~

Sヽ
ー..

E]
-
ミt
～

人
T

｢1

召

E)
u
ゝ

A.

こ士
Ul

ゝ｣

奴
*
也
∪l

〉J

ロ

頚
∪l

ゝ｣

/〟

∪l

I

こ土

∪l

ゝ｣

日1

?

床 0 2 I

･さヘ-,

l串窺 1 享有 1 1
I..-1†L一.一

≡..10 0 0 0 0 0 0 0 0 1 ■ 0 0 0 0 0 ー 0 1 0 0 0 1 0 EEl
壁 2 ■ 0 2 2 0 0 0 0 0

･ヽノ.yT:

苧5■■ ー
.,/ペ_

L(;6 1 1 2 :/'2 0 0
†J.f

二.,:3y
請 0 1 ー盟 El 0 1 0 ■ 0 E) 50

天井 ー 0 E) 0 ■ 0 0 0 0 0
･J1.～:

泣r 1 2
{.I;I

..:_-r4:
0 ■ 2

:{1

;I.:4
0 0 1 -i::i.1 1 ■

-∫.:i.

･てA.■
0 1 1 1 0 0 43

計 3 3 1 ー2 7 1 El ー ■ 10 ー6 2 3 10 1 2 4 6 ■■El 7 ■ 之 2 Ⅲ 4 1 2 ■ 2 1 4 ー32

順位 ■ 3 4 ー 2 2 1 2 2 1 1 6 5 2 7 6 4 3 3 3 2 1 3 3 3 ■ 2 4 ■ 2 ■ 2 ■

順位 2 5 El 1 4 5 El

表-3.3.7 床､壁､天井のダイアグラムの面内マテリアルM･集計

面l勾マテリアノL/-…､ダーrアグラム

E= グノー---.=′ E∈6コヨ
∩

■己JI+lうrイつ■.1J>ム
P

1 E) クラブ力.ニ′サド-ノレ

圧五

4 l≡】 クラブジーヽ,ド 1

5 【ヨ =ドゥ-ド本手土ビJL/
1

8 l≡】 シヨ.ニ′l)Ⅰ神戸 1

ーー lヨ カリオ力ピノレ-1F 1

ー3 l≡】 シヨ､ニノブファショー-イン
.ljl二.

15 【ヨ ミューズ
.1_.__

33 l⊇】 cAFt≡OXY乃木坂
._｣_._.__

39 L_ Yく>SHIKⅠHISⅠN∪MA 1-

40 lヨ】 リビナヤマギワ 1_

42 l=l L_^PUT^ 1.

†i｣ーl!lll11

EE] l≡】 キ⊂コ=--イーテ一ノア-イニ′
._2fw

2f…

E∃
26 Ea ⅠssEYMⅠYAKE.最良座松屋 .2f=ヽ′ヽ′..

27 lヨ ⅠssEYMIY<KE-=ユー-.-.-≡ヨ---ラ .2fヽ(′__

】一副トl一~Il

E) 【ヨ L′ストラニ′サーカス
.2ヽ<′c

2wc

;1:I_■■

3 l≡】 ‡金属タカラ堂
..2ヽ<′亡

6 【ヨ マ-ケ.ニ′卜ウニ一′
_.之wc

~7 lヨ コ=ドゥ-ズアトリ=一束京 ..2ヽノ>r_.

9 【ヨ ショップヴ*-グ
_2ヽ<′<∋._.

ー2 【ヨ カリオ力ピノレ-BーF
_2ヽノヽ′亡_

17 【ヨ 四季ファブリック
2ヽ<′c

18 lヨ ミノレクボーイ
_2ヽ′){-

ー9 E) 山‡;ET
_‥...2ヽ<′c..____

20 lヨ イ.ニ′セイミヤケ-フ⊂コムフ7-スト .___.2wc,_.

21 EZ ス′ヾ-ヘアー-...=コイケ

llJ昏1ーIー11I

ーJ[ヽ卓■-tlつ■こ1
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義-3.3.7 (続) 床､壁､天井のダイアグラムの面内マテリアルM･集計

面内マテリアノレ■-Mーダイアグラム

イ乍品苓号 ク~′レ-プ 作品名
D
l記号.ダイアグラム
u

22 L 力クティー(美容室)

2wc

[≡]

.2_wGー.___

24 I ヤマギワ′Jヽ会議室.東京 2wc

28 D ESPRIT.香き巷 2wc

29 J ESPRⅠ丁2 Z=

30 D 】ssEYMIYAKE渋谷西武百貨店
"2w_c..._.

31 H 】ssEYMIYAKE神戸 ?_wp___‥__

32 l正】 L∪CCH】NOBAR 2

34 F 】ssEYMーYAKEMEN南青山 2w

35 H きよ友 2VVG,

36 H BARCOMBLE.1争岡 2wG

37 EZZ] ′く-レストランゼ-Jレ 2wc

38 ｣ オブローモフ.手冨ー司 2wc

4ー l正】 ス′<イラJL/

d i+I一l_1r

lllfIつ一

m lI1_1l

m lf1】Rー
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表-3.3.8 インテリア･シェルター床､壁､天井における面の照明L (曙代順)

一■ン.≡芦lJア.モノエJL,サーの舌珪陽性′.戻_壁_ヲ∈♯Tこ おー十る℡闇形mの生亡友ヰ空イ乍

同日亡,q国f)月●

E= グ′レ--.ブ
一乍品名

酋己光形式 空室E)器旦.‡事亡百 Fm

I十

I ク FI FI ■ ■ 2 El I 6 E] E) 819 EEa ■□ P 2 E) t I) :I

i

i
t■

斗
蔓童I;;..二≒
E)
事

室 I

T
S i葦篭勺掌i.

P

u
P

i
Ja ⊂コ E) 茸

追

S琶

S I早 撃 * ; i
E]

i
Fl

!

A

垂
●

!

■

!
q

S
l
副

E)
辿

竃

E]

S
1 A クラブカツサド-ノL' :■一ニ二二正三:二=～

E] C レストランサーカス. =1i)ニ
7^tAt之rM_i

E] B E= ･_岳一:
i/1

E] D クラブジャF -i.._ 1r:1

El G エドゥ-ドニー社ビル

･旺コ-
..1ヽ■■ク.

6 C ■マ-.ケツトワン -.il°
fク_●JLP_?_A

E] D エFワ-ズTトリエ.文京 二■■ー.__1_'tJ_.__

E] B ショップ[手●戸
二qB二_iJJL:I_

E] C ショツブヴオ.-グ 二li= _I_1.■LL
ーD G 力■Jーウ●=I■JLナイス:7レイ(～-+JLーIl

二皿:
JI■Lク___

EE] E カリオ力ビJレ.1F 二■ =iこ真二-

EE] C カl}オ:むピノレBIF -i丁
"{pTIT_

EE] E3 ショップファション-イン --i:
j-^1r

14 G フ'■コジエクト.ノレミ.サーフェス

･二:
クヽ▲一クr?

15 G ミューズ ･--.l ～_p1.w見__

′h号十ll 7 rl g 1 コ 8 2 2 2 F] rI E1 rt S 2 ∩ rl F) 5 I○ EZ]
tlー11l

イニ′テりア.モンエJレターのIttB8性と庄_申_天井Tこ

LflSll(ITlー1

る中間形肋の生成書生作

面■一司昭E)月'

^JL++ ゲ′レ-フ +.EL4

蔓

配サ亡形≡亡 EZ_g_El ･‡事苧 光升弓状

I十

t I) FI _I
■ ■ 2 E) I EI E) 丁 E) E) 10 EE) I) E) r3 1 I) ニー

■■

3l
i 毒
壬

i
ー一重1
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1.

S ii.ミ勺 i i.
FI

早
P

i
点 一■

■

■ヨ 莞

竜

ヽ

き!

S 董
也
A ;

E]

i 毒義義
●

! 義義I7l
S

宝義
EE] B キロ=.-.インテリア.イン L｣ _1′.1

ー7 C 凸季フTフリック LJJ ._ー1ヽ■.ウ__

ー8 E ミノレクボーイ -■i _.t∩J___

EE] A 山荘T ■一 ._.1七_て一.

2○ F イツ.t=イミヤケ-フEコムコ'7.-一久ト

_■■
J_I-J_I__

EZ] F ス′{-ヘアーコイケ
-■l一_1_JP__⊃__

EZ] ｣ カクティー(*零墨)

.■■
二fgrr~

23 H つ■一紙1ラショーノL'-.ム
=U
ti]
--F-叫J-良

24 □ -∀マギワ小会LI量.文京
■w,i:

25 D lSSEYMrYAKE.Jくリ E∃ ."_.

26 K ⅠssEYMrYAKE-ABJi松JL ■■
.t⊥■1

EZ] ド 】ssEYMrY^KE.-=-ユ-a-..ク 二ll■ _.._1_r_1ー__

28 D ESPRrT.昔話 l二j J.I_ユ__
29 J DELAINSTUC}(OESPRrT Lj __1q_1_._

30DISSEYMY^KEi&各市武盲‡店ニー■二_7_-j二重_
■′lヽ亘十 1? =■ Ft F) FI rl F) F] ク I I3 12 ■ ○3

ーー11

インチり丁.シュJL,サーの書世相性と庄_卑_∋∈♯fこ チ

lJllll

吐十乍

蘭EX7巨召El月.

+JLIJt YJLI7 †乍品名

!
■●

叫

P.サた形≡t l3_gEl為.I事空 Fm
I

t十

rl 2 FI 3 ■ □ F] 3 一 E) e 7 E) 9 10 tll ∩ 2 ■3 ∩ I) FI

薯

S

i
!
?

i
S

義
~'ir■
?

室

撃

i章蛋
;

t～

S ii.篭ヽぎi.
P

早
P

i E] 一■ lコ 茸

堤

ヽ

i!
E]

毒
Q'

!
E]

!
E]

!
E]
!

I

i
E]

S 蓋
E)
お

竃

E]

S
EZ] H ⅠssEYMーYAKE手●戸

ノ｢
l?..■.クー-

EE] EI ｣∪CCH[NOBAR A-lilニlニヒ}c
33 H cAF亡oxy乃木坂 二日二l言亮LT.
34 F lSSEYMTY^KEM∈NTI†山

･.-
二ト:T-I_i二

35 H きょ=友
I:.N

_I____.ー
l?tA'.?た

36 H BARCOM8LE.甘ー司 l｢l ,I _ヽ■■.1′-,

EZ] E] ′く-レストランゼ-ノレ Jil .1r.i

38 L オフローモフ.事I同 Ji 1j.1

39 L YOSHZKIH[SーNUMA lil
Jノー1_._

.I_1■■.9__

40 EE] リビナヤマギワ 二Biiil=_1一-⊥_
41 田 ス′{イラノレ ニー■_.1.'1_1_

EZ] EEL L^PUTA 一山ll-I.,ユ.乃-
′h吾十 12 F] 5 EI F] El I) r] 2 rl r[ 2 4 8 2 2 EI rl 3 3 ーー 6 8?
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表-3.3.9 面内照明L ･集計

面内照明.L

配光形式. 照明器具.種類 ･光形状 光源

計

1 2 3 3 4 1 2 3 E] 5 6 7 8 9 10 Eq 1 2 3 1 2 3

耐
♯
耐
ゆ
許
#
∃ 日

叫

ヽJ

田
戟

博
き ヾ′ >,.

ヽコ
-＼
ヾ′

El 叫 >
｢1

r~
■¶

点 線 面

皿
E)
一■ 肺
#
ら

蒔
議
甫:
…詞

>

辞
…詞
蒋
…詞

#
読
∨
∪l

ヾ
●r

∪l

団
&
I
ヽ._

V

＼
叫
∫

寸

I
∪

V

EI
Ed
寸
ヾ

ヽ心

ヾ 伸l

｢

栄. 罪
港

tコ
i:

5B
5B

匝ー

前

:蛋 5芸

秤

lヨ

:蛋 -＼
E) ･1E)

戟
加
0.
＼

EZ l
一丁こ

ヽ_

El E)
丁: 科 棉

/l一

m
輿

∨

高言
D ET 0 E)

くI

d1

凹

A) ET D
tT

E]
0

掛

E]
こ半

a

榔

闘
Ll:I.

;辛

良

河

闘
｢

#
碑

El
柿
蘇
E】
El
衣
叫

掛

El
宗
叫

日
荏

I-

ヾ
衣
叫津 応

;辛

洋 lヨ
諾
E】 加 S S ヨ: S El El S EH

E)
S S

戻 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 ー 0 0 2 9

壁 1 0
▼▲■一

A:L.(:I?7_

:.J＼.:.～.JJp∴.-

:;iふ4 0 0 I:t1_:岳■.0 0 0 0 1 t 2 I 0 1 0 0 0 二':6,2 0 2 0 1 0 I:T,:;1li,tp.ヰ8

天井 二r,7:;;(:I,302
､て.∴､L/ー;

さご,:.:.;諌
･■J'1.-A

三∴_:l=..1:..::.:;i
Lil:I輯
:丁∴.;.8

J.1.1.J-1i:≡

享汚 3 2 3 I 0 I 0 1
:(;.ユメr:

′1.,≡.≡:t.:9'
こづ1rL-'

･享…+7i■
2 3 請 0 0 0 3 4

.I.=ー:T.

:i8
ん■!二t3.i

主菜 163

計 31 2 ー6 7 川 8 18 3 2 3 ー ∩ 2 2 2 ー0 9 2 E) E) 12 2 0 2 4 EI 28 20 221

順位 1 I 2 E] 1 E) 2 4 EI 4 6 6 5 5 5 2 3 5 I 4 ■ 2 E) 2 1 3 1 2

順位 3 4 丁8 2 6 I 丁 7 El
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表-3.3.10 床､壁､天井のダイアグラムの面内照明L ･集計

面内.照明.L

作品番号 グループ 作品名
I(-

u

ダイアグラム

5 G エドワード本社ビル

d5

yv2

ー0 G カネボウ化牡品ディスプレイ(什番J&開)
【ーー.‥..1_vy2‥.r_._

ー5 G ミューズ 1yy2_..._...

17 C 四季ファブリック

E,I^

ー9 A 山荘T コw3

)fiTII

1 A クラブカツサド-ル

1c1

ii

rて1

3 B 貴金属タカラ堂 ll

4 D クラブジャド
_1_〟"..._.

7 D エドワ-ズアトリエ-東京
叩..__I..J.c1_..__._.～_

9 C シ∃ツプヴォーグ ll

12 C カリオカピノレBIF

16 a キロニー.インテリア.イン

ー8 E ミ}レクボ-イ ll

20 F イッセイミヤケ.フロムファースト
‥1イて1..

2ー F ス′く-ヘアーコイケ
..1r__1_...

22 L 力クティ---イ美容室)
._.1IC_I.

26 K ⅠssEYMⅠYAKE.銀座松屋 1r.1.

27 K ⅠSSEYMⅠYAKE.ニューヨーク
‥lf_1

28 D ESPRTT.香5巷 うj_tj

29 J ESPRr｢2
..1rT_1_.

30 D ⅠssEYMIYAKE渋谷西武百貨店
_1.仁1..

32 M LUCCHⅠNOBAR 1_(1

34 F ⅠssEYMⅠYAKEMEN南青山 1r_1.

37 M ′く-レストランゼ-ル ■■■j二二ム1■.

●
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表-3.3.10 (続) 床､壁､天井のダイアグラムの面内照明L ･集計

面内.照明.L

作品番号 グループ 作品名
b

ロ

吉己号!

m
ダイアグラム

38 L オブローモフ.福岡 1c1

39 L YOSHⅠKⅠHⅠSⅠN∪MA

____.,_ー__..ユ旦ユ_‥.ー_....00_
ーc1

40 M リビナヤマギワ 1c1

41 M スパイラル 1c1

n mu [I-
u i+ l一■■■■■■■■1■■■■■■訂l

【■ E カリオ力ビルtlF 1c2 .___二V…｣丘≧仙M.ー,

32 M LUCCHⅠNOBAR 1c2

q ーー?i

l3 B ショップファション.イン

1c3

ii

～.～,..._._."ユ昆≡Lーー_〟+.

ー9 A 山荘T 1c3

39 L YOSHⅠKⅠHⅠSⅠN∪MA 1c3

D d EI

23 H 第一紙行ショールーム 2wlc1 2wlc1

42 M LAPUTA
.2w1..c_1一ー.__._

2

2 C レストランサーカス 2w2c1 2cコ

31 H ⅠssEYMⅠYAKE神戸
ー..I.之w_2.c.1….～

2

14 G プロジェクトルミ.サーフェス til. 2Lw2c2 WC

24 I ヤマギワ小会吉義室.東京 2w2c2

2

35 H きよ友 2w3c1 2w3c1

36 H BARCOMBLE.静岡 2w3c1

2

33 H cAF巨oxy乃木坂 ∈ー_､_2.fS_旦1_I.._ 2f3c1

ーiiJli

6 C マーケットワン 匡ヨ 3f2w2c2 3f2w2c2

b i n
∩ 1∩

lーー■ー■刑 AA
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義-3.3.11 床､壁､天井のカラー､マテリアル､照明の状況のダイアグラム

現れ頻度

面内カラー.C,面内マテリアノレ.M,面内照明.Lのダイアグラム

タイ7'.グラム 言己号 面内.カラ-.トーン.C 数 I順位

1
----.--一一…l●一

ijiiiiiiiiiiij

----...I--団--.-しd-
1f

由産金望-乏止=土-.一-.-----,------T------.-----.--.--.---..---
I
U

14 1

二 1w
勤ミ空=ニクエヒ二二v>_.I_.__.M_____‥ト_

事‡
3 4

---一国----ー
1c

天井カヾダーク.トーン

iiiiiiiiiiiiiiiiid 2 5

･--ii-.---.----
2fw 屋上一堂.q2-蔓垂卒園二上->.--

u
4 3

i

LJ 2…c 重~一■…■-
EFiijP

3 4

---.-l=コ--.-.---I-
2fc

I--,_l…一■

1 6

I.I-.---.国-.-L
3.1

-=-='.~●-

白一W
7 2

･さ:諒ト戸1 3⊥2 _天井が同.トーンl 7 2
グし′-.G>

3.3
天井カヾ同.ト-■ン

2 5

Il!l計 43

ダイアグラム 由号 面内マテリアノレ.M 敬 Jl頃位

I
芦---■-●l言l.■■′ テリアノレ

r~J■~一一'I-ーJー EZ] 2

---.-.-i---
2ん∨

--='Il書l..

u
3 3

----.--.E--.A..-
2wc 藍一重-#L些辺苧-llg-ヱテリZ.!rL---24 1

--.---一口コ.--
2fc

-..■=l..

0

---,因---
3

--='---…-l

_T}_ア.!ヒ.
0

ーl】 Fn 38

ダイアクーラム 言己号 面内.ライティング.L 数 I1県位

■∃ 1f
-l…■-:,-=l_

Hu
0

A----■ト
1w1

面が点光き
0

H
l

･.--lB.-,A
1w2

.壁萄_垂主税生_.i..u
4 2

--J■ロ..-
1w3

壁.奉が重光._.育
nP

1 5

･.L-ii....
1c1

■■書l-

i
24 1

I..ii-
1c2 ,五井.面が観光 iI

2 4

-.pliiii---
1c3 云,_#.面.が面頚.

M
P

3 3

･.--iii-pL
2wlc1

.壁,.云_井の2面が点.光■■.L"A'"-'ー■-TL一〝--■
2 4

--岳ト.-...
2w2c1

-.-ー=.I-

M
I

2 4

jji-Eii. 2w2c2
′壁L趨悲T__云.#.が線光_‥_i

U
2 4

Lj 2w3c1
壁.が盾光.,_..云.三娃カミ._点光.

P
2 4

-.-.一目.--.
2f3c1

見が一重光.､天井が点_光
LJ■~Tー､一ー-~Jー-■､

1 5

･LFIr-.-
3f2w2c2 虞-月旦-,云畳字塵丑 1 5

● 44
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第4章 考察



4.1原室内空間とインテリア･.シェルターの離隔性と多重性と

空間的特徴のグループの考察

グループ分類を4.1.1､ 4.1.2離隔性の考えを示し､これに基づいて4.1.3にて､ KJ法によ

り空間的特徴のグループの抽出を行うことを述べている｡

4.1.1インテリア･シェルターの床､壁､天井における離隔要因D ′について

前章の表-3.1.2より,床のインテリア･シェルターの離隔要因は､第一の床Flが多く,視覚

性が強い空間的離隔要因,什器等の支柱のベース金物を内設するための構造的離隔要因,照明等

を内設するための設備的離隔要因が複合して現われている｡

壁のインテリア･シェルターの離隔要因は､空間的離隔要因,用途的離隔要因,精神的離隔要

因の共存が多い｡これにより,用途の異なったゾーン(用途的要因)が､周囲の空間と繋がりあ

るインテリア･シェルターの空間的な仕切り壁(空間的要因)に対し､これに光の操作が加わり､

その仕切り壁の重量性が軽減されることによって､その空間に浮遊性が生じ､浮遊感(精神的要

因)が生成されていると考えられる｡

天井のインテリア･シェルターの離隔要因は,後期に第2の天井であるC2が多く現れ､空間

的離隔要因,設備的離隔要因,精神的離隔要因が多い｡ K-36の作品を例に説明すると､空間的

離隔要因である天井から離れた曲面の透過面は､設備的要因として奥に光を内設することで､浮

遊性が増加され､精神性として浮遊感を出現させていると考えられる0

インテリア･シェルターの床､壁､天井は原室内空間から様々な離隔の理由によって､すなわ

ち仕上げ的,空間的,設備的,構造,用途的,精神的離隔要因が複合し離隔され､空間創造､空

間構成されている｡倉俣の作品では､使用上の区画による用途離隔要因と､照明による設備離隔

要因と､吊り･キヤンティレバーによる構造離隔要因によって､より空間離隔､精神離隔が強調

されているといえる｡それにより､空間的浮遊性が創生されていると考えられる｡

空間的特徴のグループ(A-M)ごとに,インテリ･シェルターの離隔要因を表-4.1.1にまと

めた｡床,壁,天井のインテリア･シェルターの離隔要因と空間の特徴グループの関係を考察す

ると,壁のインテリア･シェルターの離隔要因について､ D ｢2重壁｣
,F
｢キヤンティレバーの

テーブル｣
,G
｢光る構造体｣

,H
｢光る床､壁天井｣

,K
｢床と壁の同一素材｣

,L
｢自律する空間｣

,M

｢多重壁｣の1967年以後のほとんどの作品群が､空間､用途､精神離隔要因が共存して現われ

ている｡

離隔要因における空間性､精神性の抽出では､表-4.1.2
､図-4.1.1､図-4.1.2より､空間的離

隔要因では多重壁､光の空間､浮遊性､空間の消去､特殊な壁､自由性､可変システムなどが抽

出された｡精神的離隔要因では重力の開放感､浮遊感､中央での新形態による意味性､事物の意

味性などが抽出された｡
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表-4.1.1インテリア･シェルターの床､壁､天井における離隔要因Dー(空間特徴グループ順)

インテリア.シェルター床_壁_天井における-離隔要因D′(空間特徴のグループ)

さ

丁
凹
曲

戻.F 壁-w 天井.C

作品番号.作品名

離隔要因Dー 離隔要因D′ 離隔要因Dー

荏
汁

El

蘇.

酎
､Yi

3E)
防
苫

諒
蕃
冨

拝
汁

E]

即
蘇
S

義
防
S

;i:;.
二臥.≡

軍:,2

壷.二ュt.
臣丑
寮

拝‥

ヒ-
1I

義
柿
苫
那
E)!

蛋
.蕃;::
:,S:,i:

.酪1
:r.Sr,;:

･i:::;
草こ.

:_卦享.

午.
若妻
貰干 1

千

M nu
?i a2 a3 a4

b C a1 a2 a3 a4 b C 苧1 Eヨ9I3. EE] b C

uP
A.I K-1 クラブカツサド-ル 1 1 1 1 1 1 1 1

nu

-19
山荘T(別荘) 1 1 1 1 1 1 1 q
lーJlヽ烹+ n

旦y_ -3 黄金尾タカラ堂 1 1 1 1 1 1

-8 ショップⅠ神戸 1 1 1 1 1 1 1 1

-13 ショップファシ∃ン.イン 1 1 1 1 1 1 1 1

-16
キロニー.インテリア.イン 1 1 1 1 1

川ヽ皇+ n
【

_G"
-2
レストランサーカス 1 1 1 1 1 1 1 1 n 8

-6
マーケットワン 1 □ 1 1 □ 1 l一山

-9
ショップヴォーグ 1 □ 1 1 1 1 山

-12
カリオ力ビル.81F 1 1 □ □ □ 1 □ □ I

-17 四季ファブリック
1 1 1 1 1 1 □ 1 1 q

ーl′lヽ計

E!_ -4 クラブジャド 1 1 1 1 1 1 1 1 1 □

-7
エドワ-ズアトリエ.東京 1 1 □ 1 1 □

-25 ⅠssEYMⅠYAKE.パリ 1 □ 1 □ 1 1

-28 ESPRIT.香…巷 1 1 1 1 □ □ 1 1 □ D

-30
lSSEYNrY^KE;',t谷西tt甘文店 □ 1 1 1 1 □ 1 □ 1 1
1Jlヽ衰+I

.E_
Eq カリオ力ビル一1F 1 1 1 1 1 1 1 □ n

-18 ミルクボーイ 1 □ □ 1 1 □ u
u i/lヽ計 ■■】 ∩)

F -20 イッセイミヤケ.フロムファースト 1 1 1 1 1 1 1 Ⅶ■l 】7

-21lスパーヘアーコイケ
1 □ 山 □ □ 1 1 1 1 1 ●Ii10

-34 lSSEYM】YAKEMEN南†山 1 □ 1 □ □ □ 1 1 1

1′卜計l

G -5 エドワード本社ビル □ 山 1 1 1 E] 1 □ 1 1 1 1

-1∩
カネボウ化粧品ディスプレイ(什8展rM) F] n ∩ n ∩ n n ∩ n n ∩

-14
プロジェクトルミ.サーフェス 1 1 1 1 1 1 1 l■□

-15 ミューズ □ □ ∩ 1 1 1 □ □ □

lJJlヽ吾十l q

H 夢｢紙行'>早T.!レ二与

lSSEYMⅣAK∈神戸

∩ n ∩ ∩ 1 1 ∩ ∩ n

-31 1 1 1 1 1 □ 1

-33 cAF∈OXY乃木坂 1 □ 1 1 1 1 □ 1 Au

-35
きよ友 □ □ 1 1 □ 1 1 1 1 □ 1 1

-36 BARCOMBLE.仲間 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 □ 1 1

zレlヽ膏+I
q

I. -24
ヤマギワ小会議重.東京 1 □ 1 1 1 1 1 1 1 1 1

□ d

l′lヽ烹+ P

Jー -29
EしGINSTU【)lOESPRrl 1 1 1 □ 1 1 b

1

ir/lヽ皇+l

K -ク6
ⅠSSEYMⅠYAKE

･甜座一公序 ∩ n n n ∩ ∩ n n n
】

-ク7
(SSEYHrY^KE.=1-3-9 ∩ F] ∩ ∩ ∩ ∩ 1 1 I

一名′卜青十l 1

L -クク 力クティー(美容室) ∩ n ∩ 1 ∩ n 1 ∩ ∩ b

-38
オブローモフ.福岡 1 1 1 1 1 1 1 1 1

-3q
YOSH】K】H】SーN∪MA n ∩ n n ∩ n ∩ 1 ∩ 1 a

i

'!/lヽi+I

M -32 し∪CCHⅠNOBAR 1 1 山 1 1 1 1 1 1 1 n
l

-37
バーレストランゼ-ル 1 1 □ 1 1 1 1 1 □ □

-40
リビナヤマギワ 1 □ 1 1 1 1 1

-41
スパイラル □ 1 1 1 1 1 1 1 1

-42
LAPUTA 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

;′lヽ計l
b
n

j里烹+ u

i合計 4<+40J:皇OT タ=h'･16 6 ? J4ク･l? 13 ::3'6-3b
1∩ -;3j71--:3p.ri

9 1 1'.:1
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表-4.1.2 離隔要因D′における空間性､精神性の抽出リスト
B高専EEl.D′である_闇性_書‡沖ー牛r=着日tA2作B..における空Taの 7g_手法_I‡寸●l今のI由出りスト(曲ftJtFー

S

i
作l品

巾AJ4用達

叩 甲.!!.t1

P!I

1五事書ち

*形t&作 アイE)=｢

■
ー1■L

ー7I..I_:,T' 付J(

-....l- -Fぺ:′rノト..

*iEiグリウト凹~の≠iF..∴
;■`■/_A.i

,手話†る∴.:
■Jp.∴I｢､

光ー.ぐ半円)I..●■....i- I,-..7

+ヽ+l
1一..一

I事;書tI...:

一のRIi`.: 一■力の■M汝
析P什JI

A...l..i I..=-
->lえiJ,i;書p

の空rVl EtのDL..I JJl^<

主休と消去 プリ.tト状 先の生dこ..｢一

1入†シL'ス:....

Xl持■:.

{,■■..,.中央の貢現 tt.○O-.-Fq( の空rVI..:.A: .I.. RIのDL

G I<-I q申g)_.

,†苅†t

IIlの川点

L1【川根

1力の一ー放
･l†#¢
一ll●.●■■l■

頒Jq的Et

･
.
.
-

---I.1 システム一■ Tlc'-iナ.■J'! の空rI1グ IJツト蛾Et､..:
●一■4)+一一ーI

C ー-● マーケットワン 7▼.Jaン4 頒JIJ的写I
FW::.I..I-

■■.■一■-

土面化.

S禾

可文t1

システム一

ノンフレー▲

Nラス.フ▼サ-

主体と消去

0)空rLrl

凹凸の丑i野

FRP

一折抄什一I

a
天堀の1月五 Ih4)4+～

+.ドT-

一斤～什I一

叫7i■
･.=.-.l-

圭一石化.也

タテ.スリット テーブル の!2W ライトp'_∴

B ■く-I 'J)../1L～I 7TIJ).JJ) 規J(J的l巳t -.JFコ.JLl-
甲声_t1

システム一

I>^.Aり■l
主体と粥去

0)亡Nl

光'.lIJ.;I
･′′

･Jlー.ー､一`

申年_fD.

f73If*

一■0)L4五

atyI頓

J(力Q)Mh ■i～††一t n一Il■

川夫市
･.....i-

車両作._5t,7= 1リツト'....一
..●.I

A+■t■ー一lI

iL.-.Lil 主体と川五

の!空rVtI-.,.-I. 居禾 RサA.フ▼サ-

甲申
グリツト

G I(-1O J>▲一tウ化IJL Ill+

f<^1LJ-

班且l岬記t

グリツト.ーE -..,..､.I

可*t1

=Iテ--}

可yEt1

シ=Iテム一■

立件と親玉

の空仰

光の列8 EZZZ]
TII一●rt

一の月一玉

;六fylJG

J力の～放 ■i～十十一I Fr;社■

J^^■【

･,r::.).

-..-..

l]N:-FX,?,:
⊥休t1∴

▼■の■●rf

のモrLrl スリット光

C r<-12 九+J*hピん.JIlr レストウ.L! 規IIJ的lEt -ー=二:.I..I- 上■●■-.中1.

(D7).'J.:

仲子状のD｣

一～t

A†ンレ^0}A+

先の‡‡E～中央の長規

?_ T<-19 'JIツブ7▼,J1ン. 7T-JI>J) 規Al1的teI 周l司の表.吹 可事t1

システム一

主体と粥玉

0)空rVl

九●L.■干天*.
一}■

;書it5tJ,..

+0)JJI^ MAC)

P7Ilt

J(力のP放 ポ～叶小 I▼苅tA

JJI^d
イン ･●-一.I

土件と消去

のlせW

光るI1､JQ T力のAIIh naltl

tEEZ)サーフI^ 中央の手現 TLJ=^AL.A I一五∴l ■一■■I●t●P+

G I三-3< フ▼シ■ンl■ JtとAの■L.L

共7>.

光るー1J4

の什JI

Jtdq&ラー■-

■
▼りこ一■■IL~

一■JLf◆Q)

M夫

NI申申

l▼一II1

Jr力の一ーAI ー▼Jt■

■一t
Iー■■Et:■'. ･......i-

a
叫チコ吠Q)Dし

t:I

tRーlq}■tL.A

･イン
./+-A.-▲ グ1)ツト.let ･...,血 Fi.ユニット

C rt-1ー t■■フ▼ブリ../ク ナ◆入●イJL'

!′■.-.A-A

J7)E弔の鼓Vt

･●...I.I.

｢町】たt1■-.:'1.

JL+._▼グ■?ー

ー丁文t1

ヰL)岸ホ

上､T■めV

(ー折Zn)

土什とLFl五

Q)<N1

EEZZ]
r▼.れーt

tIIq)J～P* ni社t■

1JI^d

l一山 11ILIllp[l

情事田D'である申r..llt_精神性に蒼F1し42作品にお什る些rnの 7u辛!去_拍手●ttの 出りス ト(B*1t)tZn

さ

同
6; 長一兄tAt i&†H■作

･ト.…作
∩

先の!空W■ T7i8t1 空rV1¢川^ Ed
アイP土-

!I!In

lrIJr

一肌7+ち

b
rF晶書号 用i*

H

∈_ tA,>N-I 中央什≠

.)..-.

lN-∈Xの

-(暮一巾7LーI

l■f免

γブローナ

I.T状0)DL

ーE■

九0_ぴE～

■^†ンレA

●1■の■■ーt

..l..-

A
山EET

LLJZZ
主件と舛去

の■ケlⅥ

光の一一7J

一ーーIhI4●■一

llt■のJL～P1

-一暮1ヽ

ド
■く-tO イシtイ一†ケ フ▼シ■ン■ AA▲q的tet l7]EiT4)異状

主任

キ†ンテノ.

L'1<--a)～

主任と川虫

のrTW

l■の17ZIq ∫′ーの一lR

●I○●●Pt

PJI一l

1Jl^+
7E)▲フ▼-^ト

F I<-21 A-′1-一ヽT-⊃イケ
+_tT 班一Ir].的Et JZIPlの_弄机

中央の最tt

千_Jrンi-f.

レ′<-のdt

土休と1月玉

の■ケW

K千状のPL

L!lr

tラ｢±の

l▼7,rf

●■のn一If1 什dの1◆1

の川^

J力の●■At r一i社■l

1Jll^<

し l<-*J
▲ケーイ- A+I 1且JIJ一巾Rt -J▼二て.).-

･●-一-.I.

bj1ナる､

オブジェ∴

･l..メll.

(スタート)■

∪†■ラー■

曲r1る..■.

主t&と叫太

の†lⅥ

Et.央正Aの

L4^

JL力0)At汝 ーI■■

1JI^■l

H ●く-ZI I-Ir,
オフ<_入 姐JIJl杓lEt こ;Fコ一.L 】■の■J(t1

JI円I(初)∫

一!1-I.,

TdI一ーナ^
EE]
アブ○-チ

光t

l1^光

川人■

一l●l■.■■l■
--′-l

□ +71^ 立方件.:■■

フレー-J▲●/

土休と月■五

のtとW

光.曲LAの

文事ー

■のJJl^ Il■Q)J～r1

LJI^ー((

杭AIJ的tet

●■い一-
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図-4.1.1離隔要因Dー空間性の抽出
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4.1.2インテリア･シェルターの床､壁､天井における多重性Dmについて

作品の時代順にまとめたインテリア･シェルターの多重性を示す前章の表-3. 1.2より､床の

多重性にについて考察する｡後期では,特に, K-33 ｢CA沌oxy乃木坂｣において,多重性と離

隔要因との関係性で説明すると､ 9Ⅳのサークライン蛍光灯(空間･設備的離隔要因)が内設さ

れ,またテーブル･イスの固定金具(構造的離隔要因)によって離れた腐食ガラスの光の透過面

(2重床の多重性)により,天井照明による,人,テーブル,イスの影が消え,金属の支柱(棉

造的離隔要因)の使用により､周囲の床部の白く光った状況を映しこみ､支柱の存在が消去され､

テーブルの浮遊性(精神的離隔要因)が形成されていると考えられる｡これは空間､設備､構造

といった実体的な構成を用いて実現されたインテリア自身に精神性が賦与されたものと考えら

れる｡このように後期作品の床では,倉俣史朗のデザイン特徴である空間の浮遊性の表現におい

て,欠かせないインテリア･シェルターの多様な離隔要因(空間､構造､設備要因)により離さ

れた多重性によって形成されていると考えられる｡

K121以後の作品では､壁､天井の多重性については､空間的,設備的､構造的,用途的,精神

的離隔要因の共存によって壁J天井が離隔されている場合が多く､ K-28 ｢ESPRIT香港｣, K-30

｢ISSEY MIYEKE渋谷西武｣ではスチールのメッシュ,エキスバンド･メタルが用いられた壁,

天井の多重壁は,周囲の原室内空間から離れ,自律した空間を形成し,周囲の壁と天井の存在感

が消去され,中空素材の透けた多重壁部分の存在が強調され､商品の浮遊性を創出していると考

えられるoIK-35 ｢きよ友｣, K-36 ｢COMBLE｣, K-39 ｢ヨシキ･ヒシヌマ｣では,奥からの光によっ

て透過された曲面は､重量性が軽減され､空間の浮遊性が形成されている｡ K-40, ｢リビナヤマ

ギワ･照明のショールーム｣, K-41 ｢スパイラル｣では,天井から吊られた床部にクリアランス

のある壁により,空間の浮遊性が形成されている｡

空間的特徴のグループ(A-M)ごとに,インテリ･シェルターの多重性を表-4.1.3にまとめ

た｡床,壁,天井のインテリア･シェルターの多重性と空間の特徴グループの関係を考察すると,

空間の特徴グループc (壁面化された収納)では,壁がすべて同一壁の凹凸があるWl ′であるこ

とにより,もっとも室内側の手前にあるインテリア･シェルターの平坦性が強調され,収納

がすっきり平面の内部に収まり,空間を単純化することに成功している｡グループD (2重壁)

では, 2重壁のW2がすべてに見られる｡これもKJ法によるグループ分類の内容と一致して

いる.一部W3であり, K-28 ｢ESPRIT香港｣はスチール･メッシュ第2壁面の凹凸のW2′, K-30

｢ISSEY MIYAKE渋谷西武｣はスチールのエキスバンド･メタル第2天井の凹凸のC2′は,

前期,後期を通じて,独特の作品である｡グループH (光る床,壁,天井)では､すべて, 2

重壁のW2, 3重壁のW3であり,光源の内設により,離れた光面による透過光は,空間の浮遊

性を形成し,グループM (多重壁)では,浮遊した3重壁, W3が多く｡特にK-40 ｢リビナヤ

マギワ｣では前途の通りW4, W5, W6と6重の天井から吊られ､床まで延びていない､下方に

クリアランスのある壁の多重性があり､空間の一体性､展示ゾーンの区画､プライバシーの確

保､空間の浮遊性を形成していると考えられる｡
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表-4.1.3 インテリア･シェルターの床､壁､天井の多重性Dm (空間特徴のグループ順)

床､壁､天井のインチリア.シェルターの多事性(空間特徴のグループ)

F]
l

諺
作品番号,作品名

床.F 壁.w 天井.C

合言

f

F⊂I Fー F1 完十

W

Wo W1 W1 W2 W2 W3 W4 W5 W6 亀†

C

C○ C1 C1 C2 C2 E十

A Fl クラブかyサド-ル 1 1 1 3 1 ー ? 1 1 6

-l9
山荘T(別荘) 1 I ク ∩ 1 ク ∩ 1 ク 6

′ーヽ葺+

B -3
甘食正々j1弓也ー 1 1 ラ 1 ∩ 1 i 1 1 7 I)

-8 シ∃ツプⅠ神戸 1 ー ク 1 1 ク 1 1 ? 6

-ー3 ショップファション.イン n 1 9 ∩ ∩ ク ∩ ∩ 9 6

-16 キロニー..インテリア.イン 1 1 I 3 ー I ク 1 1 ? 7

JEヽ膏+

C -2 レストランサ-力ス
1 n 1 F] 1 1 1 Fl I 1 ク 8

-8 マ-ケ.ソトr7ン ∩ I 1 FI ∩ n 1
.?
t 1 1

7
-9 ショップヴォーグ ー □ ク 1 I ∩ 3 I 1 ?

-1之 カリ才力ビル.BIF ー □ 1 F) 1 1 ∩ 3 ∩ 1 1 3 9

EP) 四季ファプリツウ 1 ∩ ク 1 1 ∩
.1
∩ ∩ ク 丁

′lヽ計

D -4 クラブジャド 1 1 2 1 1 I ー 1 5 1 I 2 9

-7 エドワ-ズアトリエ.東萩 1 1 2 1 ー 1 3 ー 1 2 7

r1

-25
ーSSEYMtYAKE.バり 1 1 9 1 1 1 1 A

-2B
ESPRrT.番≡事 ー 1 ウ 1 1 ∩ A 1 ∩ F] Fl n

EEZ]ISSr.YMEY′八E3穴tr虎rt甘ぇZ); ー 1 2 1 1 1 1 E] 1 ー 1 4 10

IhS+

E
-=1カリ才力ビル.lF

∩ n I
.i
1 I ク ー 1 ク 7

-18 ミルクボーイ n 1 ク 1 1 ? ∩ 1 7 n

ILヽ音+

ド -20
イ7t,-1ミヤケ.7lコム7T-スト I 1 2 I 1 2 1 ー 2 6

-2ー スパーヘアー.コイケ 1 1 2 ー 1 I 3 1 1 2 7

-34 lSSEYMLYAKEMEN一句† 1 I 1 3 1 ー ー 1 4 I 1 2 ○

小計

G -5 エドワード本書土ビJ 1 ー 2 I 1 1 3 I I 2 7

-10
hネポウ1LーJ払子イスプレイI什8Al 1 1 2 1 I 2 1 1 5

-14
プロジェクトルミ一サ-フェス 1 1 2 1 I 2 1 1 2 6

-l5 ミューズ 1 ー 2 1 g 1 3 1 1 2 a

′ト計
H -23 策-繊巧ショール I 1 2 I 1 I 1 1 5 1 1 2 E]

-31 】ss∈yMIY^KE神 1 I 2 ー 1 n 1 4 1 I 1 3 E]

-33
cAFEoxy乃木坂 1 ー 2 1 P 1 I 4 I 1 2 8

-3S きよ友 1 1 2 1 1 I 1 1 5 1 1 1 3

3

ー0

10
-38 BARCOMt〕L∈.l手間 I 1 2 I ー 1 I 1 5 1 1 1

′ト音+

J -2一1
ヤマギワ小会姐塁 1 I 2 1 1 1 3 I ー 1 3 8

′卜

J -29
D亡しGⅠNS▼UE}1(つESPRrT 1 1 2 I I 1 3 1 1 I 3 El

K -28 lSSEYMーYAKE.銀座松. 1 I 2 1 1 1 1 4 1 1 2 8

-27
rSSたYNEYN<E.ニュ-ヨーク 1 1 2 ■ 1 I 1 1 5 1 1 2 ○

小計

L -22 力クティ-(美容室) ー 1 2 I ー 2 I I 2 6

-Jl)
オブE)-モフ.堀圃 1 I 2 1 1 1 1 E] 1 1 2 8

-39
Y○SH】K]HZSZNUMA 1 1 2 1 1 ー 1 4 1 I 2 8

小言+

M -32
し∪CCH】N○BAR ー 1 2 I I 1 1 4 ー 1 2 8

1O
-37 パ-レストランゼ-ル 1 1 2 1 1 1 1 1 1 6 1 1 2

-.JIO
リピナヤマギワ 1 1 2 1 1 I 1 1 7 1 I 2 En

-+1 スパイラル
1 1 2 1 1 1 ー 4 ー ー 1 3 E]

-42 LAPUTA
1 1 2 ー ー 1 1 1 5 1 1 2 9

′卜計

合音十 42 42 了 9ー 41 41 18 23 1 15 4 1 1 l45 4ー 39 4 6 ■ 91 3之7
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壁のインテリア･シェルターの多重性は,前期と後期(1977年以後)を通じて第2の壁である

W2が多く,後期に第3の壁であるW3が多く現れ,この壁は床に空き,天井に空きが存在し,ま

た壁が透過性である場合が多い｡

倉俣史朗のデザインの浮遊性について､前期では､キヤンティレバー､吊り構造による､構造

的な手法による浮遊性が多く､後期では､中央部における､主体的表現として､多様な離隔要因

と多重性によるインテリア･シェルターの空間に対して､光の操作が加えられ､さらに周囲部空

間が従的表現として消去されることで､より中央の空間の浮遊性が強調されていると考えられる｡

4.1.3 インテリア･シェルターの床､壁､天井における空間的特徴S cのグループについて

1967年(33歳)-1991年(56歳)までの, 42作品を基に､周臥中央部におけるインテリア･

シェルターの床､壁､天井の離隔性と空間的構成と形態性すなわち｢概形的な空間の創造｣の観

点から, KJ法による分類を試みたoその結果A-Mまでの13の空間的特徴のグループを得た.

分類されたグループの時系列的な出現分布を表化した｡これを表-4.1.4に示す｡各グループの

特徴は以下のとおりである｡

表-4scから読み取れることは､ 1976年, 1977年のK-20,21作品はこの年代において､単独的

作品であり､またこの作品の以前ではA,B,C,E,Gグループが存在し､それらの空間的特徴がその

時代間の空間的特徴をあらわしている.また､この作品以後H, Ⅰ,J,K,L,Mグループが存在し､こ

の時代の空間的特徴をあらわしている.すなわち､K-20,21は分岐点的作品であると考えられる.

ここで1976年以前を前期(1967-1976)とし, 1977年以後を後期(1977-1991)と位置づけする｡

表-4.1.4 4 2作品における空間的特徴のグループ

インテリア.デザイン42作品一望問年寺徴のグノレ-フ`

年代

A lB C D ∈ F G H □ J K L tE)
空間の 棚受け 壁面イヒ 2玉堂.

J支.膚的

な壁

一体I生 キヤンチイ ′る書再造 光る スペース アサ- t末と壁 自律する 多重壁
錯視 EZ= された フ7.サード レ′く-の 柱.染､ 床 ･フレーム 地と図の の 王空間

･シスナム

ユニつ′トの

氏

収納_

45度

の壁面

と

インテリア

棚と､る自立

テープノレ､

吊リ天井

壁

天井

反転 同一材

1967年 K-1

1968年 K-2

1969年 K-3 K-4 K-5

1970年 K-8 K-6

K-9

K-7 K-10

ー971年 K-13 K-12 K-ll

1972年 K--14

K-15

1973年 K-16

1974年 K●-17 K-18

1975年 K-19

1976年 K-.20

1977年 K-21

1979年 K-22

ー980年 K-23

1983年 K-25 K-■24 K-26

1984年 K-28 K-29 K--..27

1987年 K-30 K-34 K-31

K-33

K-32

1988年 K-35

K-36

K-37

1989年 K-.38

K--39

1990年 K-40

K-41

1991年 K-42
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･Aグループ[空間の錯視]は1967年に作K-01[クラブ カッサド-ル]があり,高松次郎によ

る｢壁面の人影｣は,現実には単に描かれた人影にすぎないが,すりガラスの向こうに2人が会

話しているような状況が体験され｡視覚のもつ常識性,既成概念が問われている｡ 8年後1975

年にK-19[山荘T]では,奥に狭まってゆく上り階段の両側の壁面は階段上部からの光によって,

この両面の壁面が明るくなり,壁面が折れ曲がって見える錯視が生じている｡この作品の背景に

も,視覚と既成概念の問いかけが現れていると考えられる｡

･Bグループ[棚受け･ユニットシステム] 1969-1973年には,このグループのがK-03[時計･

貴金属タカラ堂]に始まり,合理性,機能性を超えたシステムのミニマリズム的表現として,形

成されてきたo

･cグループ[壁面化された収納]は,インテリア･シェルターの表面の凹凸性を採用することに

より,展示･収納の棚の煩雑性を消去,単純化された空間が生成されたと考えられる.

･Dグループ[2遷壁]は,インテリア･シェルターの壁が2枚のもので､前期のK-04[クラブ･

ジャド]において,天井まで伸びていない,水平のステンレス･パイプの第二の壁の採用により,

用途の異なる空間を上部では一体性を確保し,視覚と動線のつながりを区画することで,新たな

壁の存在が形成された｡

後期のK-28[RSPRIT],K-30[ISSEY MIYAKE渋谷西武]において,スチールのメッシュ,バンティ

ング･メタルによる中空性を持つ第二の壁によって,壁自体の存在が消去され,商品の浮遊性が

形成された｡ Dグループについては1969年-1970年の前期･前半と10年以上の空白期間を経て

後期･前半1983-1987年に,再度同手法が展開された｡

･Eグループ[ファサ上ドとインテリアの一体性]は,インテリア･シェルターから離れた,中央

什器の内から外-の一体性は,空間の繋がりに伴う,意識の繋がり,開放感を形成したと考えら

れる｡

･ Fグループ[キヤンティレバーの棚,テーブル]は1976-1987年に展開された｡特に1976年･

K120[イッセイ ミヤケ フロムファースト]では､ 1200×2400mm･ディスプレイのテーブル

を浮遊させて見せるために,壁からのキヤンティレバー構造の採用によって,床とディスプレ

ー･テーブルの間に支柱のない空間が生まれ,また天井からの照明によって,テーブルの影が床

に落ちることによって､よりテーブルと床のクリアランスの空間が強調され,浮遊性が獲得され

たと考えられる｡この構造手法によって創出された浮遊的空間は,この時代のインテリアにおい

て画期的であり,衝撃的な空間の出現であったo 1977年･K-21[スパー-ア- コイケ]の2作

品はこの1976年, 1977年それぞれの唯一作品の単独的作品であり,分岐点作品としての空間創

造手法であると考えられる｡というのは,この作品以後,倉俣の作品には,新たに曲線や曲面が,

65



空間構成,すなわちインテリア･シェルターの空間的な離れ方;面のフォルム,面のパターン,

面の照明に現れ,それにより,自由な表現世界が形成されたと考えられるからである｡

H, Ⅰ,∫,K,L,Mのグループは後期にのみ現れ,倉俣の後期を代表する空間創造手法であると位置づ

けられる｡

･

Gグループ[光る構造体,光る自立体]は, K105, 10が代表作晶で､線的な光る透過性の構造体

で､什器の支柱,柱,梁が透明アクリル､乳半アクリルで作られ､構造として用いられその内

部に蛍光灯の光源が入れられることによって､構造体の存在感が消され,棚,商品が空中に浮遊

するようになるプロセスを生み､浮遊性のある空間を生成させている0

･Hグループ[光る床,壁,天井]1980-1988年の後期は､原室内空間と光る透過面としてのイン

テリア･シェルターの間に光源が入ることによって,透過面の奥の屋外から光が差し込み,イン

テリア･シェルターの光の透過面の重量感が軽減され空中に浮いたように,かつその透過面の内

側の棚,商品もやはり空中に浮遊したように見え,浮遊性が形成されていると考えられる｡

･ Ⅰグループ[スペース･フレーム]周囲から離されて中央の空間部にはめ込まれた立方体のフレ

ームの空間であり､フレーム内の包まれ感､フレーム内とフレーム外の空間的繋がり感がある空

間である｡

･Jグループ[ファサード地と図の反転]K-29では､ファサードの窓が不透明のブルーの扉､その

周りの外壁がト-メイ･ガラスになり､通常の光景と反対の関係(周囲と中央の反転)でデザイ

ンされている｡

･Kグループ[床と壁の同一素材]は､床と壁が同一素材のインテリア･シェルター空間を示し､

この空間の特徴は､周囲､中央にある展示のテーブル等も同素材で制作され､その同じ素材の粒

子によって､フォルムが消去され(地と図の区別が認識できず)､商品だけが､目立つ､浮遊す

るというプロセスが形成されていると考えられる｡

･

Lグループ[自律する空間]は､中央部の空間でオブジェ的な自律的表現の空間を示し､中央部

主体的表現が形成され､後期を代表する空間創造手法と言える｡

･Mグループ[多重壁]は,インテリア･シェルターの多重壁､ 3以上の多重性空間を示し､最終

局面の1987年-1991年の後期に展開されており, K-32, K-37から始まり,特に1990-1991年･

後期･後半のK-40[ヤマギワリビナ本館･和風照明フロアー], K141及びK-42の3作品は､土の

時代において単独的,独創的な空間創造手法と考えられる｡

66



412 インテリア･シェルターの空間的離隔性とフォルムとパターンの考察

4.2.1インテリア･シェルターの床､壁､天井における空間的離隔性D

空間的離隔性Dについて､前章の図-3.2.2および表-4.2.1から4.2.8より､空間的離隔性の

出現頻度順に考察を以下に述べる｡これらの関係を図示したものを図-4.2.1に示す｡

･並行離隔性について､原室内空間の壁Woの手前に意図的な並行離隔の壁･壁Wlが4 0作

品すべてみられる｡並行が多い理由は､ WoとWlによってできるクリアランス空間は胴縁等の

下地､断熱材の内設､コンセント･ボックス内設等から要求される最小必要原の省スぺ-ス性､

合理的な空間利用性によるところが多いと考えられる｡

･斜め､曲面離隔性について､斜め離隔は､作品K-12,K17おいて､断面の壁に現れ､

K-27,K31-K42において､平面の壁に斜め離隔が現れている｡断面方向の離隔は､床と壁､壁

と天井をつなぐ部分に､斜め離隔が現れている｡平面方向の斜め離隔は､ WoとWlによってで

きる斜めのインテリア･シェルターの壁は､狭い空間から広い空間-､あ.るいは広い空間から狭

い空間-､そのような動的な空間性が読み取れ､客が導入性する際の期待感､期待感､.気持ちの

変化を生じさせる効果を伴う離隔であると考えられる.曲面離隔は､ K-21作品以後､平面方向､

断面方向に現れ､まとまり感や包まれ感があり､倉俣デザインの曲面的空間の作品を代表する離

隔性であると考えられる｡

･多重離隔性について､この壁は､ほとんど天井まで延びていない､ 700-2100mm程度の高さ

の低い壁または､透明､半透明の壁である｡空間の広がりの確保､用途区画､プライバシーの確

保､気分転換を成立させていると考えられ､空間性､精神性の強い離隔であり､後期作品に多用

されている｡またこの離隔性に光の換作が加わることによって､多重壁により浮遊性が生じ､浮

遊感が創出されている｡

･中央離隔性について､ K-5,K-10は可変性のある中央ディスプレイの作品に始まり､後期作品

において中央部が主体的表現､周囲部は従的表現となり､空間の浮遊性を創出させていると考え

られる｡

･直角離隔性について､用途区画的理由が多く､用途離隔要因と同時に存在することが多い｡

これは異なる用途の空間を仕切るのに､最小距離となり､合理的な解決方法であると考えられ

る｡

･段差離隔性について､平面方向の段差離隔と断面方向の段差離隔があるo 断面方向の段差離

隔は､壁面化展示､壁面化収納を伴う用途離隔要因と同時に存在することが多い｡

後期(1977-1991) K-35,36にて､中央部に､多様な空間的離隔性が複合され､主体的表現

となり､自由な空間構成､生成により､空間の浮遊性を創出させたと考えられる｡
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表-4.2.1インテリア･シェルターにおける床､壁､天井の空間的離隔性D (空間特徴のグループ順))
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表14.2.2 離隔要因D ′と空間的離隔性Dの関係性(時代順)
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秦-4.2.3 離隔要因Dーと空間的離隔性Dの関係性(空間的特徴のグループ順)
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義-4.2.4床に関して42作品におけるインテリア･シェルターの離隔要因と空間的離隔性の抽出リスト

庚に関して42作品におけ るインテリア.シェルタ-の乱隔要因D′と散隔性Dの抽出リスト

81.仕上准隔 82.空
rEll離隔 83.設備亮t隔 84.構造離隔 b.用途離隔 c.精神六tF苗 E)

12 10 3_4ー5 6.7_8_9_ー0 ー2.4.5 6_10_ll.12 4ー5 10 1.2_4

111?13141F[ 1F;17?0 15 1ク1RIF; rElrrFF)

2122232425 2627282930 21222324 21.22.23ー2425 26.27.30 2122 2627

Fl

3lー32.33_34_35 36.37_3839_40 3乙35 35,36_37.3〔【 3ト3乙35 36.37.38ー39 32.34_35 36_37.38 33_34

4ー_42 42 4ー42 42

3 l40 20 24 [14 4 ー05

'J.:.≡:▲

乍品香号

号十 A 山

曲面再t隔

作品音量

!十 山 q ■

直角亮t隔

作品#r号

F)

5 5

D A 山 EI

D3二2 !段差亮t隔

.作品電卓

6 6

19 ー6.19 ー9

32_34 39 32.34

5 A 2 3 a

,__j:i.

作品茸号

き十 山 山

.-.萱≡

喜★ 也
く全き十 3 46

●

ク 14

秦-4.2.5 壁に関して42作品におけるインテリア･シェルターの離隔要因と空間的離隔性の抽出リスト

に関して42作品におけるインテリア.シェルターの態隔要凶D′と態隔性Dの抽出リスト

8l.仕上六書隔 82.空rTBl夫t隔 83.設備離隔 84.t美遣先書信
b.用途六t隔 c.精神At隔

汁

D1∴並行柾隔

.-.妻~

ーー4.5 ー_9ー10 ト2_3.4_5 6.7ー8ー9 2 8 3 8 2 El □ 8

1トー2_13_14_15 l6.17.18ー1920 ー4_ー5 ーー 13.15 ll_12_13 14_15

24_25 28ー30 2し22.23.25 26272e2930 21 28.29 262729 25 262729

3639 3ト3乙34_35 36_37■_39ー40 3135 32

4142 4l

十 12 qIII■■■■屯 l7 ■■■一■屯 ■■■■■瓜 l■■■■■厄 83

斗め串t隈

乍品菅号

+

1クIS 1lTlq 17 15 rF)

2ー 27 21 2ー

3ー_32_35 36373839_40 3335 3ー3839_40 33

4ー42
4ー42 41

18 A □ F) 5 3ー

D2=2■曲面掛声

...至-

Fl

EL

2し23.25 30 23 21 2325

3?35
.:...

36 36 35 173R3日4∩ つク FE)

4ー42 EEL 41

14 2 q lー 5 29

D3__-lJ直角亮t隔

.作品番号

書Li

4 3.4 7ft

20 ー5 17 20

26_

34 3ー 3638 34

d ク Jln ク ー5

D3-2 段萱離隔

.-.皇-

E]6.9 2 6.9

ー9

2() 28

34 34 34

5 u■■■■■ヨ ク 12

多軍掛声

.I.套≡

+

E) 7 E] E)

23.25 30 2325 23. 30

33.35 36.37.39.40 33.35 363T39ー40

4ー42 4142

13 3 l1 27

D4-2ーー雪央離隔

_Jf品菅号

R

5 10 5 ー0 5 ー0 E[ 5 10

18

21.24 2830 24 2325 2124 28.30

33 38.39.40 38.3g.40

414ク
414ク

ー3 3 2 3 ■■■■ー 32

L含喜十 ー2 100 13 15 45 44 229
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表-4.2.6 天井に関して42作品におけるインテリア･シェルターの離隔要因と空間的離隔性の抽出リスト

天井に関して42作品におl るインテリア.シェルタ-の敵隔要因Dーと離隔性 Dの抽出リスト

日1.仕上六t隔 e-2.空間ぷ隔 83.設備六t隔 84.構造離隔 b.用､ 途兵長隔 c.精
神穀隔 富十

並ti離隔 9.10 2.3_4.5. 8_ー 乙3_4_5 6_ー_9 5

ll.ー2_13.ー4_ー5_ 16.17_18_1920 ll_12ー13.14 16.17.T820 17. ーー ー3_14 1ー

作品茸号

蘇

24 28_30 21.22.23.24. 2627282930 212223 26_2729 28

36373q4n 3?333435 37:ーRlq 3?333437 40 4∩ 3台

414ク 4ー4ク 414ク

【ー0 34 28 l6 ■ E) 83
斜d)離隔

作品寺号

岡

38

rI rL
:::lJ.二l..

l,-.童~

6

24 30 24 24 30

I+

35 36 35 36.39 36 35 3639

5 4 ■ E5 ー5

ー≡ii-≡.... m

l.-.蔓A

≠ ■ □
-I;I.≡,..i

作品番号ー
ー9

n ■■■■■■l D
I.p≡-.≡.z,

作品春草_ 2830 30

35 35

+ 3 2 5

●●■■L≡P-..

作品寺号

FI d
二舎7+ 10 EE] 32 7 ■ 13 106
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義-4..2.7 離隔要因･ Cと空間の特徴グループ(A-M)の関係性

空間の特徴 a1イ土上げ a2空間 a3吉倉僻 a4‡再】豊 b用途 c精神

A 空間の名著視 1 1

B 1軸受け.ユニ.yト 1 1 1

C 壁面化展示 1
1

D 2寮監 1 1 1 1

E 一体†生1NとEX
1 1

F キヤンチイレバー

の棚､テ-~7ノレ

1 1 1 1

G 光る塀】皇体 1 1 1

ー｣ 光る床､壁､天井

1

1 1 1

】 スノく-ス.フレー-

_A

1 1 1

J i也と匡ヨの反転 1
1 1

K 床､1;ieの国-材 1 1 1

L 自立すろ空間 1 1 1

M 多量壁 1 1 1

合計 213 2 2 10 9

舛郎隔惟.Dと舛閤の特徴グ′レ-プ(A-M)のr#1快性

空間グループ

D1 lつ2-1 D2--2 I.)3-I 亡):ー2 i)-1-1 い,-12

並行残任隔 斜め雛開 曲面挿花阿 L'r':.亡 段結句tt悶 多盤削陥 ･ーJ央恥け蒔

A 空間の緒祝 1

B 悦月実二けユニー/ト 1

C 星空面イヒ展示 1 1 1

D JtKLi= 1 1 1

E 一体I生lNとEX
1

F キヤンチイレバー

の相月,チ--プル

1 1 1

G 光る千拝趨体 1

= 光る席.壁､天井 1 1 1 1

I
_スJ,i-罪.フレーム

1
1

J 土地と図の反転 1

K 1末､BJeの同一材 1

L 自立-T-る空間 1 1 1 1

M 多重壁 1 1 1 1 1

合計 13 5 4 2 1 こ.～ 3

注)あるグル-プにおいて､各･離陽性1-2-〕の空白であ山王共通の取掛せとLてかンン卜する･･一
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床

図-4.2.1インテリア.シェルターの床,壁､天井における離隔要因Dーと空間的離隔性Dの関係性
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表14,2.1より､空間的特徴のグループに着目すると､後期のHグループ｢光る床､壁､天井｣

K-2,3,31,.33,35,36､ Mグループ｢多量壁｣ K-32,37,40,41,42の壁では､斜め離隔,曲面離隔､多

重離隔の共存が多く現れているo

これらの代表的事例の空間的脚南性を下記の表-4,2,9に示すo

義一4.2.9 空間的離隔′性の代表事例

空間的離隔性D

D1 D2 D3 D4

･M ･□
♂一
.[巨
[l甜口M 汁...宕

並行離隔 斜め離隔 曲面離隔 直角離隔 段差離隔 多重離隔 中央離隔

1 2 1 2 1 2

前期
1967.-

1976 7｢十■.＼
最も多い

離隔であ

る

■

l1】l-

用途性が
強い

管
･十_9∴1

壁面化収納

cグループ
2重壁
Dグループ P∴.千

後期
1977.-

1991

｢=:-r
u

1l､lrtl

中央主体

表現の多

い離隔で
ある

経済的､ 導入性 包まれ感 用途区画 周囲壁面
空間の-体性

用途区画
中央主体､

合理的使
用性′立方
体の空間

期待感.

開放感

浮遊性

まとまり感

浮遊性

性

K-26

の平坦化

の強調

K-13

プライバシー

の杜保

gL分転換

浮遊性

周囲消去

浮遊性
K-07K-36 K-23,36

K-04′40
K-05′10

空間的離隔Dの空間形態の抽出について

表14.2.10-4.2.22より､考察し以下の知見を得たo

･床,壁､天井に平面が最も多く,立方体の原室内空間､インテリア･シェルタ-を形成してい

るQ 周囲の空間は消去的表現が多く､手前の中央にあるインテリア,シェルターは主体的表現

が多い｡

･床は8タイプの空間形態があるQ平面の次に階段や段差が多く現れているo水平性は使用上求

められる空間的特質であり､階段､投差は心理的変化を生じさせている()

･壁は29のタイプの空間形態がある｡平面の次に､ 2重壁､中央オブジェ､斜め壁､曲面壁､

直角壁､多重壁等の多様な離隔が多く､空間構成､生成の自由化を生み､構造的操作(キヤンテ
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秦-4.2.10 離隔要顕D Jの空間性に着目した空間性､精神性抽出(時代JuE)
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義-4,2.11離隔要因D ,の空間性に着目した空間阻精神性抽出(空間の特徴グJi,-プ順)

政信要因,DーT;叔LC=W件拝力作に落日T_42Lt-nF)_における中村O)碁托羊連_技油M=のりストf窄RZ1略称a)JllL,-プー

3

空f田性 f'■.=

空rE-l堵成 空r埼玉成.ー一fF †■一

キー EE3Eg ∩† 先の空r+1
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離隔要因Dー､空間的離隔性D､面のフォルムF､面のパターンP等の観点から

空間形態空間リストを作成した｡

表-4.2.12 インテリア･シェルターの床一空間形態リスト

空間形態.リスト(蘇)

/′

平面床1

空間の特徴グループ.作品

<J:≡4#/

斜め炭4

空間の特徴グループ､作品
A..-M C 45○の車両

K-17 四壷ファブリ､ツク

D′.鮭隔専一天ー Dノ.由種隠重囲

a1仕上l1的 a4手書遭的 a1仕上げ的 a4手書遭的

a2空rq的 一三=-■: 82金川仙 b用途的

a3投嫌的 c事■神的 a3互生6L的 c耕神的

D.由佳6f* D.由佳隔 性

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

匹::Eコ いJ1′､JtL■ I.llAJIER I.さー暮■IR ●rltl■ 1.抑I叫 †★1,■t■一 1.多王一l捕

{+dLIIAJJL 之.LR丑▲lq 2ー中央JILB 2-由一mllh 2.尾登一一ーl 2.中央一一円

F一面内フォルム F.面内フォルム 1平面

p.面内パターン p.面内パターン 1熊】也

M.面内マテリアル M.面内マテl)アル 4.1カーペット

L.面内開明 L.面内照明 3間接光

/乙

/"L2-

格子-うt床2

空間の特徴グループ､作品

JゝJ;i:覧≡;I

l落度5

空間の特徴グループ､作品
H 光る床 A E FM

K-33 cAFEoxy乃太1左 K-ll カリオ力ビル.1F K-38

K-18 ミルクボーイ

K-1g LIJ#T

K-32 L∪CCHⅠNOBAR

K-34 ⅠSSEYMIYAーく∈MEN南†山

D′-)細隅専rXl Dl-離隔専一刃

a1仕上げ的 a41事i丘的 a1仕上げ的 a4株逓的
-rp.■,≡ b用途的

a2重刑由 b用途的

88政一一的 c竹村的 a3投織的 c*7+的
I;1≡振ー D.&FE#

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

血f)ーIt I.事ld)bq 11LA一ll■ I.8JiI■lA ■r1+I ト缶ld)一t用 トit++JA I.多才L一lA

:;:L,...
2一皮兼一■l■ 2.中央Jt叫 :≡:.:..二 2.瓜■Ll■ .--こ.I:

F.面内フォルム 1平面 ド.面内フォルム

p.面内パターン 2b一円p照明.3ケリ-/ト P一面内パターン

M.iii内マテリアル 9.之J耳食ガラス M.面内マテリアル

L.面内照明 3拡取透i色光 L,面内照明

d#42A<~~

平面.スリット光3

空間の特徴グル-プ.作品

段尊氏≡6

空間の特徴グループ､作品
C 啓面化された展元 F キヤンティレバ-の棚

K-06 マ-′T'.ソトワン K-34 lSSEYM]YAKEM∈N南†山

D′.離日肩書園 D′り組隔専EZ]

a1仕上げ的 a4練達的 altt上げ的 a4ーー遭的

a2.空rLq的 b用途的 82空rLh的J `j=)■'=

83故d[的 _こl;;; a3設備的 c輔神的

D-虹性 D.離P性
D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

+rltI T.斜d)一1EZL 1.正AkE& ト●J+l一 血F.一l■ ト中や一ーLA ト1+■■ ト◆1+l一

.:::(】'p. I-JB+++ 箸.中央暮tJX 2一曲BBttJ) I★Jt+■I 2-q)91AII8

F.面内フォルム 1.1平面.38筏差 F.面内フォルム 1

p.面内パターン 1無地 p一面内パターン 1無地.2スリ-,トーヨコ

M.面内マテリアル 3.2ラバータイル M.面内マテリアル 2テラゾタイル
L.面内E宅明 3放散誘;a功T L.面内庶∈明 なし
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表-4.2.13 インテリア･シェルターの床一空間形態リスト

空間形態.リスト(床)

!1_

-■A壷i

空間の特徴グ ループ､作品 空間の特守 故クループ

B ユニットの床…
∩
d

K-16 キロニー一インテリア.イン 川■■ロ
m
u d ij

a H

也
u

□
I

lー■■山

D′.離隔妻
H Dー.離隔重囲l

仕上げ的
a41

構造的 all仕上げ的 a4;
国 当節綿棒∃掛買草書撃

沓-ト≡-I..:
a2t空間的 bt用途的

__/4

設備的 ci輔神的 a3!設di的 c!精神的

D.離隔性 n H
H D.離隔 性Z

D1 D2 D3 D4
口
HI

D1 D2 D3 D4

1.斜め粁隔 ≡,-....-._ 1.多王tt稿
並行fL一再 1.fIめtt隔 ー=.■...._ 1.多Jt枇l4

2.曲iiitt隔
･iLi-:i,.

2.中央tt隔 H 2.曲iii枇隔 2.段差It】巧 2.中央Ml再

7

i._'J1払t..t4ー

F一面内フォルム 1平面l F.面内フォルム
b

p.面内パターン 1無地､3グリツト p一面内パターン

M.面内マテリアル 2タイル.4カーペット M.面内マテリアル

ユ~ツトの一夫 L.面内照明. なしj q L.面内照明

千

エレべ

山
I

H

n
■

T

I

≠-

u
ト

‖
】

M
u

8

空間の特徴グループ､作品 空間の特徴グ ループ､作品

G光る自立体■ u
K-05 エドゥー ド太社 ビル

li

I l■■■l
dlI-

q 叩■■山

u I

Dー.離 隔要因t士 D′.離隔要

all仕上げ的
鷲踊iJ:凍窯 all仕上げ的 a4

醤盛改造慧野盛≡▲.-:I... b a2ー空仰的
b

･ら,Jt-A.I..

嘗獣毅漸軒漂 c与精神的 a3l設di的
C

D.離隔

L1

荏ll D.離隔性

D1 D2 D3 D4 DID2 D3 D4

■+

'<

1.斜め離隔
丁;...一-.

1.多Jtttl高
並行Lt隔1.斜め机隅 1.甘角YL隔 1.多JLtt桶

2.曲面It向 2.段差ttl高 2.中央Kl高 2.曲面椛l一 z.段差■t印 2.中央杜仇
･.r.1也.J'b.1-一二

F.面内フォルム 1平面.4.1凹面 F.面内フォルム

p.面内パターン 3グリツト p.面内パターン

M.面内マテリアル 3.2ラバー タイル M.面内マテリアル

L.面内照明 なしi L.面内照 明

n
u
∩
■

I

F

■

n
t

空間の特徴グループ､作品 空間の特徴グループ
I

u
【
I

D′.離隔要 D′.離隔専

a1!仕上げ的 a4
仕上げ的

a4

空間的 b 用途的 空lⅦ的 b

設備的 C 精神的 設併的 C

D.離隔性 D.離隔性

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

I.㌻l-.- 1.斜め離隔 1.直角粁隔 1.多重離隔 並行tt桶 1.斜め机栴 1.直角*L同 1.多重M一再

2.曲面忙同 2.段差ttB4 2.中央MFA
2.曲面離隔 2.段差it隔 2.中央取隔

F.面内 フォルム F.面内フォルム

p.面内パターン p.面内パターン

M.面内マテリアノ
レ M.面内マテリアル

L一面内照明 L.面内照明
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表-4.2.14 インテリア･シェルターの壁一空間形態リスト

空間形態.リスト(壁)
lf

,

ト

d

空間の特徴グループ､作品 *LL..E=

A-M b
M 多重壁

ヽ

K-4.6.8.18.21.23

k-30 lSSEYMY^KE;I,7谷西‡t百貰店

D
K-31 cAF∈OXY乃木坂

K-32 LUCCHⅠNOBAR
i

K-34 lSSEYMY^KEMEN甫青山

K-40 リビナヤマギワ.

Dー.離隔妻
マ.ミ沖ヽ′ー◆r

D~.離隔要
調常棚耕pp
イ■h■~抑■■'■~ a4l柵造的 仕上lf的

a4
親菱碑撃轡撃...sF,_b ≡.....-=-...

m
l

f

u
n

a3ー設備的 C
a3 .設備的

,.事ーノ

I...声ー,.

D.離隔性 m u
m

M

Dー離隔 悼

ー､.t.て一y,..

q
D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

1.斜めtt隅 1.iE角tt隔 1.多重離隔 I-::..J-A..塗1.斜め離隔 1.直角tt隔 誓毒趨:JbW
n
r

~r-■■

2.曲面It隔 2.段差tt晴 2.中央社隔 2.曲面甘稿 2.段差離隔

■!碧』也.,...､､..,},.

2.中央It隔

F.面内フォルム

2畢壁 4

F.面内フォルム FIF3.1q

u
P.面内パターン

一

n
i､

n

P.面内パターン P1.31r
M.面内マテリアル M一面内マテリアル

l1■■a L.面内.a.5明 L.面内照明

bb 空間の特徴グループ､作品

WI
b
円
b

■`~ー?

｣

空間の特徴グループ作品

n
l

;∴二丁-.ノ

∩
m
N
b
u
l

■

B 棚受けユニットシステム H 光る壁

ヽ

n

u
K-13 ショップファション.イン K-31 ⅠSSEYMⅠYAKE 神戸

m
D

b
Hq

u

D′.離隔要 b
～ D'.離隔重囲!ま

alltt上rf聖I.り‥■んJJ■+叫ーちヽ'-L1)' a1
仕上げ的

a4
筈弱鞘讃葡萄際蓑

-.-....写.E▲...;■..L..
==,;.:.

a3事設備的 C 葺聾類煤蓋醗酵書.
;>p■.,;_や.4/.

p
Ci

.▲とー一.′～

精神的

D.離隔性.I D.離隔性i!
D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

1-斜めtt隔 1.直角離隔 1.多王It隔
1.直角離隔 1.多重it隔

_遊性.ij -I.J.L
2.曲面tt稿 2.段差tt隔 2.中央恥隔 遅達性 2.曲面tt隔 2.段差離隔 2.中央At隔

F一面内フォルム 1平面.i F.面内フォルム 1平面､2.1a折れ面
P.面内パターン 3グリツト､4.2ドット P一面内パターン 1無地2a半透明

_壁.ツト.2

M.面内マテリアル 1.4プラスター金ゴテ

.Z,重畳_光る壁 5

M.面内マテリアル 9.3枚ひび割 れガラス

格子.ド L.面内照明 なしl L.面内照明 3全拡散照明■

J7

空間の特徴グループ､作品

./

n
H
H

1

空間の特徴グループ作品

B 棚受けユニット.システム D 2重壁

ヽ

b

■
K-08 ショップ神戸. K-04 クラブジャド

K-32 L∪CCH ⅠNOBA R

q

D′.離隔要 nI
D,.離隔要因i王

a1;仕上げ的
呈耳冒言三軍

,締着臓ij三-.三
…謹麺一編a4

-.I-: ●==6.二;

:.,I:..

書巻箸■-,i;I_i,i三≦垂虎醗芸6雷妻三好モ

蛋ま追慕親衛釜 琶案監語葡帯蒔芸…
a3…設備的 C

D.離隔性z 山 D.離隔性' ■

D1 D2 D3. D4 D1 D2 D3 D4

並宥岳輩牽
1:ー.こ1｣希う孟,.=J.言.二√,.:

LIL.I

萎宅妻笥姦

1.斜め軒隔 1.直角離隔 1.多重青色隔 壷垂草葺き.
.＼./■-.-iナ'-/

1.斜め離隔 1.直角離隔

′~-1Lヽべ㌧.

字音董肝塙ニー,:

_逆性主

垂
l3

2.曲面離隔 2.段差離隔 2.中央離隔

tI.一-...

2.曲面離隔
=.一.;l..

2.中央I生l高

F.面内フォルム 1平面i F.面内フォルム

P.面内パターン 2b半透明.2.1スリット

6

P一面内パターン

M.面内マテリアル 8a乳白アクリル M.面内マテリアル

し.面内照明 3全拡散照明 L.面内照明
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義-4.2.15 インテリア･シェルターの壁一空間形態リスト

空問形態.リスト(壁)

A

空間の特徴グループ､作品 ■
空間の特徴グループ､ 作品

M 多重の壁 C 45○の壁面毒

K-40 リビナヤマギワ K-12 カリオ力ビル.B1 F

K-4l ス′くイラル K-17 四季ファブリック
m ～

u

d I I

D′.離隔要 D′.離隔要 n
I

a1!仕上げ的 壁.応一.ち.-...'■F当‥.A.i 仕上げ的 a4

-.;.flrコ-.野打方●..･..-.i..-L-.JJ.;三.r-j…;.至.A
I-;. b

a3i設備的 -..,≦.I...±=;≡ 謹甫蒔藩lC 精神的

D.離隔性il D.離隔性

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

並行離隔 1.斜め取柄 1.直角ttl高 1.多よtt隔

斜め壁(

淋i毎≡.1.直角MF再 1.多JL帆】巧

2.曲面離隔 2.段差離枯 2.中央I‡隔 2.曲面ItF4 2.段差It隔 2.中央Mlホ

F.面内フォルム F.面内フォルム q

P.面内パターン P.面内パターン

M.面内マテリアル M.面内マテリアル

7 L.面内照明 10 L.面内?.g明

fi'a■;●

地と囲

ネガ.柿

ff.;.....L:J■
ノ

′_I

I

m
H

_..u_....⊥___

念q)否宰.
q)反転.i
Jl

ミジの壁ヱ8

空間の特徴グループ､作品

≧垂直.
壁内のドア

■

l一-
u

壁11

空間の特徴グループ､ 作品

J ファサード､地と図の反転 H j

K-29 DEしGMSTUDLOESPRrT
K-35 きよ友 nU

LI K-37 バーレストランゼ -/レ

R
d

i
u
Mq

n n

b

D′一離隔要 D′.離隔要
仕上げ的

a4 ali仕上げ的 a4
ぎ蛸…芸一'b 盲.2'7紳.i(.:,≡≡峯rd材湖b 用途的

設備的
′&■二:.I;ll(I

c;t..t:ir,:{ttiT:'L: 設備的
叩.■.トLt■:-T■L■し､■

c:㌔.-,::.-.
:...＼l+

D.離隔性一 D.離隔性
D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

･.ー二. 1.斜d)枇隔 1.直角粁l高 1.多王It隔

横筋
′一1.,..!.､一㍉.i,1'lj..

手蔓義和'dT1.直角M隔 1.多1Itl再

2.曲iiitt隔 2.段差■t稿 2.中央耶隔 2.曲面+t凧 2.段差ttF再 2.中央ItF4

F.面内フォルム 1平面､4凹凸面 F.面内フォルム

p.面内パタ-ン 1無地
mH P.面内パターン

M.面内マテリアル 7金属､9ガラス M.面内マテリアル

L.面内照明 なしt L.面内?..慧明

a
仙~L'~~7

I/

I

空間の特徴グループ､作品

星星壁.
曲面壁

∩
u

し

q

□
I 12

空間の特徴グループ
､作品

F､H_L1 M 多重壁 ⅥI
K-33 GヘF(OXY乃木頓 K-27 K-30 lSSEYN(Y^KE:,1谷西武百 又店

K-34 ⅠSSEYMIYAKEMEN南†山 K-32 L∪CCH ⅠNOB AR

K-35 きよ友 K-27 K-38 K-36 BARCOMBLE. 青争岡

K-36 BARCOMBLE.静岡 K-37 バーレストランゼ -ノレ
K-39 YOSHⅠKⅠHⅠSⅠN∪MA K-42 しヽP∪丁A K-4

D′.離隔要因! D′一離隔要因

仕上げ的 a4 a1!仕上げ的 a4 1柵造的

空由砺∴ b 占p2/.?.I,,.二.･:垂間Bql∴b■■._∴■用途的.■.■_'.

設備的 C
a3I設備的 ■c∴∴ー'.′: 浦和的::I

D.離隔性! D.離隔性
■

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

埠〒NE軒■:ど

...,I-I..I.I:.:≡

I.I..さt■Lf｢:(T1皇(

1.T...._ 1.直角it隔 1.多王椛隔 並行r鞘.1;::_
.1■.

.′､､.

′■LJヽ.J

一.A/｢l-㌔:'L.I...

1.斜め椛一再 1.直角tt桶 !▲.多JL村FA

2.EEL)両難隔 2.段差離隔 2,中央社隔 2;:曲i廿捕■.:2.段差At摘 2.中央K稿

F.面内フォルム F.面内フォルム
A

P.面内パターン P.面内パターン

M.面内マテリアル M.面内マテリアル

L.面内照明 L.面内照明 n
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衣-4.2.16 インテリア･シェルターの壁一空間形態リスト

空間形態.リスト(壁)

/

u

n

q

2訂王壁p
曲面F,t(光るP.4l)L13

空間の特徴グループ､作品

H
/.■

1

□

I

∩

u n

lI

l■-

n

1l

一定角壁i16

空間の特徴グループ､ 作品

H 光る壁 n D_E_H_Kil
K-23 第一紙行一ショール-ム K-04 クラブジャド､K-03

□

∩
__I

u

□
q
I

▲

∩

K-07 エドワ-ズアトリエ. 東京

K-18 ミルクボーイ

K-23 第一紙行シ∃-ル -ム
K-31 lSSEYMⅠYAKE 神戸

D′.離隔要因l一 D′.離隔要

a1
仕上げ的

a4 柵造的 仕上げ的 a4
一.. 礎甜蹄!…≒■㍍?_1,i:,:iL:.;"'ー′ 挙&'聯;[.√昏:tT.Lrfi:>.;p鞍

a.au.苅 ･感触-b';;::;甘■甘上f:一;ユ ･.R:.; C

D.離隔性; T Dー離隔性
D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

1.Flo)Mlホ 1.匹角Mlホ 1L7端k束■;:.. 並行rL何 1.斜め一l隅 I.:...一丁 1.多JL枇稿

;.;.-
2.陀左MII 2.中央Mlホ 2.曲面MR 2.段差ttl司 2.中央tt柄

F.面内フォルム 3.18曲面 F.面内フォルム

P.面内パターン 1.2b半透明 p.面内パターン

M.面内マテリアル 9.2庶食ガラス M.面内マテリアル

L.面内照明 3全拡散照明 L.面内照明
■

q

H

■

I

I

2丑壁
曲面聖(柿).14

空間の特徴グループ､作品
I

._し

/

u

■

段差壁1(平面的 17

空間の特徴グループ､ 作品

D 2訂享壁､皮膚的壁 I

K-25 [SSEYMrYAKE n
U

∩

I
lー-¶

l

l

u

D'.離隔要医lー! D′.離隔萱

/aL朴;野増謝1'由a4 仕上げ的 a4

垂仙軒b:I.:I;i: 垂加鵜島.
L:.B;.さ二こ才.;:...

正史伯的
■..1Jt■一-ヽ

､``ソrイ.'一二■ーt:∴:..I,ー耕神軒■ナ:C:.■∴ 王没捕的 C ;精神的

D.離隔性1ー D.離隔性i
n
u

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

輔崩f叫
lトこ.■>■T

､t
●､.､!'ヽYリL1..

1.lld)M叫 1.tFRIーl一

.1'J:#II_世≠
並r7M朽 1.斜d)It隅 1弓止A■t甲を.ll.多王仰

■一■11

2.i.曲iLMH,rL, 2.Fqたttー叫 2.中央tlF4 2.曲面IIFホ

リ一I一

iA,-pl- 星..-=,.
F.面内フォルム 3.1曲面 F.面内フォルム

n
□

p.面内バターン 2.1スリット.タテ p.面内パターン

M.面内マテリアル 4布▲ M一面内マテリアル

L.面内照明 なし L.面内.a..慧明

'■■一~一ーI

-T/
I/

2重壁∴
曲面壁(文面的)
壁から天井へi15

空間の特徴グループ､作品 u

n
∩

段差壁2(平面的)18

空間の特徴グループ
､作品

D 2重壁 D 壁面化された叫 又納
K-30 lSS亡YMY^KE;',t谷西tt百文店 K-07 エドワ-ズアトリエ

･東京

‖
1

也

q

q

D′.離隔要 u 高要医l

a1ー仕上げ的 占41∴ ･r# 仕上げ的 a4

a2..｣∴ 垂Ri1由コ.::.'b'::.:: 用途肘,~∴■ 空間的::::_,-≡6-■‥._÷.■-:.

a3
】設備的 c..:I..∴ ht神由.∴

a3 I.R::= C

D.離隔性.I D.一班隔性
D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

並行N[FL'T■二
'.I

∫.I

I.斜め刑l示 1.tE角M稿 1ヰJ[冊柄r.
〟.'(ヱ

革.fi.革事==:.(:A:.〒享
韓:曇:7=/I

芸～空襲宗≡豪

1.斜め軒隔 ヰ.ヰA-k軒 1.多重軒隔

2.曲面Ml烏 2.段差tt稿 2.中央Tt隔 2.曲面離隔 2.段差tt稿 2.中央tt隔

F.面内フォルム 1.1平面､3.1b曲面 F.面内フォルム

p.面内パターン 3グリツトl p.面内パターン

M.面内マテリアル 7.1cエキス′(ンドメタル M.面内マテリアル

L.面内照明 なし; L.面内照明
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表-4.2.17 インテリア･シェルターの壁一空間形態リスト

空間形態.リスト(壁)
H

l._,_...⊥_.

I_ー｣..
l

一■~Tl■■■ー

H
ー

P
･-.-,.-.-I----..--.-I.-

淫適性L._I_I_.__._.‥L__
重からキヤンティレバ二

(19..1一19...早'.)スト末に有り)
lJ-

卜p!.ド.9

空間の特徴グループ､作品
H

･ト

l■■■■l
■

l■-
L__.1

u
l■■-

多様性の壁._

.!ぎb

_._ーjl
多重壁!,I

22

空間の特徴グループ､ 作品
F キヤンティレバーのテーブル M 多重の壁

K-20 イッセイミヤケ.フロムファースト K-32 L∪CCH ⅠNOB AR

K-34 ーSS∈YMⅠYAKEMEN南青山 K-37 バ-レストランゼ -ノレ
∩
■l
n
u
･⊥

m

-..-トト

K-40 リビナヤマギワ

K-41 スパイラル

K-42 LAP∪TA

D′.離隔要因■ I D′.離隔垂

a1
仕上げ的 ==醤採草還壇

.触歯依
a1 仕上げ的 a4

随1.`琶l;7
･琴-...盛;:.-,i..;

蛋乏差掛膳欄.. ;既駄9ii.,

a3
設備的 潮堅野惣

a3t
設付的 'F押掛:三三写

D.離隔性t D.離隔性

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

1.斜めK隔

I-:.I
1.多JtAt稿 並行ttA4 ≠.願鞘.1.旺AMAt

ーI.,.,.i.ヽ-

.7{事J■JAこ
2.曲i5tt阿 2.段差tt隅 2.中央MA一 l1.L 2.Fq五ttlA 2.中央Ill一

ド.面内フォルム 1.1平面 F.面内フォルム

p.面内パターン 1.1無地 p.面内パターン

M.面内マテリアル 7.2アノレミ M.面内マテリアル

L.面内照明 なし L.面内照明
A

夢
_.ib

n

u

n

■
.｣_

凹壁面一格子 20

空間の特徴グループ､作品 bI-

/i)..

P
∩

d
｢

l

q

l■■■■■■

壁確か与†声○0?什串
23

空間の特徴グループ
､作品

C 壁面化された展示 G 光る自立体

K-2 レストランサーカス K-15 ミューズ

K-6 マ-ケい ソトワン li
l!--1
lー

K-9 シ∃ツプ.ヴォーグ

～
u
d

D′.離隔垂 房事因

a1ト仕上げ的 a4 仕上げ的 占琳'.:I,L,

岩垂姫憩藁･r.i,.I; 節:yj:ノ二.1.,:.i.:::.. a2ー空r.l的

j.■ー..,,

■b■:;I,.t串′,..;.I:L佃i*/由∴:

設備的 C ･お~.こ:;J/;.;;I;i.fI;蔽i*J始伺C

D.離隔性 性1

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

1.斜めtLM 1.i1角MIA 1.多JLItl占 並rIMl一
.ll

1ニ一i■棚叫1.皿nMl一 I.事JLMLA

2.曲iiiNLLI 享堪轟姫312.中央Mlホ 2.曲面Ml占 2.m讃AfF4 2.(I)火Ml一

F.面内フォルム 4凹凸面 ド.面内フォルム 1平面 b

p.面内パターン 3グリツト p.面内パターン 1無地.2 b半透明

M.面内マテリアル 1.4プラスター企ゴテ M.面内マテリアル 8丁ケJル､ 9ミラーガラス

L.面内!招明 なし □ L.面内照明 3全拡散 照明

q

R

n

浮遊性.童

?_葦里.i_I_～.._
皮膚的壁面

):F

21

空間の特徴グループ､作品

tT編

卓兵∴

.TPgかーら外へq)什器
.24

空間の特徴グループ
､作品

D 2重壁_皮膚的壁 E インテリ丁からエクステリ丁へ め-I+化

K-28 ESPRIT.香…巷 K-18 ミルクボーイ
A

q ∩
q

Dー.離隔要 I D′.離隔要

仕上げ的 昌p-4::≡;,-.,
･く細道■由■..:.. all仕上げ的 a4

蓮由恥?,-i.i:.
∴亡1.
…=-i: 占2∴`:∴.空rVI的∴b■∴∴ 用途的,.

a3!設備的
毒き去.:'J>.:L:*i4I弥::,7 設伯的 C

D.離隔性….r D.離隔性

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

･..ド.

_..-I.-1Lth1▼二':む二

I::J討磁寅i-l妄■王1

1.斜め離隔 1-直角能隔

J.I.ly4一｢tし.I

1十事1*特＼ 1rlTLAL+.

B
1.斜めIt柄 1.-L角十l一

.I.多JL■IIA

2.曲面離隔
--ヽrー~t'1JlpJ.ー~こ≠f-.′p

蔓甥筆触稿蓋2.中央縦幅 2.曲idiLll局 2.佼正MPA 2.,LI一失PHl.

F.面内フォルム 1平面､4凹面 F.面内フォルム

p.面内パターン 3グリツト; p.面内パターン

M.面内マテリアル 7.1bスチールネット M.面内マテリアル

L.面内照明 なし n
L.面内?.g明
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表-4.2.18 インテリア･シェルターの壁一空間形態リスト

空間形態.リスト(壁)
u

u

lT

.I

∫

■■._.:I..

自立する展示i25

空間の特徴グループ､作品

h
1

H

q

H
U

I

空間の特徴グループ､ 作品

B 棚受けユニットシステム F キヤンティレバ-1

K-08 ショップi神戸 K-21 ス′く-ヘアー コイケ
K-13 シ∃ツプ.ファション.イン

∩
u

n
q

D′.離隔要 D′.離隔婁

all仕上げ的
軸■汝三 仕上げ的 I-.■-.

I-.:... 享.嚇鞠朝
≡.-:...

･==.-I-;.

設備的 C 設備的 鯛喜.

D.離隔性 D一離隔性ー q

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

1.斜めIt阿 1.tB角Il隔 1.多重F(l石
jJ:JJ.政一ザー.h~常

･-.,:i..L.`-

1.直角凧隔 1.多重離隔

2.曲面Ml再 2.段差ttl再 芸硝輔表
L-....:

2.曲面tt隔 2.段差It隔 2.中央I昔隔

F.面内フォルム F.面内フォルム

P.面内パターン P.面内バターン

M.面内マテリアル M.面内マテリアル

L.面内照明 i19.1 L.面内照明 U
□

‖
i

A
｢
r■ー..~.■~一一ー-

■
■

■

■

中央連続
列柱のオブジェー26

空間の特徴グループ､作品

自立す

.□

空間の特徴グループ､ 作品

G.L 光る自立体.自立する空RTI M 多重壁i
K-03 K-22 K-38 K-42 LAPUTAー

K-05 K-30 K-39 与i
K-08 K-33 K-42 lー■■山

l■-u
､

凹

n
H
IK-10 K-36

K-21 K-37

D′.離隔要医l 山 D′.離隔要

a11仕上げ的
-.A.L 仕上げ的 醤熔講書

撞岳蒔欝 醤袈芳軸･1.-:1

a3 I.｢■; C
a3!設倫的 醤謂整凝議

D.離隔性 D.離隔性

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

並行tt稿 1.科d)枇稿 1.直角ItF4 1.多JEIt柄 並行tt隔 1.粥め難病 T=.て-. 1.多重粁隔

2.曲面Itl再 2.段差Itl高

:.TJr'Jりヽ

.A.ーr

ドア革
j19.2

2.曲面II隔 2.段差It隔 2.中央取柄

F.面内フォルム F.面内フォルム

p.面内パターン p.面内パターン

M.面内マテリアル M.面内マテリアル

L.面内.a.5明 L.面内照明

■

Eヨ
スペース.フレームi27

空間の特徴グループ､作品 空間の特徴グループ
､作品

I スペース.フレーム

K-24 ヤマギワ小会議室.東京

∩

■■l 山

d

nH

D′.離隔要 D′.離隔妻

a1!仕上げ的 a4 仕上げ的 a4

空間的 baiJ:ー,.～_...

a3
;設備的 追;右:.三''十一,メ 設備的 C

D.離隔性 D.離隔性L

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

並fi'桝'トI.='
...L:.

･.r/

1.-/)I.:''-.1:.

1.斜めIt隔 1.直角tt隔 1.多重概隔 並行耶隔 1.斜め郁隔 1.直角離隔 1.多重郡隔

2.曲面tt隔 2.段差It隔 2L.や央.*E稿.岩 2.曲面離隔 2.段差r[隔 2.中央離隔

F.面内フォルム 1.2立方体フレー F.面内フォルム

p.面内パターン 3オープン p.面内パターン

M.面内マテリアル 10.オープン M.面内マテリアル

L.面内照明 なし u L.面内.E).票明
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表-4.2.19インテリア･シェルターの壁一空間形態リスト

空間形態一リスト(天井)
q 空間の特徴グループ,作品 ■

■___一｡づ≡=≡==

m

u
d
u

空間の特徴グループ､ 作品
A.-M b C

n
lI-I

□
K-12 カリオ力ビル.BーF

H
H n
HH

l

u

u

｢

H
u

Dー.離隔妻 Dー.離隔要因l'
欄顧 a4 all仕上げ的 a4 構造的

醤翻‥コ.人.▲ b
-....▲..-u監....

b 用途的

a3
設備的 C a3 ･,n:.; C 精神的

■ D.離隔性…ー D.離隔性
`'｢ー■~､

u D1 D2 D3 D4

4

D1 D2 D3 D4
I

1.斜め縦隔 1.直角縦幅 1.多重It隔
9.i...ー-

1.直角耶隔 1.多Jtlt桶

2.曲面粁隔 2.段差雛l可 2.中央離隔 2.曲面I1隔 之.段差粍晴 2.中央■1隔

b

平面天井一

F.面内フォルム
山
U

由あ夷

F.面内フォルム 1平面f

p.面内パターン p.面内パターン 3､4.1グl ｣ツトD｣

M.面内マテリアル M.面内マテリアル 5.1PBエ マルジョン

MH 1 L.面内.El.S明 L.面内照明 1.1D｣!
山

I■___

∩

m
ド
～

口
n

n
+

n

円

q

空間の特徴グループ,作品

_.2_ .5

空間の特徴グループ, 作品

C D F G J ファサード地と図の 反転

H K L M K-29 DEしGMSTUD(0.ESPR 一丁

K-4 K-21 K-27 i

K-10 K-2 K-32
‖
u
n
u

卜

‖

1
H
u

q

K-12 K-2 K-33

K-20 K-2

D′.離隔要因､ 山一■■】 D′.離隔要
仕上げ的

a4; 耕造的 a1 仕上げ的 a4 柵造的

督脚商号職､
山

bi用途的 音崖.粋.き亨:選挙耐轍b 用途的

≡,A.....;.
..1<-.:.:■蓋

C a3 設捕的 C 精神的

D.離隔性ー D.離隔性i

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

2

1.斜めIt病 1.直角難病 1.多王tt稿

I.:krTr'!'.二

I
.
.
.
.
.
.
.
. 1.直角K隔 1.多JL札凧

2.EEb面粁隔 2.段差書t隔 2.中央縦幅 2.曲面Itl再 2.段差ItF4 2.中央ttFA

F.面内フォルム F.面内フォルム 1平面､2. 1a折れ面

p.面内パターン
n
u p.面内パターン 1k地.2.1 タテ.スリット

里香.菱_#_
DL照明

M.面内マテリアル 面あ衰 M.面内マテリアル 5.1PB. EP

L.面内照明 L.面内?.g明 自然光;
□

LR{iL--3
＼＼＼＼

＼＼＼

＼＼

＼

苧蚕_菱#
光る天井 3

空間の特徴グループ､作品

叙め 旦

空間の特徴グループ､ 作品

B 棚ユニット.システム L 自律する空間;

K-13 ショップファション.イン K-38 オブローモフ.福 岡

n

H
u

q H

■

■

□

D′.離隔要 u D′.離隔要

a1 :仕上げ的 a4 仕上げ的 a4

:a.■2至::;≡三毛..二;,:t=-;
･J./:L./

::;■空FIl的ri:.i:b 垂開始,.::.b
ヽt..､ー.一､▼て

･a.L3.=T';:::粘一..･rT,.: C 設備的 C

D.離隔性 D.離隔性,

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4
LJ吋fL...VJ1..4一-..lt.

平行岬三::.'L.
･弓_-trL⊥.-

･._I.｢l

∫.ニ.†-..i.IL-lI.--

■1.斜¢耗隔 1.直角離隔 1.多重離隔 並行杵柄'.1T::.:/;
.'■ヽ.I

㌔.ー●JーT-

1∴′

-i::斜め≠稿:
1.且角Bt隔 1.多J[凧晴

2.曲面熊隔 2.段差礼隔 2.中央it稿 2.曲面ItF点 2.段差I1稿 2.中央枇隔

F.面内フォルム 1平面 F.面内フォルム 2.1a折れ 面

p.面内パターン 2b半透明､3グリツト p.面内パターン 4.2ドット

M.面内マテリアル 8.2アクリル M.面内マテリアル 6.20S B

L.面内照明 3全拡散照明 L.面内P.笥明 なし ■
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表-4.2.20 インテリア･シェルターの壁一空間形態リスト

空FF1司形態.リスト(天井)

た喜喜≡≡≡≡ヨ

lT-
U
R
N
n

m

l■■■■
n

i.

空間の特徴グループ､作品

r)

空間の特徴グループ､ 作品

H 光る床_壁_天井 M 多重壁量

K-31 ⅠssEYMⅠYAKE神戸 k-41 スパイラル

K-35 きよ友盲

n
I

】

i

D′.離隔要医l Dー.離隔要
q
U

仕上げ的 a4 a1;仕上げ的 a4

-.盟.誓垂
鍵箱閤 b

-.../.'...匡.-ー.;三軍萱
b

a3宇設備的 ci精神的 a3i設備的
n

cl 精神的
m

n

D.離隔性ー( D.離隔性ii
D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

mu
･門一:,.,F

1.斜めtt隔 1.直角Ft隔 1.多重It隔 1.斜め離隔 1.直角It隔 1,多重離隔

,■.盃
-..∫...I

2.段差概隔
ll●';l..

度量天

2.曲面†t隔 2.中央Il隔

b
■1

R
:i;I:I.

17

F.面内フォルム 3ー1a曲面

10

F.面内フォルム HH

P.面内パターン 1.1無地 p.面内パターン

M.面内マテリアル 5.4ラフトン吹き付け M.面内マテリアル

L.面内照明 なし一 L.面内.q 慧明
□
｣-

■

曲面_天井

吊り天井8

空間の特徴グループ､作品

i

段差天

空間の特徴グループ, 作品

H､L

ーL

FL

A 空間の錯視

K-35 きよ友
(

U K-19 山荘T

K-36 BARCOMBLE.青争岡
b
H

K-39 YOSHⅠKⅠHⅠSⅠN∪MA
I

ーL.!≡卜--j.
D,.離隔要因ti D-.離隔妻

ali仕上げ的 a1壬仕上げ的 a4

砦獅 b卜用途的 ■'韻甜:一..≡-,-;i.窪]b ;用途的

望.....;-至.;軸欄
c!精神的 83 ･.R;:: C 萱精神的

D.離隔性 u D.離隔性i
(

H

D1 D2 D3 D4

EEL

D1 D2 D3 D4

並行tt隔 1.斜めIt隔 1.直角取柄 1.多重六書隔 1.斜めポ隔 1.直角ttI高 1.多重離桶

-::;.T..
2.段差It隔 2.中央雛隔 うr2.曲面tt稿 2.中央I‡隔

F.面内フォルム 3.1a曲面 F.面内フォルム 1平面2. 1a折れ面

P.面内パターン 2､3スリット､グリツト p一面内パターン 1無地 q

M.面内マテリアル 8一2アクリル M.面内マテリアル

L.面内照
､明

3全拡散光 L.面内..照明

:::I:]-i

ー9

空間の特徴グループ､作品

重畳垂) ファサ_I-ZZl

12

幾重FF)/.鍵陛繊額
C 壁面化された展示 E 一体性のフTサードとインチ

リア

K-06 マ-ケ >1 K-ll カリオ力 ビル.1 F

∩u u

‖
H
u ■

D′.離隔要 D′.離隔要
仕上げ的 a4 a1

三仕上げ的
a4 ぎ構造的

､Itp.一^,i.

_1.-:. b 蛋,7iS墓悪妻蔓重商南墓】b i用途的
I

a3妻設備的 C .r｢ニー; 】c

D.離隔性
■

D.離隔性

D1 D2 D3 D4 D1 D2 D3 D4

並帝i誠i::f:I:7j
-三√,～

/1ー1.ヽー
ふ.十■{1一.z-,一1-.

･.､.､山.∴L
-.て.∴二【t'..I

.i:∫:;-i.i叫..-.､J.L､

■LIJー乙

1.斜め抗隔 1.直角-d隔 1.多重離隔
=J-1JLゝIp-1-.-亡`トJ;9

畢fi特写寧
J};JL;ミif-:1::I-I-ケ.`■,-一

ーL-,_二._{L,r-;三

.I-;.:.妄霊芝郎:,i

享1.斜d)離隔1,直角粍隔 1.多重離隔

L-■ノ(Jp-).pl:IJll▼l′

等号申ii畷三三2.段差耶隔 2.中央離隔
.,:.2.曲面離隔

-.,f■ナ1/p与;■.-⊥'-/.ー

21琴喜好璃≡て2.中央離隔

F.面内フォルム 1平面､､3.1曲面 F.面内フォルム 1.1平面
A
u

p.面内パターン 1無地 p.面内パターン 2.2b半透 明

M.面内マテリアル 8.3FRP M.面内マテリアル 透過面 d

L.面内照明 なし L.面内照明 3全拡散..照明
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秦-4.2.21インテリア･シェルターの床､壁､天井における空間形態リスト(曙代順)
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秦-4.2.22インテリア･シェルターの床､壁,天井における空間形態リス.ト(空間特徴のグループ)
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ィレバーと吊り構造)と光との共存により､それらの空間的浮遊性を獲得していると考えられる｡

･天井は1 ■2のタイプの空間形態がある｡平面の次に､後期に曲面吊り･光透過面･天井が出現

し､壁と同様に､天井のインテリア･シェルターの浮遊性を創出している｡

離隔要因D ′と空間的離隔性Dの関係性について

床､壁､天井について離隔要因と空間的離隔性との関係を図-4.2.2-4.2.4に示す｡離隔要

因D ′と空間的離隔性Dの関係性について考察を以下に示す｡

･空間離隔要因と並行離隔を共にもつものが最も多く,3 8作品であった｡次に多いのが､空間

離隔要因と斜め離隔を共に有するものが1 6作品あり､次に空間離隔要因と曲面離隔をともに

有するものが1 4作品あった｡次に空間離隔要因と多重離隔性､空間離隔要因と中央離隔性と

続き､

･精神離隔要因と多重離隔性の場合(1 1作品)

精神離隔要因と中央離隔性の場合(1 1作品)

･用途離隔要因と直角離隔性を共に有するものが1作品であった.

室内形態をまとめたものを図-4.2.5に示す｡
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I畦碍性E}

図-4.2.3 壁における離隔要因D ′と空間的離隔性D､空間特徴のグループにおける作品分布
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柾稲葉田･D'

1爪.tip

図-4.2.4 天井における離隔要因D ′と空間的離隔性D,空間特徴のグループにおける作品分布
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戻.壁.天井における形態リスト
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図-4.2.5 インテリア･シェルターの床､壁､天井における空間形態リスト
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4.2.2 インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のフォルムF

表-3.2.3および表-4.2.23より､床､壁､天井とも平面フォルムがほぼ全作品に見られる｡

次に曲面タテのフォルム､線状のフォルム､凹面のフォルム､折れ面タテのフォルムの順に多い｡

データ･シート1､ 2より､ K-36 ｢BAR COMNBLE｣を例に説明すると､もっとも周囲にあるイン

テリア･シェルターの床､壁､天井は平面フォルムにてほぼ直方体の面構成である｡手前にある

斜めの壁W2,曲面の壁W3と中央に向かって変化したフォルムが存在している｡

これは､倉俣のインテリアデザインの作品において､周囲の空間である床､壁､天井の面にお

いて平面フォルムが多いのは､空間表現するときに主張したい主体的表現と､主張を抑えたいあ

るいは消去したい従的表現として捉えた時に､室内の周囲･背面の床､壁､天井は従的表現とし

て扱われている時が多く､そのとき平面フォルムである場合が多い｡室内の手前にある面､鑑賞

者､体験者､顧客のもっとも近い面の床､壁､天井が主体である場合が多く､曲面タテ､線状､

凹面､折れ面タテのフォルムが現れている場合が多いと考えられる｡後期になるにつれ､多様な

フォルムの複合が多く中央部において主張的表現がなされている場合が多く､周囲部において従

的､消去的表現が活用され､平面フォルムの使用が多い｡このことが浮遊感を創性させているこ

とにつなが`ると考えられるo

4.2.3 インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のパターンP

･表-3.2.3および表-4.2.24より､床､壁､天井の全体として無地､グリット､スリット､ド

ット､半透明(遠過光)の順に多く､後期ほど多様なパターンの複合が多くなる｡消去的表現は

無地パターンが多い｡

マテリアルでの考察と同様に､周囲の空間である床､壁､天井の面において無地のパターンが

多いのは､空間表現するときに主張したい主体的表現と､主張を抑えたいあるいは消去したい従

的表現として捉えた時に､室内の周囲･背面の床､壁､天井は従的表現として扱われている暗が

多く､そのとき無地パターンである場合が多い｡室内の手前にある面､鑑賞者､体験者､顧客の

もっとも近い面の床､壁､天井が主体である場合が多く､グリット､スリット､ドットのパター

ンが現れている場合が多いと考えられる｡後期になるにつれ､多様なパターンの複合が多く中央

部において主張的表現がなされている場合が多く､周囲部において従的､消去的表現が活用され､

無地パターンが多い｡これが中央部の浮遊性を演出し､全体としての浮遊感の創生につながると

考えられる｡

床､壁､天井毎に各作品における離隔要因､空間的離隔性､フォルム､パターン､頻度について

まとめ､表-4.2.25-4.2.30に示す｡
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秦-4.2.23 インテリア･シェルターにおける面のフォルムF (空間的特徴のグループ順))
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表14.2.25 床における離間要因D/.空間的離隔性D,面内フォルムF,面内パターンP
(時代順)

6l 虫汀る劫 寺田.D'ー空間的】和昭 畦.D_面内のフォルム.F_7f1内の/くタ-ン.P(時代mー

作品番号.作品名
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義-4.2.26 壁における離摘要CEIL) ∴空剛勺矧鞘性Ⅰ).面内フォJレムl;.耐勺パターーンP (時代順)
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義-4.2.27 天井における離隔要因Dー.空間的離隔性D.面内フ*/レムF,面内パターンP (鱒代順)

E3l♯I=おける出 事EZl.D'.空n111的 裁脂性.D_面内のフ★ルム.F_面内のバターン.P(睦代JrF ヨ
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秦-4.2.28 床における離隔要因D′､空間的離隔性D,面内フォルムF,面内パターンP (空間特徴のグループ)

こおけるー吐隔専因.DJ.申rtZ1的漣隔性.D_面 のフ*ルム.F.面内の′くターン.P(空間特徴のグループ傍)
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表-4.2.29 壁における離隔要因D′､空間的離隔性D,面内フォルムF,面内パターンP (空間特徴のグループ)

早 こおける社隔専医l.D'▲空r^的杜院性.D.香 のフ*ルム.F_面内のパタ-ン,P(空間特徴のグループ順)
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秦-4.2.30 天井における離隔要因D′､空間的離隔性D,面内フォルムF,面内パターンP (空間特徴のグループ)

天 における社隔軍医卜D′.空ril的魚信性.D. 内のフ*ルム.F.面内のJくタ-ン.P(空r^手引鼓のグループ順)
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4-3 インテリア･シェルターのカラーとマテリアルと照明の考察

4.3.1インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のカラーC

表-3･3･1､表-3.3.2および年代順､空間的特徴のグループによる､カラーの出現を示す表-

4･3･1-4･3･3より､席はグレー､ブラックのダーク･トーンが多く､床･壁･天井に白系､グレ

ー系が多い｡下部に安定感､上部に開放･浮遊性あるいは白紙的､中立的空間を形成している｡

前期･後期において､インテリア･シェルター､家具の色に､ト-メイのアクリルやガラスなど

のト-メイの素材の色が多く見られる｡それにより､中央にある家具などの構造体が消去され､

商品が空間に浮遊される状況が可能になった｡結果として､重力の開放､空間の消去性､空間の

浮遊性､商品の浮遊性が形成された｡また､赤､黄色､青色のテーブル･イスの色は､色の浮遊

性を形成している｡後期1 9 8 0年以後､空間の曲面化と共に､有彩色が出現し､主に､塗装の

色､金属の色､ガラスの色､プラスティックの色として現れ､メタリック素材色･ト-メイ素材

色と光の効果によって､視覚的変化､気持ちの変化､解釈の多様性を獲得した. K-26,27 ｢I S

SEY MIYAKEの作品｣では､床､壁にスターピース･テラゾタイルが使われ､赤､黄色､

緑､青色の小片が散りばめられたドットの集合体の色の表現､ K-35 ｢きよ友｣以後､浮遊化し

た空間にメタリック色(特に､緑､青､赤紫､シルバー)が壁､支柱部に頻繁に出現するように

なるo床･壁･天井のトーンダイアグラムは床･壁､床･壁･天井と同トーンすることが多くな

り､これは､インテリアシェルターを中性化･白紙化していると推測される｡これを基に､壁･

天井の多重化が行われた時､手前にある浮遊化した空間の重要性を示し､中央部における空間表

現の自由な表現､すなわち中央部の空間の色の浮遊性を示すことにつながったと考えられる｡

･クラスター分析

カラーについての出現頻度,義-3.3.1を用いて､数量化Ⅲ類による分析を行い2軸を得た､サ

ンプルスコアーを用いWard法でクラスター分析した結果､ 5グループに分類できたDそれを図

-4･3･2に示す｡カテゴリー数量とサンプルスコア-の散布図を図4.3.1に示す｡

床､壁､天井のダイアグラムの出現度数のクラスター分析のグループAlについては､空間特

徴グループのK (床と壁の同一素材) ･床､壁､天井のダイアグラムは､ 2fw (床･壁の2面が

同トーン)であり､ C (壁面化された収納)･ダイアグラムは､ 1 f(床がダーク･トーン)であ

り､またダイアグラム2wc(壁･天井の2面が同トーン)がある｡クラスターA2については､

空間特徴F (キヤンティレバーのテーブル､棚)
･ダイアグラムは､ 3

･

2(床･壁･天井の3面

がグレー)である｡クラスターA3については､ 1f (床がダーク･トーン)が多い｡クラスタ

ーA4は､ダイアグラム3･ 1 (床･壁･天井3面が白)である｡クラスターBlは､空間特徴
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H (光る床･壁･天井)ダイアグラム3･2 ((床･壁･天井の3面がグレー)である｡クラス

ターClは､ダイアグラム3･ 3 (床･壁･天井の3面が黒)である｡

秦-4.3.1インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のカラーC

イ=ノテリフ'.シエノレターの≠FJF性と床､壁_天井l=おlナる空tⅥ押多奴の生成t■作

面ーメーカ.ラ-.C(空間牛寺徴のグ′レ--.プ)

作JtI号 グJレ..-チ 作品名 i A
盃,.--- ..L:-

I+赤も

REヨ■ Gヽ′ Bk lヨ Y YG G BG B PE3 P RP

1 A クラブカツサド-′レ 旺』-i-T=二等二=

EE] A LJ.JF ロ∃】十=1Tlt=:
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■■

E] lヨ 1■食Aタカラ堂 壬-.---
1r▲｢~~■
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1:I B ショップファション.イン EEヨ二.31コ._
月∈

J=:1,

1¢ B キロ=-.インテリア.イ■ン 匡g 1′｢.
tモ.____

I

E] lヨ し.ストランサー力ス -u3
1†

■【___..__

I

6 lヨ マ-ケブトワン l可 JL.-__

EEー_.._.

臼

E] C ショップヴ*-グ 厘l
FE______I

Iー._I_

EE] C カリオ力ビ}レ.E)1F 匡司
_=事,_./?__

同E)

17 E3 四季フナプーノック 匡司_
A-____-

t1*てーユ?ー

E] D クラブジーサド 匝】
R

7 D エドゥーズアトリエ.大京 【司 F!巨事1f_.-_.

EE] lヨ LSSEYMrYAKE.Jくリ l画り^1_●ーコ__
J(___

E3

28 D ESPRrr.香港 tヨ】二 円

30 D lSSEYMtY^KE5銭谷西武百jt店 L塑l
FF-

ll E カリオカピノし一1F Eg EEZEl
斥._.

I_____

18 E ミ′レクボーイ 匝】~1T山'
6Eこ___._.

I.

Jlヽt+t
クq ll 1∩ 1 1 ▲ <Fl

イ=′テリフ■.シコこ}レターの≠■I性と尿_壁 ⊇ヨ:≡=おlナる空間形1良の生成壬■イ乍

面内カラー.C(空 間特 仰のグJL,プ)
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Iー†
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YG

tI色

G

一■一●も

BG

T?

B

ー■*1■
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秦-4.3.2面内カラーC ･ダイアグラムの分布

面内.力ラ一.トーンC考察

年代

垂rTEl1特徴.グループにおけるインテリア.シェルタ-0)戻_壁_天井面の力ラ_C,ダイアグラムの分布

A R C D ド F G H I J K L M

空rt)lの

革堕

I3Erナ 壁面化 2玉堂, 一体性 牛ヤンチイ 光る楢浩体 光る スペース

･7L/-L4

ファサード

地と園の

床と聖

の

同一材

自律する

一軍r?l.

j'王6‡

ユ=ツト

●システム.

ユ=-Jトの

E)

された

喝唄､

i∈遠1

のJE9面

衷直垂
与望

?7サ-ド
キ++

インテリア

レバーの

A~面～t-"
珪.梁. 床

光る自立体 壁 反転

テーブル. 軍牙
吊リ天井

1967年 1LEnlF
ー968年 2旺』1f
l969年 3■3.3 4l□一2fc 5H1"′
l970年 8_コi..

:-胤託.-7_凹r1し__ 1旦凹旦...2___

1971年 13m3.1 12正司3.2 11l口】1c
1_9?,2S_
b
1973年 16LEqlc
1974年 173.2 1EE]lヨ.I...
1975年 19Luーf
ー9ー6年

20B3]3.2
ー9了了年

2lI2VVc
ー9ー9年

22匡司3.2
1980*

23LJnlf
1983年 25ml3.1 24Ⅲ】1f 2∈一2Fw
1984年 28ロコ】1f 29rMlf 27iid2FN
ー987年

･l可- -】I-il 31 3.1

32E』1f
33 2V>c

!.!里些 35一

_?_I._2_3.2

37l■2fVV

･壇
1_9_苧r9_S_
I

382ヽ～c

393.1

1.9_早.哩

EEEE)
U 42IIlw

1石の番号.作品番葺｣1f慣がダ-ク.L-ン14;2fwー床J.の2面力伺.トン4r3.1原壁天井が白W7l
一1w.壁がダ-ク.トーン3i2wc:5!､天井の2面が同.L-ン33.2L床壁天井がクレーGy7i

秦-4.3.3 面内カラーC ･空間特徴のグループの分布

面内.カラー.ト-ンC*専

年代

インテリア.シェルタ-の床､垂_天井面のカラーC.ダイアグラムにおける空Ⅶ特赦.グル-プ作品の分布
2 3

1.!
.!yv
畢垂t_

ダーク.ト=と

貞一-

1.c_

I

写ーT__
I

2ーe 3.I 3.3

旦声t.
ダーク.トーン 同.ト｢ン

A-~~貞■~L

同.トーン

･-~皿ー～~.二

同.ト-I.YJ

-.I:国.
こ■二団 匝ヨ･ii- --.匡司.･■.--.1967年 k-I.A

1968年 K-2.e

ー989年 K-5.G K-4.D K-3.a

1970年 K-6.C K-7.D K-9.C K-ー0.伝

K-8.a

:. K-.ll.∈ K-13.a K-.12.C

1972年 K-15.G K-ー4.G

1973年 K-16.B

1974年 K-18.E K-ー8.E K-17.C

ー!け5年 K-19,A

T976年
K-20.F

1977年 K-21.F

1979年 K-22.L

19BO年 K-23.H

1983年 K-24.t K-26.K K-25.D

1984年 ド-28.D K-29.J K-27.K

1987年 K-30.D K-.32.M

K-33.H

K-31.H K-34.F

1988年 K-37.M K-35.H

K-36.H

19B9年 K-38.L

K-39.L

13?_9_隻K-41.M K-40.M

ー991年 K-42.M

令;十 14 3 2 E) 3 ■ 7 8 1
順位 q 5 6 4 5 7 3 2 7

K胡=作品軍号.胤ご一芸;=芸:-E-=1-;∴邑慧告慧慧諾:-i-/J…:;漂豊≡芸喜:≡
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】 -2･0000 -15OOO -uOOO -OjO聖9780i

カラー･C
無彩色w,Gy. E)k

有彩色R. 0, Y.YG.G. BG凡PE),P,RP

メタリックM

トーメイT

f一床､

w.壁

+
+u(

◆′o･-

-w

O.～

~
~7.T◆El.甲

◆ RW

.w
◆ l

wゝ●y.〟 Gv.

P a ～

第1軸×第2軸

Eo看二三瀞㌻

:,oo磯野:'so三6o41

l

力ラ一.c
敬芋 ヤー品番号

● ユ7

16

+
.M

1 OOOO 1 5OOD 2 DOOO 2 SOD() 3 000O コ.500O

図-4.3. 1面内カラーCの数量化m類分析結果､ (上がカテゴリー出現,下がサンプルスコア-)
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図-4,3.2 面のカラICの頻度から得られた得点のクラスター結果

図-4.3.3 面のマテリアルMの頻度から得られた得点のクラスター結果

図-4.3.4 面の照明Lの頻度から得られた得点のクラスター結果
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クラスターAl, A3, A4に､ダイアグラム1f(床がダーク･トーン)が見られる｡

クラスター･グループAl,A2,A4,Blに空間特徴グループの共通性が示されたo

4.3.2インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のマテリアルM

表-3.3.5､表-3.3.6および作品､時代順､空間的特徴のグループによるマテリアルの出現の表

-4.3.4-4.3.6より､前期(1967-1976)と後期(1977-1991)を通じて､壁･天井の2面が同じ

マテリアルである場合の2wcが最も多い｡特に壁面化された収納のグループcにおいては､す

べて2wcである｡これは壁部の収納部の凹凸性を平面化することで､壁と天井を一体的なイン

テリア･シェルターとして表現するようになったと考えられるo

K-4 ｢クラブ･ジャド｣の壁のステンレス･パイプの水平層と照明の反射光がもたらす反射性に

ょるハイライト効果､目線の移動に伴うモアレ･効果の視覚変化は視覚的･不均一性を生み､ま

た､周囲の形､色､素材を映し出し､気持ちの変化､解釈の多様性を形成させていると考えられ

る｡

K-8,14,15,K-33,35,36,および39では床､壁､天井に､腐食ガラス､乳白アクリル､ポリカーボ

ネイトの材料を用い蛍光灯の透過光を造りだす透過性は､影の消失､重力性の軽減､空中に浮遊

している視覚効果を生み､空間の浮遊性､商品の浮遊性を表現している｡

K-5,10では､格子状のFL蛍光灯の列柱と透明･アクリルの棚において､具体的には蛍光管が

垂直に設置され､蛍光管を透明･アクリルの筒で被い､その筒に上部から透明･アクリルの棚を

買入し､棚が構成されている｡その透過光の照明によって､透明･アクリルの筒､棚の視覚的存

在は消え､装置の透明性を生じさせた､その結果､空間の消去性､商品の浮遊性が形成されたと

考えられる｡

後期K-22以後､空間の曲面化に伴い､ K-23では中央部における､光を伴う透過性の曲面ガラ

スの天井部にクリアランスのある仕切りの壁は､繋がりある､暖味な､幻想的な空間を形成して

いると考えられる｡ K-25では柔らかな布の瞬間的なドレ-7pJ性の造形を固定し､それに光があ

てられ､瞬間性の美を形成している｡また床･壁の2面が同じマテリアル(2fw)で仕上げられ

ていることは､ 1983年以後の作品にみられこK-26,27
｢ブティックISSEY MIYAKE｣

の床･壁において､ドット性のある特注･スターチップ･テラゾタイルが用いられており､その

代表作晶である｡これは床､壁､中央の什器を同素材化することによって､空間のフォルムを消

去し､商品の主体化を形成し､浮遊性を形成していると考えられるo

1984年以後､材料目地の消去化が目立つようになる｡
K･28 ｢ESPRIT香港｣では､凹凸
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秦-4.3.4 インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のマテリアルM (空間特徴のグループ順)
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秦-4.3.5面内マテリアルM ･ダイアグラムの分布
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第1軸×第2軸

マテリアノレ･M
!敗幸 作品番号

● †丁

. ~3.OCOロ

図-4.3.5面内マテリア/レMの数量化Ⅲ類分析結果, (上がカテゴリー出現､下がサンプルスコア-)
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に変形されたスチール･メッシュの壁､天井がディスプレイ･システムとなっている｡ K-30 ｢I

SSEY MIYAKE渋谷西武店｣ではスチール･エキスバンドメダルの壁､天井､中央の支

柱と棚は繋ぎ目がないことで､皮膚的な表現となり､中空性のシェルターとして構成されている｡

これはインテリア･シェルターを消去､商品を主体化することで､浮遊性が形成させていると考

えられる｡

K-31,32でヒビワレ3層ガラスを用いることで､中央の素材のドット性および､両側のガラス

の透明性を確保することで､照明の光をあてて､サンドイッチされた部分のガラス破片のみを強

調し､挟まれたドット性･素材の浮遊性が形成され､割れた瞬間の美しさが創出されたと考えら

れる｡またK･36,37,38において､床の現場テラゾ､壁､天井のOSBの仕上げには､目地の消

去化がみられ､これが空間の一体化を形成していると考えられる｡ I(-38 ｢オブローモフ｣の連

立する透明アクリル封印されたバラの花においても､ばらの浮遊性､瞬間の美の封印性が､形成

されていると考えられる｡

･クラスター分析

義-3.3.2に示されるマテリアルについての出現頻度を用いて､数量化Ⅲ類による分析を行い､

2軸を得た､カテゴリー数立とサンプルスコアの散布図を図-4.3.5に示すo Ward法でクラス

ター分析した結果､ 5グループに分類できた｡それを図-4.3.3に示す｡床､壁､天井のダイア

グラムの出現度数のクラスター分析の結果と空間と特徴グループの関係､インテリア･シェルタ

ーのダイアグラムの関係を考察すると､以下の結果を得た｡

床､壁､天井のダイアグラムの出現度数のクラスター分析のクラスターAlについては､空間

特徴で分類したグループA (空間の錯視)､およびグループH (光る床･壁･天井)が含まれ､

床･壁･天井の特徴としては2wc (壁･天井が同マテリアル)が多く見られる｡クラスターA

2については､空間特徴グループK (床と壁の同素材)で2fw (床･壁が同素材)および､空間

特徴グループF(キヤンティレバーのテーブル､棚)で2wc (壁･天井の同素材)で構成され

ている｡クラスター･グループAlおよびA2では､共通する空間特徴グループが含まれること

が示された｡クラスター全体に､ダイアグラム2wc (壁･天井の同素材) 1 (床･壁･天井の

別素材)が見られる｡

4.3.3 インテリア･シェルターの床､壁､天井における面の照明L

表-3.3.8､表-3.3.9および作品､年代順､空間的特徴のグループによる照明の出現を示す表

-14.3.7-4.3.9より､前期･後期を通じて､天井が点光である1clが最も多い｡その点光の配

光形式は直接光､器具種類はダウンライト､光配置は格子的､単独的､直線的であり､光源はハ
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義-4.3.7 インテリア･シェルターの床､壁､天井における面の照明L (空間特徴のグループ順)
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表-4.3.8 面内照明L･ダイアグラムの分布

面内.照明.L考察

年代

･ルーに､lンテlア.シェル----の
壁井の照明アラムのゝ

A B

也

C D 巨 F G H I J K L M

空ralの E)
ユ=ウト

･シス〒ム.

E=
E)

望面化 2真壁､ 一体性 キヤンチイ 光る構造体 光る スJ1一入

･フレーム

ファサード 床と望 自律する 多王望

錯視 された ファサード レバーの 柱.梁､ 床 地と囚の ■の
空間

収納.

45度

の壁面

皮/ー的

1'1望

と

インテリア

棚と

テープJL

吊リ天井

光る自立休 壁

天井

反転 同一材

1967年 1ll』11
ー96∈i年

C

2J2w2c1
l969年 3E)l3 4ulc1 5rtn1､～2

ーg了0年

C

8団lw 溜3だて≡;27ulc1 10凪,w2

197一年 1313 1211 111c2

ー9ー2年

C C
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1∈E5)l､～2
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4lE)lcl

ー99一年
42E32､〃1c1

臥:23芸霊宝芸芸て冨l:喜≡芸…蓋≡…4:2:～;c:2:c≡還慧bb:芸…望3,222:≡:c:2≡写蓋芸#xxb;3芸芸.i
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ロゲンランプの作品が多い｡特に2重壁グループD､キヤンチイレバーのテーブルのグルー

プF､床と壁の同一材のグループKにおいては､すべて1clである0 K-30 ｢ISSEYMIYAKE

渋谷西武百貨店｣ではスチールのエキスバンド･メタルの透けた壁面､天井面では､天井からの

光により､金属面に反射した光､網目を通過した光によって､内と外のつながり､暖味な境界性､

空間の軽さ感､空間の浮遊感が創出されている｡これは天井部からの光源の直接的な入射光､反

射光の作品例で､壁面または､水平面の棚､展示された商品を入射光によって照らすこと､反射

させることによって空間的な主体化がはかられている｡上部からのライチイングは壁面の素材の

凹凸性､影が生じることによって､壁面､棚､展示商品が強調されやすい｡ゆえにダウンライト

やスポットライト器具そのものの存在は従的なものであり,消去的に扱われ､格子状､線状等の

配置が採用され合理的､効率的､機能的に扱われていると考えられる｡光源には空間の素材､商

品の演色性を高めるためハロゲンランプが使用されていると考えられる｡

透過光の作品では､ K･05,K110の蛍光灯を透明アクリル･パイプ･カバーで覆った透明アクリ

ルの棚の支柱(構造体)では､すなわち鉛直の光､透明の支柱､透明の棚によって構造体が消失

され､影の消去がおこり､棚の存在も消去され､これによって商品の浮遊性が生成されている｡

壁面が蛍光灯内設の乳半アクリルのK-08 ｢ショップI｣では､商品の背後からライティングさ

れるため､商品のシルエットが強調され､ハンガー､その取り付けのブラケットが､黒っぼくな

り存在が消去され､結果として商品が宙に浮いたように見える効果を演出している｡また天井面

が蛍光灯内設の乳半アクリルのK113 ｢ショップ ファション イン｣では､上部からの柔ら

かい光によって､床に境界がぼやけた影が生じ､重力感が軽減されて見える効果を創出している｡

また床面が蛍光灯内設の腐食ガラスのK-33 ｢CAF丘oxy六本木｣では､床面照明により､も

のの影が消去され､テーブルの面が宙に浮いたように見える効果を創出している｡

床､壁､天井の各面の組み合わせにおいて､表-4.3.8より1cl (天井が点光)は全体を通じ

多く見られ､次に多く出現する1w2 (壁面が線光)は前期のみに集中する｡例えば光る構造体

のグループGは､ K-5,K-10F L蛍光灯の列柱､ K-15逆L型の乳白アクリル･透過光のハンガー

の脚にみられ､什器の支柱､フレームそのものが光ることによって､構造体の存在が消去され､

棚､商品の浮遊性を獲得するに至ったものと考えられる｡ 1977年以後に,光る床､壁､天井であ

るグループHは2wcが多く､ K-35,36(2w3cl) (壁が面光･天井が点光)において､壁から天井

-の曲面･透過面からの透過光は､曲面空間が光ることで､自らから重力性を消し､空間の浮遊

性を形成させたと考えられる｡ 2f3cl :床が面光･天井が点光の唯一の作品であるK-33におい
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て､床面からの透過光により､中央家具･テーブル､イスの天井照明による床面-の影が消え､

重力の消去､空間の浮遊性が形成されている｡ I(･35以後､空中に浮遊する直線的､曲線的､群

的な浮遊する点光は新たに空間的表現のエレメントとして独立した状況を獲得したと考えられ

る｡

表-3.3.3に示す照明についての出現頻度を用いて､マテリアルと同様に数量化Ⅲ類による分

析を行い2軸を得た､カテゴリー数量とサンプルスコアの散布図を図-4.3.6に示すo Ward法

でクラスター分析した結果､ 6グループに分類できたoそれを図-4.3.4に示すo

床､壁､天井のダイアグラムの出現度数のクラスター分析の結果と空間の特徴グループの関係､

インテリア･シェルターのダイアグラムの関係を考察し､以下の知見を得た.

グループAlについては､空間特徴B(棚受けユニット･システム)､空間的特徴C(壁面化された

収納)､空間特徴D (2重壁､皮膚的な壁)､空間特徴F ((キヤンティレバーのテーブル､棚) ･

共に､ダイアグラムは1 c 1 (天井面が点光)である｡

グループA2については､ 2f c (床･天井面が光源)､ 3 fwc (床･壁･天井面が光源)で

ある｡

クラスターBlは､空間特徴H (光る床･壁･天井)が含まれ､床･壁･天井のダイアグラム

は2wc (壁が点光･線光･面光､天井が点光､線光)である｡

クラスターB2は､空間特徴M (多重壁) ･ダイアグラム1 c 1(天井面が点光)､ 1c2 (天井

面が線光)､ 1 c 3(天井面が面光)が多くある｡

クラスターB3は､ 1 c 2 (天井面が線光)､ 1 c3(天井面が面光),2w3cl(壁が面光､天井が点

光)である｡

クラスターClは空間特徴G (光る床､壁､天井)があり､ダイアグラム1w2 (壁面が線光)､

1w3 (壁面が面光)である｡

クラスター･グループAl､ Bl,B2,Clに空間特徴グループとの共通性が示された｡
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4.4 総合的考察､

倉俣史郎の作品は､総合的に見て､以下のような特色と独創性を備えていると考えられる｡

1976年K-20 ｢イッセイ ミヤケ フロムファースト ブティック｣以前においては､観念的デ

ザインの傾向が強く機能的かつ感覚的であり､知的思考.知的操作かつ感覚思考･感覚的操作に

ょり禁欲的造形を創造していたが､これ以後の作品では､観念的デザインに疑問を持ち始めたと

考えられる｡自らの感性に従い突然に曲線や曲面が出現しだし､多重性の空間的離隔が多用され､

透明性や透過性､中空性な要素を用い､浮遊性ある自由性を獲得し､このことが空間に対する浮

遊感の創造についても前期と後期でその手法が変化したと考えられる｡この状況はインテリア･

シェルターの離隔性の変化に読み取ることができる｡ 1976年以後(後期と呼ぶ)において､離

隔要因では､精神離隔が多くなり､空間的離隔性では､斜め離隔､曲面離隔､多重離隔が多く出

現するようになる｡

面のフォルムでは､平面フォルムが多く､後期になると曲面が多く現れこれらは共存し､面の

パターンでは､グリット､スリットが多く現れ､中央部では主体的表現が多く､周囲部では消去

的表現が多く現れている｡面のマテリアルでは破片のガラス､透明アクリル内の浮遊するオブジ

ェや色､エキスバンドメタル､メッシュ等による瞬間性の美､光の入射光による反射光､屈折光､

透過光､視点の移動により生まれるきらめきの変化､表層性の空間それはセミの抜け殻のように､

実と虚の関係､面のカラーでは､点､線､面の赤､黄､緑､青色が浮遊するようになる｡面の照

明では主に壁､天井部の蛍光灯光源の乳半アクリルを通過する透過光により､重量感の消去に伴

う浮遊性の創出に寄与している｡

以上の論点から倉俣史朗が創出したインテリアデザインにおける浮遊性の形成については､以下

のように大きく分けて2つの手法によって行われたものとまとめられる｡

1)構造的､物理的方法による浮遊性の形成

キヤンティレバー､吊り構造の手段によってインテリア･シェルターを構造的に浮かせる仕組

みを構築し､浮遊性を形成させ､浮遊感を創成している｡この代表作品としてK-20
｢ISSEYMIYAKE

フロムファースト｣が挙げられる｡

2)光と空間の方法による浮遊性の形成

a)金属､ミラー･ガラス､反射性､周囲映り込みによる存在性の消去により浮遊性を形成させ

浮遊感を創成している｡代表作品としてK-04が挙げられる｡

b)光る構造体と構造体の消去により浮遊性を形成させ浮遊感を創成している｡代表作品として

K-10 ｢カネボウ化粧品ディスプレイ｣が挙げられる｡
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c )空間の影の消去により浮遊性を形成させ浮遊感を創成しているo代表作晶としてK-33 ｢CAFE

OXY乃木坂｣が挙げられる｡

d)浮遊光により浮遊性を形成させ浮遊感を創成しているo代表作品としてK-35｢きよ友｣が挙

げられる｡

e )光と透過面による重量性の軽減により浮遊性を形成させ浮逓感を創成しているo代表作晶と

してK-36 ｢BAR COMNBLE｣が挙げられる｡

これらの代表的事例を用いて､まとめ浮遊性のプロセスを表一4.4. 1に示す｡

表一4.4.1浮遊性の形成プロセス

浮遊性の形成プロセス
構造的.物理的

浮遊性

光と空間的浮遊性

キヤンチイレバー

吊リ構造､磁石

構造体の消去 影の消去 重量性の消去

作品写真
ー】

･■⊥1▲■

二:;:メ-TL弓虹7■葡こ,l｢
1L,-(--lJ.A

甥､--.-.-_-../--:軍
i/,＼′ノl

作品番号 K-20 K-10 ESEl ト3う

浮遊性の
プロセス

構造的なテープ透明素材の構造下部からの光と上部からの光と

ルの浮遊 光の光源 透過性の床 透過性の天井

↓ ↓ ↓ ↓

天板だけの影の
存在

構造体の支柱､

棚の消去

影の消去
メタリック素材の周囲の映

りこみによる支柱の消去

透過性面の奥の解放性

重量性の軽減化

↓ ↓ ↓ ↓

テーブルの浮遊感 商品の浮遊感 テーブルの浮遊感 天井面の浮遊感
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特に後期になると下の図-4.4. 1のように､中央部が主体的表現､周関都の従的表現が多くな

り､中央部の主体的表現部分には､多様な離隔要因と空間的離隔性の要素を複合化させ､曲面フ

ォルムを始め､多様な/iターン､カラーおよびマテリアル等､上記にあげた要素が総合化され､

これに構造的手段による浮遊性の操作や､照明的手段による浮遊性の操作で､空間的浮遊性を宅

内空間全体の広がりの中で､形成され､浮遊感が創出されていると考えられる｡

図-4.4.1中央部の空間的浮遊性の創H_～
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第5章 結論



5.1総括

以下に本研究で得られた知見をまとめ総括し結論とする｡

5. 1. 1原室内空間とインテリア･シェルターの離隔要因と多重性と空間特徴グループ

考察のまとめを以下に示す｡

1)インテリア･シェルターの離隔要因D′について

離隔要因D ′は空間､用途､精神離隔要因が複合して現れることが多く､特に壁につい

て顕著に現れる｡倉俣の作品では､使用上の区画による用途離隔要因と､照明による設備離

隔要因と､吊り･キヤンティレバーによる構造離隔要因によって､より空間離隔､精神離隔が強

調されているといえる｡それにより､空間的浮遊性が創生されていると考えられるo

2)インテリア･シェルターの多重性Dmについて

床のインテリア･シェルの離隔の多重性は一重のもの(Fl)が多く,空間的要乱設備

的要因,構造的要因が多い｡これらにより,床において床部の内設照明により･床に生じる影の

消去が起こり,無重力性が獲得され,また床からの支柱の片持ち構造によるテーブル,イスの浮

遊性の確保を出現させた｡

壁のインテリア･シェルターの離隔の多重性は,前期･後期を通じて2重のもの(W2)

が多く,後期に3重のもの(W3)が多く現れる｡離隔要因は空間的要乱用途的要因,精神的

要因が多い｡これにより,壁の浮遊性,壁の消去,棚･テーブルの浮遊性,棚･テーブルの消去,

区画された空間どうしの空間的一体性の確保,精神(浮遊感)を出現させた｡

天井のインテリア･シェルターの離隔の多重性は,後期に2重のもの(C2)が多く現れ

る離隔要因は空間要因,設備的要因,精神的要因が多い｡これにより,天井の浮遊性,天井の消

去,透過光の光天井一天井の浮遊性,浮遊感を出現させた○これは空間,設備および構造といっ

た実体的な構成を用いて実現されたインテリア自身に精神性が賦与されたためと考えられる｡

3)空間的特徴S cのグループについて

作品を離隔寸法､離隔要因､多重性､空間的特徴の視点から, KJ法により, 13の空間的特

徴のグループに分類し,各グループの時代的出現とその特徴を明らかにしたo時代的な流れの中

で1976年に出現したグループFのK-20[ブティックIsseyMiyake]キヤンティレバーによる構造

的に浮遊するテーブルの作品は､倉俣の中間期の単独的作品であり,前期と後期の空間的特徴を

2分する分岐点的作品として位置づけられる｡

作品を時系列に空間的特徴を展望した時, 1967-1976年(前期)には直線的で立方体の最小必

要限の空間構成と形態の傾向があった｡ 1977年-(後期･前半)には直線的で立方体な空間に･曲線の空
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間が入り混じる傾向-と変化し,多重性浮遊性が強くなっていった｡上述の1976年の分岐点をここでも

検討することができた｡

5･1･2 インテリア･シェルター床､壁､天井おける空間的離隔性と面のフォルムとパターン

インテリア･シェルター床､壁､天井おける空間的離隔性と面のフォルムとパターンに関して

以下の知見を得た｡

1)インテリア･シェルターの空間的離隔性Dについて

空間的離隔性は並行､斜め､多重､曲面､中央､直角離隔性が複合して現れることが1977年

以後の作品に多く､特に壁､天井について顕著に現れる｡

精神的離隔要因などの離隔要因D ′と空間的離隔性Dの同時共存によって､壁と天井に強く､

浮遊感､消去感および事物に意味性という精神性を生成させている｡

2)インテリア･シェルターのフォルムFについて

1976年以後の後期において､曲線､曲面が現れ､それ以前での観念的なデザインでは平面フ

ォルムが多く用いられていたが､感性に従って自由な表現を創出するようになるo後期では多様

なフォルムの複合が多く主張的表現が室内の手前中央にて構成され､消去的表現は周囲にて構成

され平面フォルムが多い｡室内中央での感性に導かれた自由な造形､夢で見たような光景として

面の形態において自由な表現性を獲得していったと考えられる｡

3)インテリア･シェルターのパターンPについて

マテリアル同様に後期以後､中央にて主張的表現が､周囲にて消去的表現となり､中央では多

様なパターンのスリット､グリット､ドット､半透明(遠過光)が多く､周囲では無地パターン

が多くなり､中央部･主張表現にて多様パターン､周囲部･消去表現にて無地パタンという構成

を確立し､自由な表現性を獲得していったと考えられる｡

5･1･3インテリア･シェルターの床､壁､天井における面のカラーとマテリアルと照明

インテリア･シェルターのカラー､マテリアル､照明に関して以下の知見を得た.

1)インテリア･シェルターのカラーCについて

床はダーク･トーンが多く､床･壁･天井は白､グレーが多く､中立的･白紙的空間

を形成した｡

前期より､椅子､テーブルにおいては､赤､黄､青色等が現れ､浮遊性を形成した｡

3.透明の色は､空間の消去性､重力の解放､浮遊性を獲得した｡

4･後期において､空間の曲面化と共に､有彩色が現れメタリック素材色･ト-メイ素材色と光

の効果によって､視覚的変化､気持ちの変化､解釈の多様性を獲得したo
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2)インテリア･シェルターのマテリアルMについて

カラーと同様に壁･天井の同素材が多く､上部空間の一体化を形成し､反射性素材は､視覚の

変化､表現の多様性を形成させた｡

透明性の素材は､空間の消去性を形成したo

透過性素材は､重力の消去､空間の浮遊性､商品の浮遊性を形成した｡

ドット性､チップ化･小片の集合体は､新･素材感､解釈の多様性､目地の消失及び素材･色

の浮遊性を生成させた｡

中空性素材は､皮膚的表層性､空間の浮遊性､空間の消去､商品の浮遊性の形成に寄与してい

る｡

3)インテリア･シェルターの照明Lについて

反射光は､ -ハイライト効果､モアレ効果を形成させたo

透過光は､重力の消去､空間の浮遊性､商品の浮遊性を形成した｡

後期において点の集合体の反射光は､状況の変化､気持ちの変化､解釈の多様性､目地

の消去性､素材･色の浮遊性を形成した｡

空間に浮遊する点の光は空間構成の新たなる光的要素であり､空間の浮遊性を強調した｡

5. 1.4 浮遊性の形成と浮遊感の創成

1) 1967年-1991年までの､ 42作品を基に｢概形的な空間の創造｣の観点から､ KJ

法にて分類を試み､ 1 3グループを得た｡これを時系列として分析した結果､ 1976年K-20 ｢イ

ッセイ･ミヤケ･プチイツク｣を境に空間的特徴が大きく2分化された｡前半は直線的空間生

成が多くあり､ 1977年以後の後期作品では､曲線､曲面が出現し､多重性も増し､多様なフ

ォルムと光の操作の中で､浮遊性を形成し空間の浮遊感を創成した｡

2)倉俣史朗の作品は､多様な離隔要因､空間的離隔､フォルム､パターン､カラー､マテリア

ルに照明が加わり､構造的手段による吊りとキヤンティレバー構造より､物理的な空間的浮遊

性を生成している.ラモと空間手段により､構造体の消去､影の消去､重量性の軽減が生じ空間

の浮遊性が形成されていると考えられる｡周囲部のインテリア･シェルターは消去化が強く､

従的表現となり､より中央の空間の浮遊性が強調されていると考えられ､浮遊性のメカニズム

の一端を明らかにした｡倉俣のインテリアデザインの作品において､その各浮遊性のメカニズ

ムが形成され､総合されることで浮遊感がうみだされたものと結論づけられる｡
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5.2 本研究の今後の課題と展望

倉俣史朗のデザインは観念的かつ感性的アプローチで､既成概念にとらわれず､自由に､夢の

ような感性に導かれたデザインとして評価されている｡これに対して､インテリア･シェルター

の離隔性による空間分析方法を用い､量的かづ質的に空間創造の要素を捉え､そのデータに基づ

いた分析と考察から､倉俣の空間創造における時系列の空間創造と浮遊感の創成傾向を明らかに

することができた｡

すなわちインテリア･シェルターの離隔性の空間分析方法において､インテリア･シェルター

の面が離れた理由である離隔要因､面の離れ方である空間的離隔性､面が何重になっているかの

面の多重性､面のフォルム､面のパターン､面のマテリアル､面のカラー､面の照明という複合

要素を総合的にとらえ作品の特徴との関係性を考察し､空間生成の手法を解明し､結果として､

感覚的によく言われている空間の表層性､透過性､浮遊性など､それらの大半を抽出することが

できた.一方､考察を進める中で本研究では作品の背景として､倉俣の生き方､彼の周辺や社会

から受けた影響､出来事等の人的社会的及び環境的背景については言及していない｡分析結果を

考察する時､解釈する時には､この人的背景と作品との関係性を明らかにすることは､解釈の方

向性を決める上で､極めて重要であり､今後の研究課題としたい｡

インテリア･シェルターの離隔性による空間分析方法は､物理的な離隔に関わる要素を用いる

手法であるため空間に関して一般的に解釈､適用できるものであり､倉俣史朗に限らず､多様な

インテリアデザイナーの空間構成､作成手法の分析に有用であると考えられる｡インテリアデザ

インを理解し解釈する上での指針としての役割ができると考えられる0
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